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ag-textnode-version-id: 36028800623689483ag-textnode-base-id: 3604725515

本書の内容

このドキ﻿ュメントでは﻿、OpenLab CDS で測定するために必要なハ﻿ードウ﻿ェアお
よびソフトウ﻿ェアの最小限の要件について詳しく解説しています﻿。本書は﻿、
Workstation﻿、Workstation Plus﻿、クライアント﻿、または Analytical Instrument
Controller（﻿AIC﻿）コンポ﻿ーネントに対応しています﻿。サポ﻿ートされる Agilent の
機器と Agilent 以外の機器に関する情報も含まれています﻿。
サ﻿ーバ﻿ーコンポ﻿ーネントについては﻿、『OpenLab Server および OpenLab ECM
XT のハ ﻿ードウ ﻿ェアおよびソフトウ ﻿ェア要件 (﻿openlab-server-ecmxt-v2﻿.8-
requirements-ja﻿.pdf﻿, D0035352ja ﻿)』 または 『OpenLab ECM ソフトウ ﻿ェアお
よびハ ﻿ードウ ﻿ェア要件 (﻿OpenLab_ECM_SW_HW_Requirements﻿.pdf﻿)』 を参照
してください﻿。

表 1: 本書で使用される用語と略語

用語 説明

FP Feature Pack﻿。既存のソフトウ﻿ェアバ﻿ージ﻿ョンへの更新を含み﻿、次
の新機能を提供します﻿。
• 既存の機能に影響を及ぼさない﻿。

または
• 選択オプシ﻿ョンへの小さな変更を含む﻿。ただし既存メソ﻿ッドと

デ﻿ータの下位互換性を維持する﻿。

Secure Storage 分析デ﻿ータを管理するデ﻿ータベ﻿ースを含む OpenLab Server のコン
ポ﻿ーネント

AIC Agilent の分析機器コントロ﻿ーラ

コントロ﻿ールパネル Agilent OpenLab ソフトウ﻿ェア用コントロ﻿ールパネル

Microsoft コントロ﻿ールパネ
ル

Microsoft Windows オペレ﻿ーテ﻿ィングシステムの一部

Shared Services OpenLab CDS のセキ﻿ュリテ﻿ィポリシ﻿ーやコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンの
一元管理などを制御する一連の管理サ﻿ービス﻿。Shared Services に
はコントロ﻿ールパネルからアクセスします﻿。

https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-requirements-ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-requirements-ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-requirements-ja.pdf
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ag-textnode-version-id: 63050397757266187ag-textnode-base-id: 2974079243

OpenLab CDS トポロジ﻿ー

OpenLab CDS はさまざまなトポロジ﻿ーで利用可能です﻿。トポロジ﻿ーは﻿、
OpenLab ソフトウ﻿ェアコンポ﻿ーネント（﻿Shared Services﻿、Secure Storage﻿、ク
ライアント﻿）の配置および使用方法によ﻿って異なります﻿。トポロジ﻿ーについて
の詳細は﻿、各インスト﻿ールガイドを参照するか﻿、Agilent の担当者にご相談くだ
さい﻿。

ag-textnode-version-id: 45035999694413835ag-textnode-base-id: 3420708875

OpenLab CDS ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン および Workstation Plus

OpenLab CDS Workstation をインスト﻿ールすると﻿、同じ PC 上に必要なすべて
のコンポ﻿ーネントがインスト﻿ールされます﻿。
Agilent は﻿、このトポロジ﻿ーに次の 2 種類のストレ﻿ージオプシ﻿ョンを提供してい
ます﻿：（﻿ロ﻿ーカル﻿）フ﻿ァイルストレ﻿ージワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン CDS
Workstation ﻿、コンテンツ管理システム搭載 Workstation Plus（﻿ロ﻿ーカル
Secure Storage コンポ﻿ーネント﻿）﻿。

ワークステーション
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ag-textnode-version-id: 27021601184901131ag-textnode-base-id: 3420678155

ネ﻿ットワ﻿ークワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

OpenLab CDS ネ﻿ットワ﻿ークワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョンは﻿、1台の PC でユ﻿ーザ﻿ーによ
る操作（﻿サンプルをキ﻿ュ﻿ーに追加﻿、デ﻿ータレビ﻿ュ﻿ーと解析﻿）と自動機能（﻿デ﻿ー
タ測定﻿、自動解析および印刷﻿）に対応しています﻿。通常﻿、Secure Storage への
リモ﻿ートアクセスを提供します﻿。
OpenLab CDS ネ﻿ットワ﻿ークワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョンは﻿、AIC を使用してサンプルを
キ﻿ュ﻿ーに追加したりデ﻿ータを解析します﻿。クライアントコンポ﻿ーネントは﻿、
AIC インスト﻿ール時にインスト﻿ールされます﻿。

ag-textnode-version-id: 45035999694385675ag-textnode-base-id: 3420680715

OpenLab CDS クライアント/サ﻿ーバ﻿ー

OpenLab CDS クライアント/サ﻿ーバ﻿ーインスト﻿ールでは﻿、複数のハ﻿ードウ﻿ェア
コンポ﻿ーネントが必要です﻿。クライアント PC または分析機器コントロ﻿ーラ
（﻿AIC﻿）では﻿、OpenLab CDS ソフトウ﻿ェアから機器コントロ﻿ール﻿、デ﻿ータ解
析﻿、およびレポ﻿ート用のクロマトグラフ﻿ィデ﻿ータシステムコンポ﻿ーネントが提
供されます﻿。
1 つまたは複数のサ﻿ーバ﻿ーには﻿、OpenLab Server ﻿、OpenLab ECM XT ﻿、または
OpenLab ECM ソフトウ﻿ェアにより Shared Services および コンテンツ管理の
コンポ﻿ーネントがインスト﻿ールされます﻿。
予想されるシステム負荷（﻿機器﻿、ユ﻿ーザ﻿ー数﻿、タイプに基づく﻿）に応じて﻿、さ
まざまなトポロジ﻿ーで OpenLab CDS クライアント/サ﻿ーバ﻿ーシステムを構築で
きます﻿。どのトポロジ﻿ーが環境に適しているかを決めるには﻿、Agilent のサポ﻿ー
ト担当にご相談ください﻿。
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ag-textnode-version-id: 54043198503468171ag-textnode-base-id: 2975022219

OpenLab ECM XT による OpenLab CDS クラウド
の展開

OpenLab ECM XT のバ﻿ックエンドによる OpenLab CDS クライアント/サ﻿ーバ﻿ー
のインスト﻿ールは﻿、Amazon Web Services（﻿AWS﻿）または Microsoft Azure を利
用したクラウド環境で使用できます﻿。この構成では﻿、OpenLab ECM XT は
OpenLab CDS 用の保護されたリポジトリとしてコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンされま
す﻿。
OpenLab ECM XT を利用する対応可能なクラウド構成の詳細は﻿、『OpenLab
Server および OpenLab ECM XT のハ ﻿ードウ ﻿ェアおよびソフトウ ﻿ェア要件
(﻿openlab-server-ecmxt-v2﻿.8-requirements-ja﻿.pdf﻿, D0035352ja ﻿)』 に記載され
ており﻿、https﻿://www﻿.agilent﻿.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-
server-ecmxt-v2﻿.8-requirements-ja﻿.pdf にてオンラインから入手できます﻿。

https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-requirements-ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-requirements-ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-requirements-ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-requirements-ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-requirements-ja.pdf
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ag-textnode-version-id: 36028799993039499ag-textnode-base-id: 2974075531

PC に関する推奨事項

注記 以下の表はハ﻿ードウ﻿ェア構成のガイドラインを示しています﻿。最小要件は﻿、使
用する負荷によ﻿って変わります﻿。ロジカル機器の台数﻿、同時ユ﻿ーザ﻿ー数﻿、およ
びその他の接続ポイントを考慮する必要があります﻿。要件の計算方法について
は﻿、デ﻿ィスク空き容量 23ページ  ﻿、表 15 予想されるフ﻿ァイルサイズ（﻿分析時
間 60 min﻿） 23ページ   および 構成の制限 18ページ  を参照してください﻿。
どのハ﻿ードウ﻿ェアおよびトポロジ﻿ーがニ﻿ーズに適しているかの判断は﻿、Agilent
のサポ﻿ート担当にご相談ください﻿。
設定済みの Agilent オリジナルバンドル PC の詳細については﻿、https﻿://
www﻿.agilent﻿.com/en/products/software-informatics/chromatography-data-
systems/openlab-cds/originalpcbundle を参照してください﻿。

ag-textnode-version-id: 63050397758179083ag-textnode-base-id: 2974992139

OpenLab CDS スタンドアロンワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

OpenLab CDS ソフトウ﻿ェアは 2 種類のワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョンで使用可能です﻿：
ロ﻿ーカルフ﻿ァイルシステムのストレ﻿ージを搭載した OpenLab CDS
Workstation﻿、またはコンテンツ管理デ﻿ータベ﻿ースを備えた OpenLab CDS
Workstation Plus﻿。
機器の台数に基づいて﻿、Agilent では﻿、CDS ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョンには 2 通りの
PC コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンを推奨しています﻿：最大 2 台の機器を制御する 8 GB
メモリの小規模（﻿デフ﻿ォルト﻿）構成﻿、および最大 4 台の機器を制御するために
メモリを 16 GB にア﻿ップグレ﻿ードした構成の 2 通りがあります﻿。要件の計算方
法については﻿、構成の制限 18ページ   および 表 15 予想されるフ﻿ァイルサイ
ズ（﻿分析時間 60 min﻿） 23ページ  を参照してください﻿。
表 2 スタンドアロン OpenLab CDS ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョンの推奨されるハ﻿ード
ウ﻿ェア構成 11ページ   は﻿、LC/MS (﻿Q-﻿)TOF 以外の機器コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン
で使用するワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョンの Agilent による動作テスト済みのハ﻿ードウ﻿ェ
ア要件（﻿Windows 11 （﻿64 ビ﻿ット﻿）﻿）を示しています﻿。

https://www.agilent.com/en/products/software-informatics/chromatography-data-systems/openlab-cds/originalpcbundle
https://www.agilent.com/en/products/software-informatics/chromatography-data-systems/openlab-cds/originalpcbundle
https://www.agilent.com/en/products/software-informatics/chromatography-data-systems/openlab-cds/originalpcbundle
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表 2: スタンドアロン OpenLab CDS ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョンの推奨されるハ﻿ードウ﻿ェア構成

アイテム CDS ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン CDS Workstation Plus

動作テスト済み Agilent のオ
リジナルバンドル PC
(﻿Windows 11﻿)

HP Z2 SFF G9 ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョ
ン﻿、8 GB RAM﻿、 3 機器ポイント
以上の場合﻿、オプシ﻿ョンで 8 GB
を追加﻿。
Intel® Core i5-12500﻿、3﻿.0 GHz﻿、
18 MB キ﻿ャ﻿ッシ﻿ュ﻿、6 コア

HP Z2 SFF G9 ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョ
ン﻿、16 GB RAM
Intel® Core i5-12500﻿、3﻿.0 GHz﻿、
18 MB キ﻿ャ﻿ッシ﻿ュ﻿、6 コア

追加ソフトウ﻿ェアのインスト﻿ール（﻿セキ﻿ュリテ﻿ィおよび PC 管理の
アプリケ﻿ーシ﻿ョンなど﻿）は﻿、性能に影響を及ぼす可能性があり﻿、
Agilent では RAM を追加することを推奨します﻿。

プロセ﻿ッサ（﻿CPU﻿）- 最小 Intel® i5﻿、i7﻿、Xeon E3﻿、または
同等品﻿、
3﻿.0 GHz 以上﻿、4 コア

Intel® i5﻿、i7﻿、Xeon E3﻿、または
同等品﻿、
3﻿.0 GHz 以上﻿、4 コア

物理メモリ (﻿RAM﻿) 1 ～ 2 機器ポイント﻿：8 GB
3 機器ポイント以上﻿：16 GB

16 GB

4 GB が Windows オペレ﻿ーテ﻿ィングシステム用に確保されます﻿。

ハ﻿ードデ﻿ィスク 1 x 500 GB 7200 RPM SATA ドラ
イブ（﻿最小﻿）
または同等の SSD（﻿推奨﻿）

1TB または 2 x 500 GB
7200 RPM SATA ドライブ（﻿最
小﻿）
または同等の SSD（﻿推奨﻿）

グラフ﻿ィ﻿ック解像度 最小 1600 x 900﻿、推奨 1920 x 1080

RS-232 ポ﻿ート 選択した機器が RS-232 通信を使用する場合はシリアルポ﻿ートが
1 個必要﻿。詳細は機器の仕様を参照してください﻿。

USB ポ﻿ート インスト﻿ール用に USB メデ﻿ィアを注文した場合﻿、USB 3﻿.0 が必要と
なることがあります 1

LAN カ﻿ード 機器コントロ﻿ール用 100 MB/1 GB LAN
機器のデ﻿ータトラフ﻿ィ﻿ックをラボのイントラネ﻿ット接続から分離す
るために﻿、ラボのイントラネ﻿ット接続用に 2 枚目の LAN カ﻿ードが
必要﻿。

1 ソフトウ﻿ェアは﻿、Agilent オンラインアカウントからダウンロ﻿ードできます﻿。オプシ﻿ョンとして
USB メデ﻿ィアを利用できます﻿。

LC/MS (﻿Q-﻿)TOF 機器用ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョンのハ﻿ードウ﻿ェア要件は﻿、上のテ﻿ーブ
ル記載より上回ります﻿。表 3 LC/(﻿Q-﻿)TOF 機器コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンを備える
ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョンへの推奨ハ﻿ードウ﻿ェア要件 12ページ   を参照してくださ
い﻿。
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注記 LC/MS (﻿Q-﻿)TOF コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンは﻿、CDS Workstation Plus でサポ﻿ートさ
れていません﻿。

表 3: LC/(﻿Q-﻿)TOF 機器コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンを備えるワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョンへの推奨ハ﻿ー
ドウ﻿ェア要件

項目 LC/(﻿Q-﻿)TOF 機器を 1 台備えるワ﻿ークステ﻿ー
シ﻿ョンに推奨されるハ﻿ードウ﻿ェア 1

Workstation
Plus

動作テスト済み Agilent のオ
リジナルバンドル PC

Windows11（﻿64 ビ﻿ット﻿）﻿：HP Z4 G5 コンテンツ管理
付きスタンドアロ
ンワ﻿ークステ﻿ー
シ﻿ョンは﻿、LC/
(﻿Q-﻿)TOF または
MassHunter DA
はサポ﻿ートされて
いません

プロセ﻿ッサ（﻿CPU﻿）- 最小 Intel® Xeon W3-2423（﻿4﻿.2 GHz﻿、15 MB キ﻿ャ﻿ッ
シ﻿ュ﻿、6 コア﻿）﻿、または同等品
4﻿.2 GHz 以上﻿、6 コア以上

物理メモリ (﻿RAM﻿) 32 GB 最小﻿、
64 GB 推奨（﻿1 台の LC /(﻿Q﻿)TOF 機器の場合﻿）

ハ﻿ードデ﻿ィスク 1 TB M﻿.2 NVMe SSD ブ﻿ートボリ﻿ュ﻿ームおよび
12 TB 7200 RPM SATA 6G ハ﻿ードデ﻿ィスクドラ
イブ

LAN カ﻿ード 10 GbE LAN﻿、G6575A の機器コントロ﻿ール用﻿。
1 GbE LAN﻿、G6549A または G6230C 用﻿。
機器のデ﻿ータトラフ﻿ィ﻿ックをラボのイントラネ﻿ット接続から分離す
るために﻿、ラボのイントラネ﻿ット接続用に 2 枚目の LAN カ﻿ードが
必要﻿。

RS-232 ポ﻿ート 選択した機器が引き続き RS-232 通信を使用する場合はシリアル
ポ﻿ートが 1 個必要﻿。詳細は機器の仕様を参照してください﻿。

USB ポ﻿ート USB メデ﻿ィアをご注文の場合には﻿、インスト﻿ール用に USB 3﻿.0 が必
要となることがあります 2

グラフ﻿ィ﻿ック解像度 最小 1600 x 900﻿、推奨 1920 x 1080

1 コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンは﻿、すべて MassHunter Data Analysis（﻿Qual および Quant﻿）と BioConfirm
がインスト﻿ール済みであることを前提としています﻿。

2 ソフトウ﻿ェアは﻿、Agilent オンラインアカウントからダウンロ﻿ードできます﻿。オプシ﻿ョンとして
USB メデ﻿ィアを利用できます﻿。
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ag-textnode-version-id: 45035999248701579ag-textnode-base-id: 2974996619

OpenLab CDS クライアント

表 4: OpenLab CDS クライアントの推奨されるハ﻿ードウ﻿ェア構成

項目 クライアント PC に推奨されるハ﻿ードウ﻿ェア

プロセ﻿ッサ Intel® i5﻿、i7﻿、Xeon E3﻿、または同等品
3﻿.0 GHz 以上﻿、4 コア

物理メモリ (﻿RAM﻿) 8 GB（﻿最小﻿）
大容量デ﻿ータを扱い﻿、処理性能を向上させるために﻿、Agilent では
メモリを増設することを推奨します﻿。

少なくとも 4 GB が Windows オペレ﻿ーテ﻿ィングシステム用に確保さ
れるようにしてください﻿。

ハ﻿ードデ﻿ィスク 500 GB 7200 RPM SATA ドライブ（﻿最小﻿）
または同等の SSD（﻿推奨﻿）

USB ポ﻿ート インスト﻿ール用に USB メデ﻿ィアを注文した場合﻿、USB 3﻿.0 が必要と
なることがあります 1

LAN カ﻿ード 1 GB LAN

グラフ﻿ィ﻿ック解像度 最小 1600 x 900
推奨 1920 x 1080

1 ソフトウ﻿ェアは﻿、Agilent オンラインアカウントからダウンロ﻿ードできます﻿。オプシ﻿ョンとして
USB メデ﻿ィアを利用できます﻿。

表 5: (﻿Q-﻿)TOF デ﻿ータのデ﻿ータ解析に使用する﻿、OpenLab CDS クライアントの推奨される
ハ﻿ードウ﻿ェア構成

アイテム (﻿Q-﻿)TOF デ﻿ータのデ﻿ータ解析に使用する﻿、クライアントの推奨
ハ﻿ードウ﻿ェア 1

動作テスト済み Agilent のオ
リジナルバンドル PC

Windows 11（﻿64 ビ﻿ット﻿）﻿：HP Z4 G5

プロセ﻿ッサ Intel® Xeon W3-2423（﻿4﻿.2 GHz﻿、15 MB キ﻿ャ﻿ッシ﻿ュ﻿、6 コア﻿）﻿、ま
たは同等品
4﻿.2 GHz 以上﻿、6 コア以上

物理メモリ (﻿RAM﻿) 32 GB 最小﻿、
64 GB 推奨（﻿1 台の LC/(﻿Q-﻿)TOF の場合﻿）

ハ﻿ードデ﻿ィスク（﻿最小﻿） 1 TB M﻿.2 NVMe SSD ブ﻿ートボリ﻿ュ﻿ーム

USB ポ﻿ート インスト﻿ール用に USB メデ﻿ィアを注文した場合﻿、USB 3﻿.0 が必要と
なることがあります 2
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アイテム (﻿Q-﻿)TOF デ﻿ータのデ﻿ータ解析に使用する﻿、クライアントの推奨
ハ﻿ードウ﻿ェア 1

LAN カ﻿ード 1 GB LAN

グラフ﻿ィ﻿ック解像度 最小 1600 x 900
推奨 1920 x 1080

1 コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンは﻿、すべて MassHunter Data Analysis（﻿Qual および Quant﻿）と BioConfirm
がインスト﻿ール済みであることを前提としています﻿。

2 ソフトウ﻿ェアは﻿、Agilent オンラインアカウントからダウンロ﻿ードできます﻿。オプシ﻿ョンとして
USB メデ﻿ィアを利用できます﻿。

ag-textnode-version-id: 63050397758188043ag-textnode-base-id: 2975001099

OpenLab 分析機器コントロ﻿ーラ（﻿AIC﻿）

表 6 機器コントロ﻿ーラ(﻿ AIC﻿）で必要なハ﻿ードウ﻿ェア構成 14ページ   は﻿、最大
6 台の機器（﻿LC/(﻿Q-﻿)TOF を除く﻿）を使用する AIC に適用されます﻿。AIC でコン
フ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンする機器を少なくすると﻿、システムへの要求メモリが少なく
なります﻿。

表 6: 機器コントロ﻿ーラ(﻿ AIC﻿）で必要なハ﻿ードウ﻿ェア構成

項目 AIC の推奨ハ﻿ードウ﻿ェア

動作テスト済み Agilent のオ
リジナルバンドル PC

HP Z2 SFF G9 WorkStation﻿：
Intel® Core i5-12500﻿、3﻿.0 GHz﻿、18MB キ﻿ャ﻿ッシ﻿ュ﻿、6 コア

プロセ﻿ッサ（﻿最小﻿） Intel® i5﻿、i7﻿、Xeon E3﻿、または同等品﻿、
3﻿.0 GHz 以上﻿、4 コア

物理メモリ (﻿RAM﻿) 16 GB
4 GB が Windows オペレ﻿ーテ﻿ィングシステム用に確保されます﻿。

ハ﻿ードデ﻿ィスク 2x500 GB﻿、1 TB 7200 RPM SATA ドライブ（﻿最小﻿）﻿、または
同等の SSD ドライブ（﻿推奨﻿）﻿。
コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーにデ﻿ィスクアレイコントロ﻿ーラが搭載されている場
合は﻿、RAID1 で 2 x 1 TB を推奨します﻿。

RS-232 ポ﻿ート 選択した機器が引き続き RS-223 通信を使用する場合はシリアル
ポ﻿ートが 1 個必要﻿。詳細は機器の仕様を参照してください﻿。

USB ポ﻿ート インスト﻿ール用に USB メデ﻿ィアを注文した場合﻿、USB 3﻿.0 が必要と
なることがあります 1
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項目 AIC の推奨ハ﻿ードウ﻿ェア

LAN カ﻿ード 機器コントロ﻿ール用 100 MB/1 GB LAN
機器のデ﻿ータトラフ﻿ィ﻿ックをラボのイントラネ﻿ット接続から分離す
るために﻿、社内用に 2 枚目の LAN カ﻿ードが必要﻿。

グラフ﻿ィ﻿ック解像度（﻿フ﻿ェ
イルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードのみモ
ニタが必要﻿）

最小 1600 x 900
推奨 1920 x 1080

1 ソフトウ﻿ェアは﻿、Agilent オンラインアカウントからダウンロ﻿ードできます﻿。オプシ﻿ョンとして
USB メデ﻿ィアを利用できます﻿。

表 7: LC/(﻿Q-﻿)TOF 機器を 1 台備える機器コントロ﻿ーラ（﻿AIC﻿）のハ﻿ードウ﻿ェア推奨事項

項目 LC/(﻿Q-﻿)TOF 機器コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンを 1 台備える AIC に推
奨されるハ﻿ードウ﻿ェア 1

動作テスト済み Agilent のオ
リジナルバンドル PC

Win 11（﻿64 ビ﻿ット﻿）﻿：HP Z4 G5

プロセ﻿ッサ（﻿最小﻿） Intel® Xeon W3-2423（﻿4﻿.2 GHz﻿、15 MB キ﻿ャ﻿ッシ﻿ュ﻿、6 コア﻿）﻿、ま
たは同等品
4﻿.2 GHz 以上﻿、6 コア以上

物理メモリ (﻿RAM﻿) 32 GB 最小﻿、
64 GB 推奨（﻿1 台の LC /(﻿Q﻿)TOF 機器の場合﻿）

ハ﻿ードデ﻿ィスク 1 TB M﻿.2 NVMe SSD ブ﻿ートボリ﻿ュ﻿ーム
および
（﻿オプシ﻿ョン﻿）12 TB 7200 RPM SATA 6G HDD（﻿拡張フ﻿ェルオ﻿ー
バ﻿ー操作用﻿）

RS-232 ポ﻿ート 選択した機器が引き続き RS-223 通信を使用する場合はシリアル
ポ﻿ートが 1 個必要﻿。詳細は機器の仕様を参照してください﻿。

USB ポ﻿ート USB メデ﻿ィアをご注文の場合には﻿、インスト﻿ール用に USB 3﻿.0 が必
要となることがあります 2

LAN カ﻿ード 10 GbE LAN﻿、G6575A の機器コントロ﻿ール用﻿。
1 GbE LAN﻿、G6549A または G6230C 用﻿。
機器のデ﻿ータトラフ﻿ィ﻿ックをラボのイントラネ﻿ット接続から分離す
るために﻿、社内用に 2 枚目の LAN カ﻿ードが必要﻿。

グラフ﻿ィ﻿ック解像度（﻿フ﻿ェ
イルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードのみモ
ニタが必要﻿）

最小 1600 x 900
推奨 1920 x 1080

1 コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンは﻿、すべて MassHunter Data Analysis（﻿Qual および Quant﻿）と BioConfirm
がインスト﻿ール済みであることを前提としています﻿。
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2 ソフトウ﻿ェアは﻿、Agilent オンラインアカウントからダウンロ﻿ードできます﻿。オプシ﻿ョンとして
USB メデ﻿ィアを利用できます﻿。

ag-textnode-version-id: 36028799993969547ag-textnode-base-id: 2975005579

Shared Services サ﻿ーバ﻿ー

OpenLab ECM をストレ﻿ージバ﻿ックエンドとするコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンには﻿、
別途 Shared Services サ﻿ーバ﻿ーが必要です﻿。Shared Services サ﻿ーバ﻿ーの要件
は﻿、OpenLab Server /ECM XT 要件ガイドに記載されています（﻿OpenLab イン
スト﻿ーラ﻿ーの プランタブ﻿、または OpenLab Help & Learning ペ﻿ージからアクセ
ス﻿）﻿。
コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンの詳細は﻿、『Configuring OpenLab CDS with OpenLab
ECM (﻿CDS_v3﻿.0_configure-with-ECM_en﻿.pdf﻿, D0141678﻿)』 を参照してくださ
い﻿。

https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_configure-with-ECM_en.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_configure-with-ECM_en.pdf
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ag-textnode-version-id: 9007213523707659ag-textnode-base-id: 14268966667

プリンタ﻿ー要件

通常使うプリンタ﻿ーとして OpenLab CDS は﻿、Adobe PDF﻿、Microsoft Print to
PDF﻿、または Microsoft XPS Document Writer をサポ﻿ートしていません﻿。

注記 PDF プリンタ﻿ーを通常使うプリンタ﻿ーとして設定すると﻿﻿、レポ﻿ートの印刷が失
敗する原因となることがあります﻿。
— 正常に印刷するために﻿、Windows で通常使うプリンタ﻿ーを管理するを選択し

てください﻿。
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ag-textnode-version-id: 63050397758174603ag-textnode-base-id: 2974987659

構成の制限

機器 複数のモジ﻿ュ﻿ールから構成される分析システムは﻿、一緒にコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョ
ンすることで目的の分析機能が得られます﻿。システム﻿、つまり LC/MSD システ
ムのような言い方をします﻿。

ポイント 機器またはモジ﻿ュ﻿ールが物理システムや仮想システムにかける負荷の相対的な
レベル（﻿負荷値﻿）で﻿、CPU および RAM（﻿メモリ﻿）消費を集計したものです﻿。
検出器同士のタイプが異なる場合はより多くの処理能力とメモリを必要とする
ため﻿、より高い「﻿ポイント﻿」値が割り当てられています﻿。

同時セ﻿ッシ﻿ョン システムへの同時接続数です﻿。ユ﻿ーザ﻿ーによる接続と機器による接続の両方を
指します﻿。ポイントは﻿、機器台数と各機器システムが生成するデ﻿ータ量を反映
することから﻿、OpenLab CDS は﻿、ポイントを機器管理の指標に用います﻿。機器
タイプごとのポイント数の例を以下に示します﻿。

機器ライセンス 接続ライセンスとは﻿、特定の機器コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンを実行するためにソフ
トウ﻿ェアで必要なライセンスを言います﻿。注記﻿：ポイントは機器の接続ライセ
ンスと同じではありません﻿。

ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョンや AIC ごとの機器のキ﻿ャパシテ﻿ィ（﻿コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン
可能な機器台数﻿）は﻿、コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンする機器のタイプによ﻿って異なり
ます﻿。Agilent 担当者と相談の上﻿、予想されるユ﻿ーザ﻿ー数﻿、同時セ﻿ッシ﻿ョン数﻿、
機器台数﻿、および負荷に適したシステムをコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンしてくださ
い﻿。
OpenLab CDS Workstation ごとに﻿、機器ポイントの合計が 4 までの任意の台数
の機器をコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンできます（﻿標準コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン﻿）﻿。

表 8: OpenLab CDS ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョンの機器制限

OpenLab CDS 標準コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン サポ﻿ートする機器ポイント

ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン（﻿ロ ﻿ーカルフ﻿ァイルストレ﻿ージ﻿） 最大 4 ポイント

Workstation Plus （﻿ロ ﻿ーカル Secure Storage﻿) 最大 4 ポイント
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表 9: サポ﻿ートされる AIC コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン﻿、OpenLab CDS AIC の機器制限

AIC タイプ 機器数 コメント

物理的 PC 1 台の AIC につき最大 6 ポイント﻿。
1 台の AIC につき合計 6 ポイントま
での機器コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンが﻿、
それぞれサポ﻿ートされます﻿。

サポ﻿ート
クライアントおよび AIC は同じバ﻿ー
ジ﻿ョンにしてください﻿。

仮想 PC 1 台の AIC につき最大 6 ポイント﻿。
1 台の AIC につき合計 6 ポイントま
での機器コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンが﻿、
それぞれサポ﻿ートされます﻿。

サポ﻿ート
クライアントおよび AIC は同じバ﻿ー
ジ﻿ョンにしてください﻿。

ネ﻿ットワ﻿ークワ﻿ーク
ステ﻿ーシ﻿ョン (﻿クライ
アントを AIC に同時
インスト﻿ールした場
合﻿) 1

1 台の AIC につき最大 4 ポイント﻿。
1 台の AIC につき合計 4 ポイントま
での機器コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンが﻿、
それぞれサポ﻿ートされます﻿。

サポ﻿ート
クライアントおよび AIC は同じバ﻿ー
ジ﻿ョンにしてください﻿。

1 ネ﻿ットワ﻿ークワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョンは﻿、1 台の PC でユ﻿ーザ﻿ーによる操作（﻿サンプルをキ﻿ュ﻿ーに追
加﻿、デ﻿ータレビ﻿ュ﻿ーと解析など﻿）と自動機能（﻿デ﻿ータ測定﻿、自動解析および印刷など﻿）に対応しま
す﻿。OpenLab CDS ネ﻿ットワ﻿ークワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョンは﻿、AIC として構成した PC をクライアントと
して使用します﻿。注記﻿：すべてのコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンですべてのアドオンがサポ﻿ートされるわけ
ではありません﻿。詳細については﻿、アドオンソフトウ﻿ェアの製品ドキ﻿ュメントを参照してください﻿。

注記 AIC を機器付近に設置しないことで新たなリスクが生じるため﻿、AIC の仮想化
はサポ﻿ートされていますが﻿、推奨されません﻿。
機器と AIC 間の接続は﻿、OpenLab の通信冗長性プロトコルの範囲外です﻿。通信
が回復不可能な問題を起こす可能性を低減するため﻿、この接続はロ﻿ーカル
LAN/VLAN にすることを推奨します﻿。 ご使用の環境で AIC を構築する場所を選
定する際は﻿、お客様の責任のもと適切なリスク評価を行﻿ってください﻿。

負荷の概算
下記の表に﻿、さまざまな機器に対する負荷ベ﻿ース要件の概算方法に関する指針
を示しています﻿。負荷の値は実際の機器の利用やユ﻿ーザ﻿ーの数によ﻿っても異な
ることに注意してください﻿。
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表 10: ポイントとライセンス – OpenLab CDS システムと Agilent LC モジ﻿ュ﻿ール

モジ﻿ュ﻿ールのタイプ 機器ポイント 接続ライセンス 設定済み機器
（﻿Basic Server﻿）

LC 機器（﻿= インジ﻿ェクタ + ポンプ
+ Agilent 2D 検出器﻿（﻿VMD な
ど﻿）﻿） 1

1 1 1

追加 LC 2D 検出器（ ﻿VWD﻿, RI﻿,
(﻿2D﻿)FLD など﻿）

0 0 0

LC 3D 検出器﻿：DAD（﻿DAD クラス
タ﻿ー﻿）または (﻿3D﻿)FLD など

1 1 0

追加の LC 3D 検出器 2 0 0 0

HDR（﻿ハイダイナミ ﻿ックレンジ﻿） 2 1 0

OpenLab CDS クライアント 3 2 0 0

1 A/D コンバ﻿ータを介して接続される検出器を含む
2 追加の Agilent DAD（﻿同じ DAD モデルの場合﻿）または 3D-FLD は追加のライセンスを消費しませ

ん﻿。Agilent 以外の 2D または 3D 検出器には固有の接続ライセンスが必要です ﻿。
3 使用ケ﻿ース﻿：AIC 上で OpenLab CDS クライアントを起動し実行することがあります（ ﻿ネ﻿ット

ワ﻿ークワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョンに相当﻿）﻿。AIC をこうしたクライアントとして使用する場合 ﻿、最大 4 機
器ポイント実行することができます﻿。

表 11: ポイントとライセンス – OpenLab CDS システムと Agilent LC/MS モジ﻿ュ﻿ール

モジ﻿ュ﻿ールのタイプ 機器ポイント 接続ライセンス 設定済み機器
（﻿Basic Server﻿）

MSD（﻿シングル四重極質量分析
器﻿）

2 1 0

OpenLab CDS クライアント 2 0 0

OpenLab CDS クライアント ﻿、
MHDA 併用

n/a 0 n/a

(﻿Q-﻿)TOF 関連システムについては﻿、LC/(﻿Q-﻿)TOF PC 仕様書で﻿、AIC/WS 要件を参
照してください﻿。
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表 12: ポイントとライセンス – OpenLab CDS と Agilent GC 機器

モジ﻿ュ﻿ールのタイプ 機器ポイント数
（﻿負荷値﻿）

接続ライセンス 設定済み機器
（﻿Basic Server﻿）

GC 機器（﻿GC = 注入口 + 検出器
1 台（﻿FID など﻿） 1 ﻿）

1 1 1

追加の GC 検出器﻿： FID/TCD/ECD 0 0 0

GC サンプラ﻿、PAL﻿、ヘ﻿ッドスペ﻿ー
スなど

0 0 0

MSD（﻿シングル四重極マススペク
トロメ﻿ータ﻿）

2 1 0

OpenLab CDS クライアント 2 0 0

1 A/D コンバ﻿ータを介して接続される検出器を含む

表 13: ポイントとライセンス – その他の OpenLab CDS システムコンポ﻿ーネント

機器ポイント 接続ライセンス

A2D 機器 1 1 1 2

A2D 付き Agilent 機器 3 0 0

A2D 付きの Agilent 以外の機器 4 0 1 2

Test Services（﻿QualA﻿） 1 0

1 A2D モジ﻿ュ﻿ールのみでコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンするシステム用
2 Agilent 以外の機器接続
3 サポ﻿ートされる Agilent 機器コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンの一部に A2D モジ ﻿ュ﻿ールを含むシステム用 ﻿。

A2D を介して追加の検出器が接続される 8890シリ﻿ーズなど
4 Agilent 以外の 2D または 3D 検出器には固有の接続ライセンスが必要です

注記 Agilent 以外の機器の場合は﻿、機器ポイント数が異なることがあります﻿。各ドラ
イバ﻿ードキ﻿ュメントを確認してください﻿。

表 14: 構成例のキ﻿ャパシテ﻿ィ概算

システム ポイント 機器の接続

LC + DAD 2 ポイント 2 接続（﻿1x LC + 1x LC 3D﻿）

LC + HDR DAD 3 ポイント 2 接続（﻿1x LC + 1x LC 3D﻿）
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システム ポイント 機器の接続

LC + DAD + FLD 2 ポイント 2 接続（﻿1x LC + 1x LC 3D﻿）

LC + MSD 3 ポイント 2 接続（﻿1x LC + 1x MS ﻿）

LC + MSD + DAD 4 ポイント 3 接続（﻿1x LC + 1x MS +1xLC 3D﻿）

LC + (﻿Q﻿)TOF n/a 2 接続（﻿1x LC + 1x MS ﻿） 1

HSS 付き GC 1 ポイント 1 接続（﻿1x GC﻿。HSS は 0﻿）

GC + MS 3 ポイント 2 接続（﻿1x GC + 1x MS﻿）

Agilent 以外の LC（﻿ドライ
バ使用﻿）﻿、A/D 付き

1 ポイント以上 Agilent 以外の機器接続 1 件（﻿1x LC﻿。この構成
では A/D 用の追加接続は不要﻿）

Agilent 以外の LC（﻿A/D 経
由﻿）

1 ポイント Agilent 以外の機器接続 1 件（﻿A/D﻿）

Data Player（﻿ACE および
Test Services で使用 ﻿）

1 ポイント 1 接続

1 Basic Server を使用するコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンはサポ﻿ートされていません ﻿。
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ag-textnode-version-id: 36028799993947147ag-textnode-base-id: 2974983179

デ﻿ィスク空き容量

必要なデ﻿ィスク空き容量は﻿、機器の数と種類﻿、ア﻿ーカイブの周期によ﻿って変わ
ります﻿。Agilent では﻿、オペレ﻿ーテ﻿ィングシステムと OpenLab CDS の要件で必
要なデ﻿ィスクスペ﻿ースに加えて﻿、1 年間のラボ運用のためのデ﻿ィスクスペ﻿ース
を用意することをお勧めしています﻿。
表 15 予想されるフ﻿ァイルサイズ（﻿分析時間 60 min﻿） 23ページ   には﻿、必要
なデ﻿ィスク領域の計算ができることを目的に﻿、推定値がいくつか表示されてい
ます﻿。実際の値は﻿、測定メソ﻿ッドに大きく依存します﻿。

表 15: 予想されるフ﻿ァイルサイズ（ ﻿分析時間 60 min﻿）

測定モ﻿ード デ﻿ータタイプ 予想デ﻿ータサイズ

2D デ﻿ータ - 10 Hz﻿、2 チ﻿ャンネルデ﻿ー
タ

300 ～ 700 KB

3D デ﻿ータ - 10 Hz﻿、5 チ﻿ャンネルデ﻿ー
タ + 1 nm 分解能で
200 ～ 400 nm のスペクト
ル

100 ～ 300 MB

LC/MS デ﻿ータ (﻿SQ﻿) スキ﻿ャン セントロイド 50 ～ 650 MB

スキ﻿ャン プロフ﻿ァイル 500 ～ 750 MB

LC/MS デ﻿ータ (﻿SQ﻿) +
DAD

スキ﻿ャン セントロイドまたはプロ
フ﻿ァイル + DAD スペクト
ル

150 ～ 1050 MB

LC/MS (﻿Q-﻿)TOF スキ﻿ャン セントロイド 60 ～ 400 MB

スキ﻿ャン プロフ﻿ァイル 500 ～ 1050 MB

SIM（﻿2 イオン﻿） セントロイド 1 ～ 3 MB

LC/MS (﻿Q-﻿)TOF + DAD スキ﻿ャン + DAD スペ
クトル

MS セントロイド スキ﻿ャン
デ﻿ータ + DAD スペクトル

80 - 650

GC/MS デ﻿ータ (﻿SQ﻿) スキ﻿ャン 50 ～ 300 MB

GC/MS デ﻿ータ (﻿SQ﻿) SIM（﻿2 イオン﻿） 1 ～ 3 MB
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注記 LC/MS デ﻿ータフ﻿ァイルは大量になることがあります﻿。特に (﻿Q-﻿)TOF デ﻿ータをプ
ロフ﻿ァイルモ﻿ードで取り込んだ場合です﻿。
フ﻿ァイルサイズは測定メソ﻿ッドに強く依存します﻿。Agilent では﻿、実際の使用パ
タ﻿ーンに基づいて﻿、デ﻿ータ蓄積レ﻿ートを監視し﻿、保存容量を調整することをお
勧めしています﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007202228898699ag-textnode-base-id: 2974157707

2 ソフトウ﻿ェア要件

ag-textnode-version-id: 54043198503616011ag-textnode-base-id: 2975170059

基本的なソフトウ﻿ェア要件

コンポ﻿ーネント 詳細

﻿.NET Framework（﻿64 ビ﻿ッ
ト﻿） 1 2

﻿.NET 3﻿.5﻿.x 3

﻿.NET 4﻿.8 以降

﻿.NET（﻿64 ビ﻿ット﻿）Desktop
Runtime 2

6﻿.0
8﻿.0

Asp﻿.NET Runtime 6﻿.0
8﻿.0

ウ﻿ェブブラウザ • Google Chrome 98 以降
• Microsoft Edge（﻿Chromium ベ﻿ース﻿、サポ﻿ートされる OS バ﻿ー

ジ﻿ョンに付属﻿）

サポ﻿ート対象のウイルス対策
ソリ﻿ュ﻿ーシ﻿ョン 4

• Microsoft Defender Antivirus
• Trellix MVISION Plus
• Symantec Endpoint Security
• CrowdStrike

1 両方のフレ﻿ームワ﻿ークが必要で﻿、共存します﻿。
2 必要に応じて OpenLab インスト﻿ーラでインスト﻿ールされます﻿。
3 一部の OpenLab CDS コンポ﻿ーネントでは Microsoft ﻿.NET 3﻿.5 が必要です﻿。デフ﻿ォルトでは﻿、この

バ﻿ージ﻿ョンのフレ﻿ームワ﻿ークでは TLS 1﻿.2 以降の使用を必須としていません﻿。ほとんどの IT 環境で
は﻿、TLS 1﻿.2 は ﻿.NET 4﻿.5 以前のフレ﻿ームワ﻿ークで有効とな﻿っています﻿。インスト﻿ールを続行する前
に﻿、TLS 1﻿.2（﻿以降﻿）が有効にな﻿っていることを確認してください﻿。Transport Layer Security (﻿TLS﻿)
セキ﻿ュリテ﻿ィプロトコル TLS 1﻿.0﻿、TLS 1﻿.1﻿、および SSL 3﻿.0 は OpenLab CDS では不要です﻿。これら
にはセキ﻿ュリテ﻿ィ上のリスクがあります﻿。Microsoft の説明に従﻿ってこれらを無効にしてください﻿。

4 記載されている Agilent によりテストされているウ﻿ィルス対策ソフトウ﻿ェアをお使いになること
を推奨します﻿。サポ﻿ートはこのソフトウ﻿ェアに限定されません﻿。各製品の固有の要件およびサポ﻿ー
トを確認してください﻿。
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PDF ビ﻿ュ﻿ーアは﻿、システムの正常な動作に必須ではありません﻿。PDF ユ﻿ーザ﻿ー
マニ﻿ュアルを開くなどの目的で﻿、PDF ビ﻿ュ﻿ーアを使用します﻿。
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ag-textnode-version-id: 72057597012090251ag-textnode-base-id: 2974162315

オペレ﻿ーテ﻿ィングシステム

言語の互換性 ユ﻿ーザ﻿ーインタ﻿ーフ﻿ェイスは﻿、Windows オペレ﻿ーテ﻿ィングシステムで使用され
る言語で表示されます﻿。

以下の言語バ﻿ージ﻿ョンがサポ﻿ートされています﻿。
• 英語
• 中国語
• 日本語﻿
• ポルトガル語（﻿ブラジル﻿）
オペレ﻿ーテ﻿ィングシステムの地域設定が正しく行われていれば﻿、OpenLab CDS
の英語版は﻿、西ヨ﻿ーロ﻿ッパ言語バ﻿ージ﻿ョンでもサポ﻿ートされます﻿。
製品や機能がロ﻿ーカライズされていない一部のアドオンソフトウ﻿ェアやドライ
バ﻿ーは﻿、英語版を使用できます﻿。これらは OpenLab CDS のロ﻿ーカライズ版を
起動しても英語で表示されます﻿。
Agilent 以外のドライバ﻿ーではロケ﻿ール設定が必要な場合があります﻿。ドライ
バ﻿ードキ﻿ュメントのロ﻿ーカライゼ﻿ーシ﻿ョンステ﻿ートメントを確認してください﻿。
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ag-textnode-version-id: 45036000031699723ag-textnode-base-id: 3757994763

サポ﻿ートするオペレ﻿ーテ﻿ィングシステム

表 16: Microsoft Windows﻿：サポ ﻿ートされているバ﻿ージ﻿ョン（﻿64 ビ﻿ットタイプが必要﻿）

OpenLab CDS v2﻿.6  v2﻿.7
ア﻿ップグレ﻿ード時のみサポ﻿ート

v2﻿.8 v3﻿.0

Windows 製品 OS リビジ﻿ョン

Windows 11 Pro﻿、64 ビ﻿ット 21H2 以降 21H2 以降 24H2 以降

Windows 11 Enterprise﻿、64 ビ﻿ット 1 21H2 以降 21H2 以降 24H2 以降

Windows 10 Pro﻿、64 ビ﻿ット 1 2004 以降 20H2 以降 21H2 以降 21H2 以降

Windows 10 Enterprise﻿、64 ビ﻿ット 1 1909 以降 20H2 以降 21H2 以降 21H2 以降

Windows 10 LTSC Agilent﻿.com/OpenLab CDS の FAQ（﻿よくある質問﻿）を確
認してください 2 ﻿。

Windows Server 2025 Standard
Data Center

Windows Server 2022 Standard
Data Center

Standard
Data Center

Standard
Data Center

Windows Server 2019 Standard
Data Center

Standard
Data Center

Standard
Data Center

Standard
Data Center

Windows Server 2016 Standard
Data Center

Standard
Data Center

1 Agilent は﻿、Windows Home Edition﻿、または Windows Education Edition での使用はサポ ﻿ートして
いません﻿。

2 Https﻿://www﻿.agilent﻿.com/en/support/software-informatics/analytical-software-suite/
chromatography-data-systems/openlab-cds/faq-openlab-cds-ltsc を参照してください ﻿。

Agilent オリジナルバンドル PC では﻿、サポ﻿ートする Windows バ﻿ージ﻿ョンを同
梱します﻿。異なるバ﻿ージ﻿ョンへの更新はエンドユ﻿ーザ﻿ーの責任のもと行﻿ってく
ださい﻿。標準のインスト﻿ールプロセスには含まれません﻿。

https://www.agilent.com/en/support/software-informatics/analytical-software-suite/chromatography-data-systems/openlab-cds/faq-openlab-cds-ltsc
https://www.agilent.com/en/support/software-informatics/analytical-software-suite/chromatography-data-systems/openlab-cds/faq-openlab-cds-ltsc
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表 17: サポ﻿ート対象オペレ﻿ーテ﻿ィングシステム - コンポ﻿ーネント別

OpenLab CDS コン
ポ﻿ーネント

Windows 10 /
11﻿、64 ビ﻿ット
Pro または
Enterprise

Windows Server
2019 64 ビ﻿ット
Standard また
は Datacenter

Windows Server
2022 64 ビ﻿ット
Standard また
は Datacenter

Windows Server
2025 64 ビ﻿ット
Standard また
は Datacenter

ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン
（﻿MassHunter DA 搭
載に関わらず 1 ﻿）

ネ﻿ットワ﻿ークワ﻿ーク
ステ﻿ーシ﻿ョン 2

3 3 3

MassHunter DA 搭載
のネ﻿ットワ﻿ークワ﻿ー
クステ﻿ーシ﻿ョン 1

3 3

クライアント

MassHunter DA 搭載
のクライアント

AIC 3 3 3

MassHunter DA 搭載
の AIC 1

3 3

CDS Server コンポ﻿ー
ネント

1 MassHunter DA は﻿、MassHunter Qualitative Analysis または MassHunter BioConfirm の略で
す﻿。"OpenLab CDS" ソリ﻿ュ﻿ーシ﻿ョンの一部として﻿、他の MassHunter DA はサポ﻿ートされていません﻿。

2 ネ﻿ットワ﻿ークワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョンは﻿、1 台の PC でユ﻿ーザ﻿ーによる操作（﻿サンプルをキ﻿ュ﻿ーに追
加﻿、デ﻿ータレビ﻿ュ﻿ーと解析など﻿）と自動機能（﻿デ﻿ータ測定﻿、自動解析および印刷など﻿）に対応しま
す﻿。OpenLab CDS ネ﻿ットワ﻿ークワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョンは﻿、AIC として構成した PC をクライアントと
して使用します﻿。注記﻿：すべてのコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンですべてのアドオンがサポ﻿ートされるわけ
ではありません﻿。詳細については﻿、アドオンソフトウ﻿ェアの製品ドキ﻿ュメントを参照してください﻿。

3 サポ﻿ートされていますが﻿、推奨されません
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ag-textnode-version-id: 3757999499ag-textnode-base-id: 3757999499

Windows OS の最新バ﻿ージ﻿ョンへのア﻿ップグレ﻿ード

異なるバ﻿ージ﻿ョンへのア﻿ップグレ﻿ードはお客様の責任で行﻿ってください﻿。標準
のインスト﻿ールプロセスには含まれません﻿。詳細については﻿、https﻿://
www﻿.agilent﻿.com/en/support/windows-upgrade-faqを参照してください﻿。

https://www.agilent.com/en/support/windows-upgrade-faq
https://www.agilent.com/en/support/windows-upgrade-faq
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ag-textnode-version-id: 18014401484656523ag-textnode-base-id: 2975174539

サポ﻿ートされるデ﻿ータベ﻿ース

OpenLab CDS は﻿、デ﻿ータリポジトリをホストするために PostgreSQL デ﻿ータ
ベ﻿ースをサポ﻿ートしています﻿。
OpenLab CDS Workstation Plus は﻿、OpenLab Shared Services﻿、Data
Repository﻿、およびコンテンツ管理（﻿Secure Storage﻿）に PostgreSQL デ﻿ータ
ベ﻿ースを使用しています﻿。インスト﻿ール時に自動的にインスト﻿ールされ﻿、設定
されます﻿。OpenLab ソフトウ﻿ェアによ﻿ってインスト﻿ールされるバ﻿ージ﻿ョンの
PostgreSQL のみサポ﻿ートされます﻿。

OpenLab Server/ECM XT または OpenLab ECM を使用してデ﻿ータを保存する場
合﻿、サポ﻿ートされるデ﻿ータベ﻿ースについては各製品のドキ﻿ュメントを参照して
ください（﻿Cloud-Ready SDMS Software - OpenLab ECM XT | Agilentで入手可能﻿）﻿。

Shared Services サ﻿ーバ﻿ーのデ﻿ータベ﻿ースについては﻿、『Configuring OpenLab
CDS with OpenLab ECM (﻿CDS_v3﻿.0_configure-with-ECM_en﻿.pdf﻿,
D0141678﻿)』を参照してください﻿。

https://www.agilent.com/en/product/software-informatics/analytical-software-suite/data-management/openlab-ecm-xt
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_configure-with-ECM_en.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_configure-with-ECM_en.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_configure-with-ECM_en.pdf
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ag-textnode-version-id: 72057597013115659ag-textnode-base-id: 2975187723

仮想化

OpenLab CDS は﻿、次の 2 種類の仮想化技術に対応しています﻿。アプリケ ﻿ー
シ ﻿ョンパブリ ﻿ッシング - Microsoft Remote Desktop Services（﻿リモ﻿ートデスク
ト﻿ップサ﻿ービス/タ﻿ーミナルサ﻿ーバ﻿ー﻿）など﻿、および オペレ ﻿ーテ ﻿ィングシステ
ム仮想化 - （﻿ハ﻿ードウ﻿ェア仮想化とも呼ばれる﻿）Windows Server 用 Hyper-V な
どマシンを仮想化しても﻿、基本的なマシン要件や処理要件は変更されません﻿。
本ガイドに記載されている推奨事項に必ず従﻿ってください﻿。

シンクライアントまたはリモ﻿ートアクセス
OpenLab CDS クライアントと CDS サ﻿ーバ﻿ーコンポ﻿ーネントは﻿、Citrix のような
アプリケ﻿ーシ﻿ョン仮想化プラ﻿ットフ﻿ォ﻿ーム上で仮想化できます﻿。リソ﻿ース要件
は﻿、物理マシンの要件と同じです﻿。オンプレミス環境では VM ホストを容量の
50﻿% 未満にしてください（﻿クライアント側﻿）﻿。
Agilent では﻿、以下の仮想化ソフトウ﻿ェアをテスト済みです﻿。

表 18: コンポ﻿ーネントごとの仮想化対応

オペレ﻿ーテ﻿ィングシステムの仮想化 アプリケ﻿ーシ﻿ョンパブ
リ﻿ッシング

VMWare
vSphere

Hyper-V Remote Desktop
Services および
Citrix

その他

ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

AIC

クライアント Agilent
に連絡

CDS Server コンポ﻿ーネント 未定 n/a n/a
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テスト済みのクライアントアプリケ﻿ーシ﻿ョンパブリ﻿ッシングソフトウ﻿ェア

• Windows Server 2022 および 2025 用 Microsoft リモ﻿ートデスクト﻿ップサ﻿ー
ビス（﻿RDS/タ﻿ーミナルサ﻿ーバ﻿ー﻿）﻿。
追加情報（﻿Microsoft﻿）﻿：https﻿://docs﻿.microsoft﻿.com/ja-jp/windows-server/
remote/remote-desktop-services/rds-deploy-infrastructure

• Windows Server 2022 および 2025 用 Citrix Virtual Apps and Desktops﻿。
注記﻿：テスト済みバ﻿ージ﻿ョンと選択したバ﻿ージ﻿ョンの間の変更が﻿、環境内の
OpenLab 製品の使用に影響を及ぼすかどうかを判断することは﻿、お客様の
責任となります﻿。
追加情報（﻿Citrix﻿）﻿：https﻿://docs﻿.citrix﻿.com/en-us/citrix-application-delivery-
management-software/current-release/deploy﻿.html

登録
Citrix または シンプルな Windows リモ﻿ートデスクト﻿ップサ﻿ービスを使用する場
合は﻿、OpenLab Control Panel をサ﻿ーバ﻿ー側に登録して﻿、「﻿シンクライアント﻿」
のアクセスを許可する必要があります﻿。デフ﻿ォルトでは﻿、次のフ﻿ォルダ﻿ーにイ
ンスト﻿ールされています﻿：C﻿:\​Program Files (﻿x86﻿)\​Agilent Technologies\
OpenLab Services\​UI\​Agilent﻿.OpenLab﻿.ControlPanel﻿.exe

オプシ﻿ョンでその他のプログラムを登録して共有することができます﻿：
• OpenLab Help and Learning - C﻿:\​Program Files (﻿x86﻿)\​Agilent Technologies\

OpenLabHelp\​ja\​index﻿.htm
• Parts Finder - C﻿:\​Program Files (﻿x86﻿)\​Agilent Technologies\​Parts Finder\

Parts Finder\​PartsFinder﻿.exe
• IMPORT - eMethod - C﻿:\​Program Files (﻿x86﻿)\​Agilent Technologies\

eMethodWizard\​Agilent﻿.eMethodWizard﻿.OpenLabCDS﻿.exe

注記 フ﻿ァイルア﻿ップロ﻿ードキ﻿ュ﻿ーにデ﻿ータがあるときにクライアントセ﻿ッシ﻿ョンを
終了すると﻿、デ﻿ータ損失につながります（﻿大量のデ﻿ータセ﻿ットの再解析時な
ど﻿）﻿。
デ﻿ータ損失のリスクを回避するため﻿、サ﻿ーバ﻿ーリソ﻿ースを節約する方法とし
て﻿、クライアントセ﻿ッシ﻿ョンを自動的に終了する積極的なセ﻿ッシ﻿ョン管理設定
を使用しないでください﻿。セ﻿ッシ﻿ョン管理では﻿、待機中のセ﻿ッシ﻿ョンを終了せ
ずに切断するだけにしてください﻿。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/remote/remote-desktop-services/rds-deploy-infrastructure
https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/remote/remote-desktop-services/rds-deploy-infrastructure
https://docs.citrix.com/en-us/citrix-application-delivery-management-software/current-release/deploy.html
https://docs.citrix.com/en-us/citrix-application-delivery-management-software/current-release/deploy.html
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注記 制限モ﻿ード（﻿スナ﻿ップシ﻿ョ﻿ット﻿、完了した注入デ﻿ータのレビ﻿ュ﻿ー﻿）でデ﻿ータ解
析を開くと﻿、Citrix / RDS OpenLab CDS 環境でそのユ﻿ーザ﻿ーのデ﻿ータ解析セ﻿ッ
シ﻿ョンへのアクセスが失われる場合があります﻿。この状況は﻿、ユ﻿ーザ﻿ーが DA
ではなく Citrix セ﻿ッシ﻿ョンを終了したときに生じる可能性があります﻿。この
ユ﻿ーザ﻿ーが Citrix を再開すると別の Citrix クライアントに割り当てられる場合
があります﻿。
デ﻿ータ解析の制限モ﻿ードにおいて保存されていない結果の変更が失われるリス
クを最小限にするため﻿、Agilent では﻿、ユ﻿ーザ﻿ーを Citrix / RDS クライアント
に﻿、作業日全日またはシフト（﻿8-10﻿）時間にわたり割り当てることを推奨しま
す﻿。これにより﻿、持続時間内でユ﻿ーザ﻿ーのサ﻿ーバ﻿ー割り当てが失われること
で﻿、制限されたデ﻿ータ解析が保存されずに自動的に終了するというリスクが軽
減されます﻿。

注記 オ﻿ールインワン Citrix 環境を使用する場合﻿、競合が生じる可能性があります﻿。
Citrix と OpenLab CDS のどちらもライセンスマネ﻿ージ﻿ャ﻿ーデ﻿ーモンに対して
ポ﻿ート 27000 を使用します﻿。フ﻿ァイアウ﻿ォ﻿ールの設定 93ページ  を参照して
ください﻿。

オペレ﻿ーテ﻿ィングシステムの仮想化ソフトウ﻿ェア
VMware vSphere で Windows Server 2025 の AIC の仮想化はサポ﻿ートされてい
ます﻿。
AIC の仮想化は推奨されません﻿。特に機器および AIC 間の接続が通信冗長性プ
ロトコルの範囲外の場合﻿、機器から離れて配置された AIC ではリスクが増大し
ます﻿。通信上の回復不可能な問題が発生する可能性を低減するために﻿、ロ﻿ーカ
ルネ﻿ットワ﻿ークで接続することを推奨します﻿。ご使用の環境で AIC を構築する
場所を選定する際は﻿、お客様の責任のもと適切なリスク評価を行﻿ってください﻿。

注記 クライアントアプリケ﻿ーシ﻿ョンに仮想化ソフトウ﻿ェアを使用する場合の
OpenLab CDS ライセンスの問題を防止するには﻿、動的 MAC アドレス（﻿デフ﻿ォ
ルト﻿）を無効にしてください﻿。製品のライセンスはサ﻿ーバ﻿ーまたは
Workstation / Workstation Plus の MAC アドレスに基づいています﻿。MAC アド
レスを変更すると﻿、ライセンスが破棄され﻿、アプリケ﻿ーシ﻿ョンが機能しなくな
ります﻿。
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詳細情報
Agilent により OpenLab CDS 3﻿.0 でテスト済み
• VMware vSphere（﻿64 ビ﻿ット﻿）の Windows Server 2025
• Hyper-V（﻿64 ビ ﻿ット﻿）の Windows Server 2025

VMWare Horizon View などの他のアプリケ﻿ーシ﻿ョンパブリ﻿ッシングに関心をお
持ちの場合は﻿、Agilent にお問い合わせください﻿。
詳細については﻿、技術的概要『Virtualizing OpenLab CDS Client/Server
Systems』（﻿https﻿://www﻿.agilent﻿.com/cs/library/technicaloverviews/public/te-
virtualizing-openlab-cds-5994-3609en-agilent﻿.pdf﻿）を参照してください﻿。
OpenLab Server の仮想化の詳細については﻿、Agilent のサポ﻿ート担当にご相談
ください﻿。

https://www.agilent.com/cs/library/technicaloverviews/public/te-virtualizing-openlab-cds-5994-3609en-agilent.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/technicaloverviews/public/te-virtualizing-openlab-cds-5994-3609en-agilent.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/technicaloverviews/public/te-virtualizing-openlab-cds-5994-3609en-agilent.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/technicaloverviews/public/te-virtualizing-openlab-cds-5994-3609en-agilent.pdf
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ag-textnode-version-id: 18014412779605259ag-textnode-base-id: 14270123275

ライセンス

OpenLab CDS 3﻿.0 では﻿、新しい電子配布型ライセンス（﻿電子ライセンス﻿）を使
用します﻿。電子ライセンスにより﻿、ソフトウ﻿ェアのエンタイトルメントは﻿、電
子メ﻿ールを介して電子的に配布され﻿、Agilent﻿.com の Agilent オンラインアカウ
ントからダウンロ﻿ードして有効にできます﻿。
電子ライセンスのある OpenLab CDS では﻿、オンラインおよびオフラインのラ
イセンス認証がサポ﻿ートされます﻿。オンラインのライセンス認証には﻿、イン
タ﻿ーネ﻿ット接続が必要です﻿。詳細については﻿、インスト﻿ールガイドのライセン
ス/電子ライセンスの認証の章を参照してください﻿。
一部のアドオンは﻿、SubscribeNet を使用する場合があります﻿。これらは物理的
ライセンスのエンタイトルメントの使用により識別されます﻿。両方のライセン
スタイプがサポ﻿ートされ﻿、OpenLab のコントロ﻿ールパネルを介して維持管理で
きます﻿。

注記 OpenLab CDS 電子ライセンスは﻿、他の Agilent 製品に必要な従来の
SubscribeNet（﻿クラシ﻿ック﻿）ライセンスと並行して﻿、OpenLab Control Panel で
管理されます﻿。

試用期間
インスト﻿ール後 60 日の試用期間は﻿、システムを実行できます﻿。試用期間経過
後は﻿、ラインセンスをインスト﻿ールする必要があります﻿。
OpenLab Control Panel を初めて起動し﻿、トライアルを開始をクリ﻿ックすると試
用期間が開始されます﻿。

ag-textnode-version-id: 9007213524866059ag-textnode-base-id: 14270125067

追加情報

電子ライセンスでは﻿、新しい OpenLab CDS システムライセンスを提供してお
り﻿、システムごとに一意のシステム識別子を作成します﻿。3﻿.0 CDS クライアン
ト/サ﻿ーバ﻿ー構成以降は﻿、Agilent および Agilent 以外の機器用の機器接続ライセ
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ンスに加えて﻿、この OpenLab CDS システムライセンスが新たに必要です﻿。
OpenLab Server/ECM XT または OpenLab Shared Services サ﻿ーバ﻿ーは必須で
す﻿。これらのライセンスは﻿、これまで通り SubscribeNet で管理されます﻿。シス
テムライセンスには AIC 数を無制限に追加でき﻿、追加の AIC ライセンスは不要
です﻿。クライアント/サ﻿ーバ﻿ーシステムに SDMS を追加する際には﻿、サ﻿ーバ﻿ー
ライセンスが必要となります﻿。
コンテンツ管理製品やアドオンソフトウ﻿ェアなど﻿、その他の Agilent 製品の場
合には﻿、ライセンスが別に必要です﻿。このような製品では﻿、SubscribeNet ライ
センスを使用する場合があります﻿。同一マシン上に﻿、新規（﻿電子﻿）および従来
（﻿SubscribeNet﻿）のライセンスを両方備えた﻿、デ﻿ュアルライセンスが可能です﻿。

また﻿、アドオンソフトウ﻿ェアがインスト﻿ールされている OpenLab CDS コン
フ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンをアドオンソフトウ﻿ェアでア﻿ップグレ﻿ードする際にも﻿、デ﻿ュ
アルライセンスが適用されます﻿。例﻿：Sample Scheduler for OpenLab 付きの
OpenLab CDS のインスト﻿ールをア﻿ップグレ﻿ードする場合﻿、Sample Scheduler
には従来の（﻿SubscribeNet﻿）ライセンスを使用し﻿、OpenLab CDS には新しい電
子ライセンスを追加する必要があります﻿。

ag-textnode-version-id: 18014412589289355ag-textnode-base-id: 14079807371

電子ライセンスの情報

電子ライセンス（﻿Flexnet Operations ライセンス﻿）では﻿、オンライン認証およ
び管理が提供されます﻿。共通ライセンスレイヤ﻿ー (﻿CLL﻿) 上に構築されていま
す﻿。
電子ライセンスは﻿、Agilent ウ﻿ェブサイトでお客様のアカウントを介して管理さ
れます﻿。Agilent オンラインアカウントからソフトウ﻿ェアをダウンロ﻿ードするこ
ともできます﻿。
• Agilent オンラインアカウントを持﻿っていない場合には﻿、ご購入後﻿、連絡先

として指定されたお客様宛に﻿、パスワ﻿ードを設定する電子メ﻿ール案内が送信
されます﻿。送信者は no-reply@mailing﻿.agilent﻿.com ﻿、件名は Agilent
Software and Licensing Portal﻿: Account and Password Verification となりま
す﻿。

• Agilent オンラインアカウントを持﻿っている場合には﻿、連絡先として指定さ
れたお客様宛に﻿、エンタイトルメント証明書付きの電子メ﻿ールが自動的に送
信されます﻿。送信者は donotreply_agilent@flexnetoperations﻿.com ﻿、件名は
Agilent エンタイトルメント情報 となります﻿。
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この電子メ﻿ールには﻿、ソフトウ﻿ェアライセンスを有効にするために必要とな
る アクテ﻿ィベ﻿ーシ﻿ョン ID および エンタイトルメント ID が含まれています﻿。

製品に関するメ﻿ールが届いていない場合は﻿、販売店または Agilent のサポ﻿ート
担当にお問い合わせください﻿。
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ag-textnode-version-id: 18014401483648011ag-textnode-base-id: 2974166027
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ag-textnode-version-id: 45035999248971275ag-textnode-base-id: 2975266315

はじめに

OpenLab CDS システムは﻿、さまざまなシステムノ﻿ードの通信をサポ﻿ートするた
め﻿、ネ﻿ットワ﻿ークのインフラストラクチ﻿ャに依存しています﻿。この通信は標準
の TCP/IP プロトコルに基づいています﻿。最適なパフ﻿ォ﻿ーマンスと稼働時間を
提供するには﻿、ネ﻿ットワ﻿ークは﻿、利用可能な帯域幅﻿、IP アドレスの割り当て﻿、
名前解決﻿、および企業ネ﻿ットワ﻿ークからラボのサブネ﻿ットの適切な分離につい
て﻿、設計基準を満たしている必要があります﻿。
広域ネ﻿ットワ﻿ーク (﻿WAN﻿) などのその他のネ﻿ットワ﻿ークトポロジ﻿ーの使用は非標
準コンフ ﻿ィグレ ﻿ーシ ﻿ョンと見なされ﻿、これらの仕様のパフ﻿ォ﻿ーマンス確保につ
いてはご自身で責任を持﻿ってください﻿。

注記 機器とワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョンまたは機器コントロ﻿ーラ間の通信は﻿、待ち時間や競
合トラフ﻿ィ﻿ック﻿、サ﻿ービス中断を許容しません﻿。この理由から﻿、機器とコント
ロ﻿ーラは﻿、分離されたネ﻿ットワ﻿ークセグメント上になければなりません﻿。つま
り﻿、セグメント内にル﻿ート指定がなく﻿、切り替えにより機器通信専用のリソ﻿ー
スを提供し﻿、セグメントにブロ﻿ードキ﻿ャストメ﻿ッセ﻿ージやネ﻿ットワ﻿ーク管理ト
ラフ﻿ィ﻿ックなどの他のトラフ﻿ィ﻿ックがないようにしてください﻿。
機器のトラフ﻿ィ﻿ックを適切に分離しないと﻿、デ﻿ータ取得が信頼性のないものに
なる場合があります﻿。
OpenLab CDS 環境で使用するサ﻿ーバ﻿ー（﻿OpenLab Server やライセンスサ﻿ー
バ﻿ーなど﻿）は﻿、ネ﻿ットワ﻿ーク内で http または https 経由でアクセス可能でなけ
ればなりません﻿。これにはプロキシの設定が必要な場合があります﻿。
OpenLab CDS のクラウドトポロジ﻿ーはサポ﻿ートされています﻿。詳細について
は﻿、『﻿OpenLab Server/ECM XT のクラウドデプロイメント﻿』を参照してください﻿。

https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-requirements-ja.pdf#page=24
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ag-textnode-version-id: 63050397758457739ag-textnode-base-id: 2975270795

ネ﻿ットワ﻿ーク仕様

以下の仕様は﻿、次の 1 つまたは複数の OpenLab ネ﻿ットワ﻿ークポイントに該当
します﻿。
• OpenLab CDS を実行するクライアント
• 分析機器コントロ﻿ーラ（﻿AIC﻿）
• アプリケ ﻿ーシ﻿ョンサ﻿ーバ﻿ー（﻿OpenLab Server / ECM XT または OpenLab

ECM﻿）
• デ﻿ータベ ﻿ースサ﻿ーバ﻿ー
• フ﻿ァイルサ﻿ーバ﻿ー
• Shared Services サ﻿ーバ﻿ー（﻿OpenLab ECM との組み合わせのみ﻿）

以下の図は﻿、ネ﻿ットワ﻿ークの推奨事項の概要を示しています﻿。コンフ﻿ィグレ﻿ー
シ﻿ョンした OpenLab 製品によ﻿って﻿、ここに記載したネ﻿ットワ﻿ークコンポ﻿ーネン
トをすべて含めることができる場合とできない場合があります﻿。

LDAP クエリへの応答時間 <= 20 ms

正引きおよび逆引き参照の応答時間
<= 20 ms

すべてのドメインコントローラが利用
可能で、適切なバージョンおよびグロ
ーバルカタログが有効。
各ドメインコントローラのすべての
LDAP チェックが仕様の範囲内。

分離された LAN または
VLAN

機器AICOpenLab
クライアント

DNS サー
バー

ドメインコン
トローラ

アプリケーションサーバー：Shared Services、
データベース、ECM、ECM XT、SQL

LDAP によるサーバーコンポーネントから
アクティブディレクトリへの接続性。

すべてのクエリが正常に実行。クエリ
ごとの実行時間 <1 ms。

図 1: 仕様概要（﻿IaaS なし﻿）
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表 19: 基本的なネ﻿ットワ﻿ーク要件

ネ﻿ットワ﻿ーク仕様項目 仕様

ロ﻿ーカルインタ﻿ーフ﻿ェイスの最大 MTU > 999

MTU サイズ パケ﻿ットパスのすべてのセグメント
での MTU サイズは同じです﻿。

IP アドレス解決時間（ ﻿DNS 解決﻿） <= 20 ms
<= 200 ms サ﻿ーバ﻿ーからインタ﻿ーネ﻿ッ
トへ

パケ﻿ット損失 = 0 ﻿% ﻿: ok
> 1 ﻿% ﻿: 警告
> 2 ﻿% ﻿: 重大な問題を示します

Ping 待ち時間 1 - 10 ms ﻿: ok
11 - 99 ms ﻿: 警告
>  99 ms ﻿: 重大な問題を示します

TCP および UDP プロトコルの全体のスル﻿ープ﻿ット
• 小規模システム
• ロ﻿ーカルデ ﻿ータベ﻿ースの中規模システム
• 大規模システム
• フ﻿ァイルストレ﻿ージサ ﻿ーバ﻿ー
• 外部デ﻿ータベ ﻿ースのアプリケ﻿ーシ﻿ョンサ﻿ーバ﻿ー

>= 1 Gbps クライアント/AIC へ
>= 1 Gbps クライアント/AIC へ
>= 2 Gbps クライアント/AIC へ
>= 2 Gbps サ﻿ーバ﻿ーバ﻿ックエンドへ
>= 10 Gbps サ﻿ーバ﻿ーバ﻿ックエンド﻿、
および
>= 2 Gbps ECM サ﻿ーバ﻿ーとクライア
ント

サ﻿ーバ﻿ーコンポ﻿ーネントから
Active Directory への接続（﻿LDAP 経由﻿）﻿:
• 2000 ユ﻿ーザ﻿ーを AD から取得
• 利用可能なすべてのドメインを取得
• グロ﻿ーバルカタログを取得

すべてのクエリが正常に実行﻿。
実行時間はクエリ﻿ーごとに <1 s﻿。

現在実行中のドメインから信頼されたすべてのドメイン
（﻿ドメイン間に双方向推移的な信頼が必要﻿）﻿：
• ドメインコントロ﻿ーラが利用可能でツ﻿ールにより接続

を確立できる
• Windows Server 2008 以降のドメイン機能レベルが必

要 1

• グロ﻿ーバルカタログが有効
• すべての標準 LDAP チ﻿ェ﻿ックを実行

すべてのドメインコントロ﻿ーラが利
用可能で﻿、適切なバ﻿ージ﻿ョンおよび
グロ﻿ーバルカタログが有効﻿。
各ドメインコントロ﻿ーラのすべての
LDAP チ﻿ェ﻿ックが仕様の範囲内﻿。

ドメイン名 RFC-1034 と一致

TLS プロトコル TLS 1﻿.2﻿、または TLS 1﻿.3

1 Windows Server 2025 でドメインコントロ﻿ーラ機能レベルを 2016 で使用 ﻿。Windows Server
2025 ドメイン機能レベルはサポ﻿ートされていません﻿。
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DNS サ﻿ーバ﻿ーとの接続に関するその他のネ ﻿ットワ﻿ーク要件
以下を含むトポロジ﻿ーに適用されます
• Shared Service サ﻿ーバ﻿ーと DNS サ﻿ーバ﻿ー﻿、またはドメインコントロ﻿ーラ

サ﻿ーバ﻿ー
• ECM サ﻿ーバ﻿ーと DNS サ﻿ーバ﻿ー
• SQL サ﻿ーバ﻿ーと DNS サ﻿ーバ﻿ー
• クライアントと DNS サ﻿ーバ﻿ー

表 20: DNS サ﻿ーバ﻿ーの追加のネ﻿ットワ﻿ーク仕様

チ﻿ェ﻿ック 仕様

応答時間
• LDAP クエリ﻿ー
• nslookup などの正引き参照
• nslookup などの逆引き参照

<= 20 ms

ネ﻿ットワ﻿ークおよび MAC アドレスの継続性
OpenLab CDS v3﻿.0（﻿Update 01 以降が未適用﻿）のインスト﻿ール完了後は﻿、ネ﻿ッ
トワ﻿ークおよび MAC アドレスを変更しないでください﻿。

注意 — 有線ネ﻿ットワ﻿ーク接続を変更しないでください（﻿LAN ケ﻿ーブルを抜き﻿、イ
ンタ﻿ーネ ﻿ット接続に利用可能な別のネ﻿ットワ﻿ークカ﻿ードに差し替えるなど﻿、
ネ﻿ットワ ﻿ーク インタ﻿ーフ﻿ェイス カ﻿ード接続の変更を指す﻿）﻿。

— ネ﻿ットワ ﻿ークアダプタを無効にしないでください﻿。
— ノ﻿ートパソコンにインスト﻿ールする場合は﻿、無線アダプタを無効にしないで

ください ﻿。Wi-Fi アダプタはシステムに認識されている必要があります﻿。
— MAC アドレスをランダム化しないでください﻿。
上記のいずれかを変更した場合﻿、ライセンスエンジンの問題により OpenLab
CDS に不具合が生じる可能性があります﻿。不具合が発生した際は﻿、Agilent サ
ポ﻿ートにご相談ください﻿。
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ag-textnode-version-id: 27021600739484299ag-textnode-base-id: 2975261323

LAN 通信について

LAN 通信を使用して﻿、ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョンを機器と接続する場合﻿、以下の手法
を使用できます﻿。
• 標準の CAT-5e または CAT-6 ネ﻿ットワ﻿ークケ﻿ーブルを使用し﻿、スイ﻿ッチング

ハブを介して接続する﻿。
• 1000 Mbps（ ﻿以上﻿）の速度に対応している LAN 通信ハ﻿ードウ﻿ェアで接続す

る﻿。J4100 Jet Direct Card はサポ﻿ートされていません﻿。G1369 LAN イン
タ﻿ーフ﻿ェイスカ﻿ードなどを代わりに使用してください﻿。

• NIC チ﻿ーミング﻿：ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョンや機器コントロ﻿ーラ﻿、クライアント上
では LAN カ﻿ードをチ﻿ーミングしないでください﻿。

• LAN 通信は機器と同一のサブネ﻿ット上にある必要があります﻿。同一のセグ
メント上を推奨します﻿。

注記 ベンダ﻿ー指定の機器接続に関する詳細は﻿、各ドライバのインスト﻿ールガイドを
参照してください﻿。GPIB または RS232 が必要な場合があります﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007202229993611ag-textnode-base-id: 2975252619

電源管理

機器およびシステムコンポ﻿ーネント通信でネ﻿ットワ﻿ーク通信カ﻿ードの使用を可
能にすることによ﻿って﻿、デ﻿ータ取り込みシステムのデ﻿ータ収集またはデ﻿ータ転
送が中断されないようにします﻿。
Windows は﻿、スリ﻿ープまたは休止の状態にある場合﻿、節電のために機器/コン
ポ﻿ーネントの電源を切るように設定されている場合があります﻿。この設定を変
更するには以下の手順に従います﻿。

1 Windows のスタ﻿ートメニ﻿ュ﻿ーで﻿、ネ ﻿ットワ ﻿ークを検索します﻿。
ネ﻿ットワ﻿ーク接続の表示を開きます﻿。

2 該当の接続を右クリ﻿ックし﻿、プロパテ﻿ィ を選択します﻿。プロパテ﻿ィダイア
ログで﻿、設定をクリ﻿ックします﻿。

3 電源の管理タブを選択します﻿。

4 電力の節約のために﻿、コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーでこのデバイスの電源をオフにできるようにする
のチ﻿ェ﻿ックを外します﻿。
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ag-textnode-version-id: 2975256331ag-textnode-base-id: 2975256331

規制対応システムの要件

規制に準拠した環境でシステムを使用する場合﻿、時刻の同期に関連した以下の
設定を確実に行﻿ってください﻿。
• ネ﻿ットワ ﻿ークに時刻同期サ﻿ービスがあり﻿、すべてのシステムが一貫した有効

な時刻を使用するようにする必要があります﻿。
• ユ﻿ーザ﻿ーが時刻を変更できないようにするために﻿、ユ﻿ーザ﻿ーに管理者アカウ

ントを使用できないようにしてください﻿。
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ag-textnode-version-id: 14311229067ag-textnode-base-id: 14311229067

フ﻿ァイアウ﻿ォ﻿ールの設定 - 概要

このセクシ﻿ョンに記載されるフ﻿ァイアウ﻿ォ﻿ールポ﻿ートは﻿、OpenLab CDS のシス
テムコンポ﻿ーネント間の通信を可能にするため他のアプリケ﻿ーシ﻿ョンで使用し
ないようにしてください﻿。
特定のポ﻿ートの情報については﻿、付録﻿、フ﻿ァイアウ﻿ォ﻿ールの設定 93ページ  を
参照してください﻿。

表 21: OpenLab CDS システムコンポ﻿ーネント間の通信に必要なポ﻿ート

必要なポ﻿ート プロトコル

ライセンス 52080
52088
7070

HTTP
HTTPS
HTTP

7071 HTTPS

OpenLab CDS クライアント
受信

2886 1

52088
51000 - 51099

TCP
HTTPS
TCP

OpenLab CDS クライアント
送信

53
67 ～ 68
80
443﻿、または 
6328（﻿HTTPS が利用できない場合の
み﻿）
6570
8084
8090﻿、8098﻿、8099
27000 - 27009

TCP/UDP
TCP/UDP
HTTP
HTTPS 
HTTP
TCP
TCP
HTTPS
TCP

OpenLab CDS AIC
受信

443
51000 - 51099
52081

HTTPS
TCP
TCP

OpenLab CDS AIC
送信

53
67 ～ 68
80
443﻿、または 
6328（﻿HTTPS が利用できない場合の
み﻿）
6570
27000 - 27009

TCP/UDP
TCP/UDP
HTTP
HTTPS 
HTTP
TCP
TCP
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必要なポ﻿ート プロトコル

機器通信
受信

機器により異なる﻿。機器通信 105ページ   を参照

機器通信
送信

53
67 ～ 68
7980 ～ 7983

1 レガシ﻿ートラフ﻿ィ﻿ックのみ﻿。オ﻿ープンポ﻿ートは不要﻿。
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ag-textnode-version-id: 3617332107ag-textnode-base-id: 3617332107

System Preparation Tool について

System Preparation Tool（﻿SPT﻿）を実行すると﻿、Windows の設定を確認してマ
シンに適用します﻿。

注記 SPT は最小要件が満たされていることを確認するのみです﻿。Agilent 担当者と相
談の上﻿、予想される同時ユ﻿ーザ﻿ー数﻿、機器台数﻿、および負荷に適したシステム
をコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンしてください﻿。
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ag-textnode-version-id: 54043198503583627ag-textnode-base-id: 2975137675

System Preparation Tool の使用

System Preparation Tool（﻿SPT﻿）を実行すると﻿、Windows の設定を確認してマ
シンに適用します﻿。OpenLab インスト﻿ーラを実行すると﻿、これらの設定を自動
的に適用します﻿。事前に SPT を実行するとインスト﻿ールプロセスが短縮され﻿、
PC の再起動が回避されます﻿。必須設定と推奨設定の概要は﻿、『OpenLab CDS
の要件とサポ ﻿ートする機器 (﻿CDS_v3﻿.0_Requirements_ja﻿.pdf﻿, D0028027ja﻿)』
の System Preparation Tool の章を参照してください﻿。

1 オプシ﻿ョン﻿：インスト﻿ールパ﻿ッケ﻿ージの全体コンテンツを﻿、ロ﻿ーカルドライ
ブまたは一元管理されたフ﻿ォルダ﻿ーにコピ﻿ーします﻿。

2 インスト ﻿ーラを開くには﻿、setup﻿.exe フ﻿ァイルを右クリ﻿ックして﻿、管理者と
してフ﻿ァイルを実行します﻿。

注記 Windows のユ﻿ーザ﻿ーアカウント制御（﻿UAC﻿）をオンにしている場合は﻿、作業の
続行を明示的に確認しなければなりません﻿。

3 プランタブから﻿、System Preparation Tool を選択します﻿。

https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_Requirements_ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_Requirements_ja.pdf
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System Preparation Tool ウ﻿ィンドウが開きます﻿。

4 製品に対応するシステム構成を選択します﻿。
• フ﻿ァイルシステムストレ﻿ージ ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョンの場合﻿、 以下を選択し

ます﻿。
OpenLab CDS~Workstation~Win10 または
OpenLab CDS~Workstation~Win11

• コンテンツ管理ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョンの場合﻿、以下を選択します﻿。
OpenLab CDS~WorkstationPlus~Win10 または
OpenLab CDS~WorkstationPlus~Win11

• クライアントの場合﻿、以下のいずれかを選択します﻿：
OpenLab (﻿CDS﻿, ECMXT﻿)~(﻿Client﻿, CMServices﻿)~Win10
OpenLab (﻿CDS﻿, ECMXT﻿)~(﻿Client﻿, CMServices﻿)~Win11
OpenLab (﻿CDS﻿, ECMXT﻿)~(﻿Client﻿, CMServices﻿)~Win2022
OpenLab (﻿CDS﻿, ECMXT﻿)~(﻿Client﻿, CMServices﻿)~Win2019
OpenLab (﻿CDS﻿,ECMXT﻿)~(﻿Client﻿, CMServices﻿)~Win2025

• AIC の場合﻿、以下のいずれかを選択します﻿：
OpenLab CDS~AIC~Win10
OpenLab CDS~AIC~Win11
OpenLab CDS~AIC~Win2022
OpenLab CDS~AIC~Win2019
OpenLab CDS~AIC~Win2025

続行をクリ﻿ックします﻿。インスト﻿ーラが必須の Windows 設定をすべて自動
的に適用して確実にインスト﻿ールを実行します﻿。

5 システムに適用する推奨設定を選択します﻿。
推奨設定ではシステムのパフ﻿ォ﻿ーマンスと安定性を向上できますが﻿、アプリ
ケ﻿ーシ﻿ョンを展開するために必要ではありません﻿。
推奨設定のチ﻿ェ﻿ックボ﻿ックスをオフにすることができます﻿。必須設定はオフ
にできません﻿。推奨アクシ﻿ョンがデフ﻿ォルトで選択されており﻿、オフにしな
いとこれらのアクシ﻿ョンが適用されます﻿。
必須設定と推奨設定の詳細については﻿、SPT チ﻿ェ﻿ックの参照 54ページ  を
参照してください﻿。

6 修正の適用をクリ﻿ックして正しい設定を適用します﻿。
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System Preparation Tool により選択した設定が更新され﻿、新しいステ﻿ータ
スがコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンの更新ペ﻿ージに表示されます﻿。すべてのアクシ﻿ョ
ンがログフ﻿ァイルに保存されます﻿。ログフ﻿ァイルへのリンクがペ﻿ージの下部
にあります﻿。

7 次へをクリ﻿ックしてSYSTEM PREPARATION レポ﻿ートペ﻿ージへ進みます﻿。
SYSTEM PREPARATION レポ﻿ートが表示されます﻿。選択したすべての設定の
新しいステ﻿ータスが一覧表示されます﻿。
SYSTEM PREPARATION レポ﻿ートがデ﻿ィスクに保存されます﻿。ペ﻿ージの上部
に保存場所が表示されます﻿。

8 レポ﻿ートの印刷をクリ﻿ックして SYSTEM PREPARATION レポ﻿ートを印刷しま
す﻿。
Adobe PDF プリンタ﻿ーを使用してフ﻿ァイルなどに出力したり﻿、コメントを追
加したりできます﻿。

9 SYSTEM PREPARATION レポ﻿ートには﻿、System Preparation Tool によ﻿って自
動的に更新されない必須設定や推奨設定が表示されます﻿。SYSTEM
PREPARATION レポ﻿ートの必要な操作セクシ﻿ョンで指定された指示に従﻿っ
て﻿、オペレ﻿ーテ﻿ィングシステムの設定を手動で更新します﻿。

10 完了をクリ﻿ックします﻿。

11 要求された場合はシステムを再起動します﻿。
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ag-textnode-version-id: 45035999247846027ag-textnode-base-id: 2974141067

SPT チ﻿ェ﻿ックの参照

表 22: 必須の設定

ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

Workstation Plus

クライアント
CM サ﻿ービス

AIC OpenLab Server
ECM XT
OLSS サ﻿ーバ﻿ー

プログラムと機能

﻿.NET Framework 3﻿.5 の有効化/デプロイ

Tcp ポ﻿ートの共有とアクテ﻿ィブ化

Windows Communication Foundation 非 HTTP
アクテ﻿ィブ化

﻿.NET Framework 4﻿.X Advanced Services

Telnet クライアント

TFTP クライアント

システム

ロ﻿ーカルグル﻿ープポリシ﻿ー要件 1

サ﻿ービスタイムアウトを設定します

HTTP サ﻿ービス

サ﻿ービスタイムアウトを設定します

電源オプシ﻿ョン

お気に入りのプランを［﻿高パフ﻿ォ﻿ーマンス﻿］
に設定します

「﻿コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーをスリ﻿ープ状態にする﻿」を
「﻿パフ﻿ォ﻿ーマンス電源プランの場合は適用し
ない﻿」に設定します

「﻿次の時間が経過後ハ﻿ードデ﻿ィスクの電源を
切る﻿」を「﻿パフ﻿ォ﻿ーマンス電源プランの場合
は適用しない﻿」に設定します

高速スタ﻿ートア﻿ップを無効にします
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ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

Workstation Plus

クライアント
CM サ﻿ービス

AIC OpenLab Server
ECM XT
OLSS サ﻿ーバ﻿ー

セキ﻿ュリテ﻿ィオプシ﻿ョン﻿：ロ﻿ーカルアカウン
トの共有とセキ﻿ュリテ﻿ィモデルを［﻿クラシ﻿ッ
ク﻿］に設定します

ネ﻿ットワ﻿ーク﻿：ネ﻿ットワ﻿ークアダプタの電源
管理オプシ﻿ョンを無効にします

1 OpenLab のロ﻿ーカルグル﻿ープポリシ﻿ー要件﻿：- 「﻿ユ﻿ーザ﻿ーの簡易切り替えのエントリ ポイントを
非表示にする﻿」を有効にします - 「﻿ネ﻿ットワ﻿ーク経由でのアクセス﻿」に「﻿Users﻿」グル﻿ープを追加
します

表 23: システムチ﻿ェ﻿ック

ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

Workstation Plus

クライアント
CM サ﻿ービス

AIC OpenLab Server
ECM XT
OLSS Server

CPU

最小メモリ

OS 互換性

OS 最小バ﻿ージ﻿ョン

OS ア﻿ーキテクチ﻿ャ（﻿64 bit﻿）

画面解像度

言語の互換性

ネ﻿ットワ﻿ークの可用性 - ネ﻿ットワ﻿ークアダプ
タ﻿ーがアクテ﻿ィブであることを確認します

ポ﻿ート - 設定

Flexera 署名チ﻿ェ﻿ーントラスト

TLS 暗号化スイ﻿ートの確認

ロ﻿ーカルユ﻿ーザ﻿ープロフ﻿ァイルの確認
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表 24: 推奨設定

ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

Workstation Plus

クライアント
CM サ﻿ービス

AIC OpenLab Server
ECM XT
OLSS サ﻿ーバ﻿ー

システム - 起動と回復

システム - すべてのドライブでシステムの保
護（﻿復元ポイント﻿）を無効にします

インデ﻿ックスのオプシ﻿ョン - すべてのドライ
ブおよび場所のインデ﻿ックスオプシ﻿ョンを無
効にします

オフラインマ﻿ップ - 従量制課金接続とマ﻿ップ
の更新を無効にします

Windows Update - Windows Update を無効に
します

タブレ﻿ットモ﻿ード﻿：デスクト﻿ップモ﻿ードを有
効にします 1

Windows エクスプロ﻿ーラ﻿ー - ナビゲ﻿ーシ﻿ョン
パネルを有効にします

パ﻿ーソナライズ - 透明効果を無効にします

パ﻿ーソナライズ - 広告情報を無効にします

パ﻿ーソナライズ - タスクバ﻿ーボタンを結合し
ます

パ﻿ーソナライズ - 広告情報を無効にします

1 Windows 10 のみ

表 25: SPT レポ﻿ートの必要な操作セクシ﻿ョン（﻿設定を確認および手動で更新﻿）

ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

Workstation Plus

クライアント
CM サ﻿ービス

AIC OpenLab Server
ECM XT
OLSS サ﻿ーバ﻿ー

Windows Update - 保留中の更新プログラムを
適用します

ライセンス認証

システムのドメインメンバ﻿ーシ﻿ップ

地域 - システムロケ﻿ールの変更

エクスプロ﻿ーラ﻿ー - 表示設定
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ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

Workstation Plus

クライアント
CM サ﻿ービス

AIC OpenLab Server
ECM XT
OLSS サ﻿ーバ﻿ー

ごみ箱 - プロパテ﻿ィ設定

システム - パフ﻿ォ﻿ーマンス設定

プライバシ﻿ー - プライバシ﻿ー設定

アプリ - 既定のブラウザ

個人用設定 - ロ﻿ック画面の背景画像をオフに
します
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ag-textnode-version-id: 72057597012962571ag-textnode-base-id: 2975034635

機器ドライバ﻿ー

表 26 OpenLab CDS に付属する Agilent ドライバ﻿ーパ﻿ッケ﻿ージ 59ページ   に﻿、
OpenLab CDS 3﻿.0 ソフトウ﻿ェアに付属する Agilent 機器ドライバ﻿ーを表示してい
ます﻿。選択されている機器ドライバ﻿ーは OpenLab インスト﻿ーラでインスト﻿ール
されます﻿。
自動でインスト﻿ールされないドライバ﻿ーは﻿、メデ﻿ィアの Setup\Packages\Add-
Ons に収録されています﻿。ドライバ﻿ーを個別にインスト﻿ールするには﻿、インス
ト﻿ールガイドのドライバ ﻿ーソフトウ ﻿ェアのインスト ﻿ールまたはア ﻿ップグレ ﻿ー
ドを参照してください﻿。

表 26: OpenLab CDS に付属する Agilent ドライバ﻿ーパ﻿ッケ﻿ージ

RC ﻿.Net 機器ドライバ﻿ー ドライバ﻿ーソフト
ウ﻿ェアリビジ﻿ョン

デフ﻿ォルトで
インスト﻿ール

Agilent LC および CE 3﻿.11

Agilent LC/MS SQ 3﻿.2 ア﻿ップデ﻿ート 1

Agilent LC/MS QTOF 1﻿.0

Agilent ELSD 1﻿.8

Agilent GC 4﻿.4

Agilent ヘ﻿ッドスペ ﻿ース 7697/8697 4﻿.4

Agilent GC/MS SQ 1﻿.5

Agilent Micro GC 2﻿.7

Agilent Gas Analyzer 2﻿.8

35900E A/D コンバ﻿ータ 2﻿.4

Agilent SS420x 1﻿.3

Agilent Data Player 2﻿.6

Agilent PAL 3（﻿GCのみ﻿） 3﻿.0

Agilent ドライバ﻿ーソフトウ﻿ェアは﻿、フ﻿ァ﻿ームウ﻿ェアに関して上位互換性があり
ます﻿。つまり﻿、ドライバ﻿ーや CDS を更新しなくてもフ﻿ァ﻿ームウ﻿ェアを更新でき
ます﻿。Agilent および他のベンダ﻿ーは OpenLab CDS のリリ﻿ースとは無関係にド
ライバ﻿ーおよびフ﻿ァ﻿ームウ﻿ェアをリリ﻿ースしています﻿。
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注記 機器ドライバ﻿ーバ﻿ージ﻿ョンはネ﻿ットワ﻿ークシステム内で一致させてください﻿。
異なるドライバ﻿ーバ﻿ージ﻿ョンからメソ﻿ッドを誤﻿って使用したり﻿、一致していな
いドライバ﻿ーバ﻿ージ﻿ョンのクライアントから AIC 機器を誤﻿って起動したりする
と﻿、すぐには気付かない微妙なエラ﻿ーを含めた予測できない動作が生じます﻿。
機器ドライバ﻿ーおよびフ﻿ァ﻿ームウ﻿ェアについての詳細は﻿、各ドライバ﻿ーのリ
リ﻿ースノ﻿ートで確認できます﻿。

Agilent 以外の機器ドライバ ﻿ー
OpenLab CDS 3﻿.0 は﻿、さまざまな Agilent 以外の機器をサポ﻿ートしています﻿。対
応するドライバ﻿ーが利用可能かどうか﻿、Agilent 以外の機器 85ページ  を参照
するか﻿、販売担当者に確認してください﻿。
SubscribeNet のOpenLab Software > OpenLab 3rd-Party Instrument Driversから入
手できる専用の最新ドライバ﻿ーを必ずインスト﻿ールしてください﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007202228841227ag-textnode-base-id: 2974100235

Agilent LC﻿、SFC﻿、および CE 機器サポ﻿ート

ag-textnode-version-id: 54043198503510667ag-textnode-base-id: 2975064715

推奨されるフ﻿ァ﻿ームウ﻿ェア

OpenLab CDS 3﻿.0 には﻿、Agilent LC & CE ドライバ﻿ー 3﻿.11 が付属しています﻿。こ
のドライバ﻿ーは﻿、デフ﻿ォルトでインスト﻿ールされます﻿。
バルブサ﻿ーモスタ﻿ットクラスタ﻿ーや新しい温度コントロ﻿ールモ﻿ードなど﻿、一部
のドライバ﻿ー機能には﻿、最新のフ﻿ァ﻿ームウ﻿ェアバ﻿ージ﻿ョンが必要です﻿。ご使用
のOpenLab CDSで最新のフ﻿ァ﻿ームウ﻿ェア機能および改善点が利用できる﻿、最新
のフ﻿ァ﻿ームウ﻿ェアリビジ﻿ョンを常に使用することをお勧めします﻿。最新の LC/
CE フ﻿ァ﻿ームウ﻿ェアは https﻿://www﻿.agilent﻿.com/en-us/firmwareDownload﻿?
whid=69761 からダウンロ﻿ードできます﻿。

注記 フ﻿ァ﻿ームウ﻿ェアリビジ﻿ョンは﻿、各モジ﻿ュ﻿ール﻿、システムごとにセ﻿ットとしてグ
ル﻿ープ化されています﻿。フ﻿ァ﻿ームウ﻿ェアセ﻿ットには各モジ﻿ュ﻿ールの最新の
フ﻿ァ﻿ームウ﻿ェアのみが含まれます﻿。
システムの中で﻿、古いものと新しいもののフ﻿ァ﻿ームウ﻿ェアリビジ﻿ョンを混在さ
せないでください﻿。新しいモジ﻿ュ﻿ールだけでなく﻿、そのスタ﻿ックのすべてのモ
ジ﻿ュ﻿ールに対して A/B/C/D﻿.07﻿.xx セ﻿ット内のフ﻿ァ﻿ームウ﻿ェアの更新が必要で
す﻿。
LC & CE ドライバ﻿ーおよびフ﻿ァ﻿ームウ﻿ェアの詳細については﻿、最新のドライ
バ﻿ーリリ﻿ースノ﻿ート（﻿Agilent LC & CE Drivers Release Note ﻿）を参照してくだ
さい

ag-textnode-version-id: 99079194777220107ag-textnode-base-id: 2975069195

サポ﻿ートする LC モジ﻿ュ﻿ール

ほとんどの Agilent LC モジ﻿ュ﻿ールは OpenLab CDS の現在のバ﻿ージ﻿ョンで制御
できます﻿。

https://www.agilent.com/en-us/firmwareDownload?whid=69761
https://www.agilent.com/en-us/firmwareDownload?whid=69761
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注記 Agilent LC ドライバ﻿ーは下位互換性があります﻿。製品番号が同一のモジ﻿ュ﻿ール
はサポ﻿ートされます﻿。以下の表に最新のモデルバ﻿ージ﻿ョン名を記載していま
す﻿。各モジ﻿ュ﻿ールまたはシステムの右下にある製品番号を確認してください﻿。
詳細については﻿、ご使用のドライバ﻿ーリビジ﻿ョンのリリ﻿ースノ﻿ートを参照して
ください﻿。

注記 OpenLab ソフトウ﻿ェアは﻿、ハ﻿ードウ﻿ェアサポ﻿ート期間を超過したレガシ﻿ー機器
のコントロ﻿ール機能を継続します﻿。ただし﻿、この機能はアクテ﻿ィブテストマト
リ﻿ックスの一部ではなくなり﻿、現在のプラ﻿ットフ﻿ォ﻿ームと同等レベルではサ
ポ﻿ートされません﻿。
レガシ﻿ー機器を継続使用することはできますが﻿、互換性や動作は保証されません﻿。

G1328C などのマニ﻿ュアルサンプラおよびマニ﻿ュアルインジ﻿ェクタを含む機器
をサポ﻿ートしています﻿。

表 27: Agilent LC - サンプリングシステム

製品番号 モジ﻿ュ﻿ール名 互換性ステ﻿ートメント

G1313A 1100 オ﻿ートサンプラ サポ﻿ート

G1328C 1260 マニ﻿ュアルインジ﻿ェクタ サポ﻿ート﻿、ドライバ﻿ーな
し

G1328D 1260 Infinity II マニ﻿ュアル分取インジ﻿ェクタ サポ﻿ート﻿、ドライバ﻿ーな
し

G1329A 1200 シリ﻿ーズ標準オ﻿ートサンプラ サポ﻿ート

G1329B 1260 Infinity 標準オ﻿ートサンプラ サポ﻿ート

G1330A 1200 シリ﻿ーズ サ﻿ーモスタ﻿ット サポ﻿ート

G1330B 1290 Infinity サ﻿ーモスタ﻿ット サポ﻿ート

G1367B 1200 シリ﻿ーズ 高性能オ﻿ートサンプラ サポ﻿ート

G1367C 1200 シリ﻿ーズ 高性能オ﻿ートサンプラ SL サポ﻿ート

G1367D 1200 シリ﻿ーズ 高性能オ﻿ートサンプラ SL+ サポ﻿ート

G1367E 1260 Infinity 高性能オ﻿ートサンプラ サポ﻿ート

G1377A 1260 Infinity 高性能マイクロオ﻿ートサンプラ サポ﻿ートなし

G2258A 1260 Infinity デ﻿ュアルル﻿ープオ﻿ートサンプラ サポ﻿ート

G2260A 1260 Infinity 分取オ﻿ートサンプラ（﻿高流量﻿） サポ﻿ート
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製品番号 モジ﻿ュ﻿ール名 互換性ステ﻿ートメント

G3167A 1260 Infinity II Prime オンラインサンプルマネ﻿ージ﻿ャ
5067-6680 3 ポジシ﻿ョン / 6 ポ﻿ート 800 bar バルブが
必要

G2954-64000 オンライン
LC モニタリング SW 搭載
のソリ﻿ュ﻿ーシ﻿ョンの一部
としてサポ﻿ート﻿：それぞ
れ G3167AA または
G3167BA セ﻿ット﻿。

G3167B 1290 Infinity II バイオオンラインサンプルマネ﻿ージ﻿ャ
5320-0003 3 ポジシ﻿ョン / 6 ポ﻿ート 800 bar バルブが
必要

G4226A 1290 Infinity オ﻿ートサンプラ サポ﻿ート

G4756A マルチサンプラ用 InfinityLab サンプル ID リ﻿ーダ﻿ー G7167A﻿、G7167B﻿、
G7167C﻿、G7137A でサ
ポ﻿ートG3167A﻿、
G3167B﻿、G4767A﻿、およ
び G5668A

G4767A Agilent 1260 Infinity II/III SFC マルチサンプラ サポ﻿ート

G5667A 1260 バイオイナ﻿ート高性能オ﻿ートサンプラ サポ﻿ート

G5668A 1260 Infinity II/III バイオイナ﻿ートマルチサンプラ サポ﻿ート

G7129A 1260 Infinity II/III バイアルサンプラ サポ﻿ート

G7129B 1290 Infinity II/III バイアルサンプラ サポ﻿ート

G7129C 1260 Infinity II/III バイアルサンプラ（﻿Prime LC﻿、
800bar﻿）

サポ﻿ート

G7137A 1290 Infinity II/III バイオマルチサンプラ サポ﻿ート

G7137B 1290 Infinity III ハイブリ﻿ッドマルチサンプラ サポ﻿ート

G7157A 1260 Infinity II 分取オ﻿ートサンプラ サポ﻿ート

G7158B 1290 Infinity II 分取 Open-Bed サンプラ / コレクタ ドライバ﻿ーは﻿、2 つのモ
ジ﻿ュ﻿ールによ﻿って表され
ます﻿：G7159B および
G7169B

G7167A 1260 Infinity II/III マルチサンプラ サポ﻿ート
旧アドレススキ﻿ーマを使
用（﻿P1-A1﻿）G7167B 1290 Infinity II/III マルチサンプラ

G7167C 1260 Infinity II/III ハイブリ﻿ッドマルチサンプラ サポ﻿ート﻿、1260 Infinity II
Prime LC システムの一部

G7169B 1290 Infinity II Open-Bed サンプラ / フラクシ﻿ョンコレ
クタ - サンプラドライバ﻿ー

サポ﻿ート
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表 28: Agilent PAL オ﻿ートサンプラ（﻿Agilent LC 用﻿）

製品番号 モジ﻿ュ﻿ール名 互換性ステ﻿ートメント

G4277A Agilent 1290 Infinity LC インジ﻿ェクタ HTS サポ﻿ート

G4278A Agilent 1290 Infinity LC インジ﻿ェクタ HTC サポ﻿ート

G4270 HTC PAL オ﻿ートサンプラ サポ﻿ート
FW 4﻿.1﻿.5 以降を持つマ
ザ﻿ーボ﻿ードが必要G4271 HTS PAL オ﻿ートサンプラ

表 29: Agilent LC – ポンプ

製品番号 モジ﻿ュ﻿ール名 互換性ステ﻿ートメント

G1310A 1200 シリ﻿ーズ アイソクラテ﻿ィ﻿ックポンプ サポ﻿ート

G1310B 1260 Infinity アイソクラテ﻿ィ﻿ックポンプ サポ﻿ート

G1311A 1200 シリ﻿ーズ ク﻿ォ﻿ータナリポンプ 1 サポ﻿ート

G1311B 1260 Infinity ク﻿ォ﻿ータナリポンプ 1 サポ﻿ート

G1311C 1260 Infinity ク﻿ォ﻿ータナリポンプ VL 1 サポ﻿ート

G1312A 1260 Infinity バイナリポンプ 1 サポ﻿ート

G1312B 1260 Infinity バイナリポンプ SL 1 サポ﻿ート

G1312C 1260 Infinity バイナリポンプ VL 1 サポ﻿ート

G1361A 1260 Infinity 分取ポンプ 1 サポ﻿ート

G1376A 1200 マイクロキ﻿ャピラリポンプ サポ﻿ートなし

G2226A 1200 マイクロナノポンプ サポ﻿ートなし

G4204A 1290 Infinity ク﻿ォ﻿ータナリポンプ 1 サポ﻿ート

G4220A 1290 Infinity バイナリポンプ 1 サポ﻿ート

G4220B 1290 Infinity バイナリポンプ VL 1 サポ﻿ート

G4302A Agilent 1260 Infinity SFC バイナリポンプ サポ﻿ート

G4782A Agilent 1260 Infinity II/III SFC バイナリポンプ サポ﻿ート

G5611A 1260 Infinity バイオイナ﻿ートク﻿ォ﻿ータナリポンプ 1 サポ﻿ート

G5654A 1260 Infinity II/III バイオイナ﻿ートク﻿ォ﻿ータナリポンプ
1

サポ﻿ート

G7104A 1290 Infinity II/III フレキシブルポンプ 1 サポ﻿ート

G7104C 1260 Infinity II/III フレキシブルポンプ 1 サポ﻿ート
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製品番号 モジ﻿ュ﻿ール名 互換性ステ﻿ートメント

G7110B 1260 Infinity II/III アイソクラテ﻿ィ﻿ックポンプ 1 サポ﻿ート

G7111A 1260 Infinity II/III ク﻿ォ﻿ータナリポンプ VL 1 サポ﻿ート

G7111B 1260 Infinity II/III ク﻿ォ﻿ータナリポンプ 1 サポ﻿ート

G7112B 1260 Infinity II/III バイナリポンプ サポ﻿ート

G7120A 1290 Infinity II/III ハイスピ﻿ードポンプ 1 サポ﻿ート

G7131A 1290 Infinity II/III バイオフレキシブルポンプ サポ﻿ート

G7131C 1260 Infinity II/III バイオフレキシブルポンプ サポ﻿ート

G7132A 1290 Infinity II/III バイオハイスピ﻿ードポンプ サポ﻿ート

G7161A 1260 Infinity II/III 分取バイナリポンプ サポ﻿ート

G7161B 1290 Infinity II/III 分取バイナリポンプ サポ﻿ート

1 印が付いたポンプについては﻿、G1160A や G1170A のバルブ を 2 つまで 5067-4159 または
5067-4147 とポンプバルブクラスタ﻿ーを構成することが可能﻿。

表 30: Agilent LC – カラムコンパ ﻿ートメント

製品番号 モジ﻿ュ﻿ール名 互換性ステ﻿ートメント

G1316A 1260 Infinity サ﻿ーモスタ﻿ット付き カラムコンパ﻿ートメ
ント

サポ﻿ート

G1316B 1200 シリ﻿ーズ サ﻿ーモスタ﻿ット付き カラムコンパ﻿ート
メント

サポ﻿ート

G1316C 1290 Infinity サ﻿ーモスタ﻿ット付き カラムコンパ﻿ートメ
ント

サポ﻿ート

G1330A 1200 サ﻿ーモスタ﻿ット Compact LC との構成不
可

TCC クラス
タ﻿ー

最大 3 つの G1316C と﻿、一体型 8 ポジシ﻿ョン/9 ポ﻿ー
トバルブによるクラスタ﻿ー（﻿G4230A/B 製品﻿）﻿。最低
2 つの G1316C TCC﻿、3 つ目の TCC は G1316A﻿、B ま
たは C﻿。

サポ﻿ート

G4761A InfinityLab サンプルサ﻿ーモスタ﻿ット G7129X および G7167X
でサポ﻿ート

G7116A 1260 Infinity II/III マルチカラム サ﻿ーモスタ﻿ット サポ﻿ート

G7116B 1290 Infinity II/III マルチカラム サ﻿ーモスタ﻿ット ホストモジ﻿ュ﻿ール
B﻿.06﻿.75/D﻿.06﻿.75 でサポ﻿ー
ト
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製品番号 モジ﻿ュ﻿ール名 互換性ステ﻿ートメント

G7130A Infinity 一体型カラムコンパ﻿ートメント G7129A/B 用オプシ﻿ョン
としてサポ﻿ート

VTC バルブ
サ﻿ーモスタ﻿ッ
ト クラスタ﻿ー

G7116B﻿、G1170A および G1316C（﻿バルブまたはカ
ラムホスト﻿）と G1316A/B および G7130Aの組み合わ
せ

LC ドライバ﻿ーリリ﻿ース
ノ﻿ートを参照﻿：バルブ
サ ﻿ーモスタ ﻿ット クラス
タ ﻿ー

G7175A InfinityLab レベルセンシング サポ﻿ート

表 31: Agilent LC – 検出器

製品番号 モジ﻿ュ﻿ール名 互換性ステ﻿ートメント

G1314A 1100/1200 可変波長検出器 サポ﻿ート

G1314B 1260 Infinity 可変波長検出器 VL サポ﻿ート

G1314C 1260 Infinity 可変波長検出器 VL+ サポ﻿ート

G1314D 1260 Infinity 可変波長検出器 サポ﻿ート

G1314E 1290 Infinity 可変波長検出器 サポ﻿ート

G1314F 1260 Infinity 可変波長検出器 サポ﻿ート

G1315A 1100/1200 ダイオ﻿ードアレイ検出器 サポ﻿ート

G1315B 1200 シリ﻿ーズ ダイオ﻿ードアレイ検出器 サポ﻿ート

G1315C 1260 Infinity ダイオ﻿ードアレイ検出器 VL+ サポ﻿ート

G1315D 1260 Infinity ダイオ﻿ードアレイ検出器 VL サポ﻿ート

G1321A 1100 /1200 蛍光検出器 サポ﻿ート

G1321B 1260 Infinity 蛍光検出器スペクトル サポ﻿ート

G1321C 1260 Infinity 蛍光検出器 サポ﻿ート

G1362A Agilent 1100/1200 示差屈折率検出器 サポ﻿ート

G1365A 1100 シリ﻿ーズ多波長型検出器 サポ﻿ート 1

G1365B 1200 シリ﻿ーズ多波長型検出器 サポ﻿ート 1

G1365C 1260 Infinity 多波長型検出器 サポ﻿ート 1

G1365D 1260 Infinity 多波長型検出器 VL サポ﻿ート 1

G4212A 1290 Infinity ダイオ﻿ードアレイ検出器 サポ﻿ート

G4212B 1260 Infinity ダイオ﻿ードアレイ検出器 サポ﻿ート
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製品番号 モジ﻿ュ﻿ール名 互換性ステ﻿ートメント

HDR-DAD ク
ラスタ﻿ー

2x G4212A﻿、2x G4212B﻿、2x G7117A または 2x
G7117B﻿、または
1x G4212A と 1x G4212B﻿、または 1x G7117A と 1x
G7117B の組み合わせ

サポ﻿ート﻿：最大 2 DAD

G4260A 380-ELSD サポ﻿ート 1

G4260B 1260 Infinity II/III 蒸発光散乱検出器 サポ﻿ート 1

G4261A 385-ELSD サポ﻿ート 1

G4261B 1290 Infinity II 蒸発光散乱検出器 サポ﻿ート 1

G7102A 1290 Infinity II 蒸発光散乱検出器 サポ﻿ート 1

G7114A 1260 Infinity II/III 可変波長検出器 サポ﻿ート

G7114B 1290 Infinity II/III 可変波長検出器 サポ﻿ート

G7115A 1260 Infinity II/III ダイオ﻿ードアレイ検出器 WR サポ﻿ート

G7117A 1290 Infinity II/III ダイオ﻿ードアレイ検出器 FS サポ﻿ート

G7117B 1290 Infinity II/III ダイオ﻿ードアレイ検出器 サポ﻿ート

G7117C 1260 Infinity II/III ダイオ﻿ードアレイ検出器 HS サポ﻿ート

G7121A 1260 Infinity II 蛍光検出器 サポ﻿ート

G7121B 1260 Infinity II/III 蛍光検出器スペクトル サポ﻿ート

G7123B 1290 Infinity III 蛍光検出器 サポ﻿ート 1

G7162A 1260 Infinity II/III 示差屈折率検出器 サポ﻿ート 1

G7162B 1290 Infinity II/III 示差屈折率検出器 サポ﻿ート 1

G7165A 1260 Infinity II/III 多波長型検出器 サポ﻿ート 1

G7800A 1260 Infinity II マルチ検出器スイ﻿ート サポ﻿ートなし

1 LC/TOF 機器または LC/Q-TOF 機器との組み合わせ﻿、および MassHunter DA ではサポ ﻿ートされて
いません﻿。
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表 32: Agilent LC – バルブソリ﻿ュ﻿ーシ ﻿ョン 1

製品番号 モジ﻿ュ﻿ール名 互換性ステ﻿ートメント

G1156A 1200 シリ﻿ーズ 6 ポジシ﻿ョン / 7 ポ﻿ートバルブ
（﻿400 bar﻿）

パ﻿ージキ﻿ットの一部﻿、ホ
ストが必要

G1157A 1200 シリ﻿ーズ 2 ポジシ﻿ョン / 10 ポ﻿ートバルブ サポ﻿ート

G1158A 1200 シリ﻿ーズ 2 ポジシ﻿ョン / 6 ポ﻿ートバルブ サポ﻿ート

G1158B 1200 シリ﻿ーズ 2 ポジシ﻿ョン / 6 ポ﻿ートバルブ
（﻿600 bar﻿）

サポ﻿ート

G1159A 1200 シリ﻿ーズ 6 ポジシ﻿ョン選択バルブ サポ﻿ート

G1160A 1200 シリ﻿ーズ 12 ポジシ﻿ョン / 13 ポ﻿ートバルブ サポ﻿ート

G1162A 1200 シリ﻿ーズ 2 ポジシ﻿ョン / 6 ポ﻿ート ミクロバルブ サポ﻿ートなし

G1163A 1200 シリ﻿ーズ 2 ポジシ﻿ョン / 10 ポ﻿ート ミクロバルブ サポ﻿ートなし

G1170A 1290 Infinity II/III バルブドライブ ホストが必要﻿。詳細につ
いては﻿、最新の LC ドラ
イバ﻿ーリリ﻿ースノ﻿ートを
参照してください﻿。

G4231A 5067-4282 2 ポジシ﻿ョン / 6 ポ﻿ートバルブヘ﻿ッド
800 bar

以前の 600 bar バルブと
の下位互換性がありま
す﻿。必要なドライバ﻿ー
バ﻿ージ﻿ョンの詳細につい
ては﻿、カスタマ﻿ーレタ﻿ー
を参照してください（﻿部
品番号 01200-90134﻿）﻿。

G4232C 5067-4283 2 ポジシ﻿ョン / 10 ポ﻿ートバルブヘ﻿ッド
800 bar

G4223A 5067-4284 6 ポジシ﻿ョン / 14 ポ﻿ート﻿、6 カラム選択バ
ルブヘ﻿ッド 800 bar

G4237A 5067-4279 4 ポジシ﻿ョン / 10 ポ﻿ート﻿、4 カラム選択バ
ルブヘ﻿ッド 800 bar

G4234C 5067-4273 6 ポジシ﻿ョン / 14 ポ﻿ート選択バルブヘ﻿ッド
1300 bar

サポ﻿ート

G4734B 分取 6 カラム選択バルブ﻿、600 bar サポ﻿ート

G5641A 2 ポジシ﻿ョン / 10 ポ﻿ート 1300 bar バイオバルブ サポ﻿ート

G9322A 1260 Infinity II クラスタ﻿ーバルブ（﻿溶媒選択﻿） サポ﻿ート

1 Agilent の一般的なバルブコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンはすべてサポ ﻿ートされています ﻿。この表には ﻿、選
択したバルブ﻿、バルブドライブおよびクラスタ﻿ーを記載しています ﻿。サポ ﻿ートされる Agilent バル
ブの一覧については﻿、LC&CE ドライバ﻿ーリリ﻿ースノ﻿ートを参照してください ﻿。

1 Agilent の一般的なバルブコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンはすべてサポ ﻿ートされています ﻿。この表には ﻿、選択したバルブ ﻿、バル
ブドライブおよびクラスタ﻿ーを記載しています﻿。サポ﻿ートされる Agilent バルブの一覧については ﻿、LC&CE ドライバ﻿ー
リリ﻿ースノ﻿ートを参照してください﻿。
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表 33: フラクシ﻿ョンコレクタ

製品番号 モジ﻿ュ﻿ール名 互換性ステ﻿ートメント

G1364A 1100 シリ﻿ーズ自動フラクシ﻿ョンコレクタ サポ﻿ート

G1364B 1260 Infinity フラクシ﻿ョンコレクタ（﻿分取スケ﻿ール﻿） サポ﻿ート

G1364C 1260 Infinity フラクシ﻿ョンコレクタ（﻿分析スケ﻿ール﻿） サポ﻿ート

G1364D 1260 Infinity ミクロスケ﻿ールフラクシ﻿ョンコレクタ /
スポ﻿ッタ

サポ﻿ートなし

G1364E 1260 Infinity II 分取フラクシ﻿ョンコレクタ サポ﻿ート

G1364F 1260 Infinity II 分析フラクシ﻿ョンコレクタ サポ﻿ート

G5664A 1260 Infinity バイオイナ﻿ートフラクシ﻿ョンコレクタ
AS

サポ﻿ート

G5664B 1260 Infinity II バイオイナ﻿ートフラクシ﻿ョンコレクタ サポ﻿ート

G7159B 1290 Infinity II 分取 Open-Bed フラクシ﻿ョンコレクタ サポ﻿ート

G7166A 1260 Infinity II 分取バルブベ﻿ースフラクシ﻿ョンコレク
タ

サポ﻿ート

最大 3×G1364x のクラスタリング﻿、または 1×G5664A
+ 1×G1364﻿、リカバリの場合は 1×G5664A

サポ﻿ート

表 34: その他の LC および LC/MSD モジ﻿ュ﻿ール

製品番号 説明 互換性ステ﻿ートメント

G1390A Agilent 1100 シリ﻿ーズ ユニバ﻿ーサルインタ﻿ーフ﻿ェイス
ボ﻿ックス

サポ﻿ート
フラクシ﻿ョンコレクタの
一部

G1390B Agilent InfinityLab ユニバ﻿ーサルインタ﻿ーフ﻿ェイスボ﻿ッ
クス

サポ﻿ート

G4227A Agilent 1290 Infinity II Flexible Cube サポ﻿ート

G4240A Agilent 1260 Infinity チ﻿ップキ﻿ュ﻿ーブ MS インタ﻿ーフ﻿ェ
イス

サポ﻿ートなし

G4301A 1260 Infinity II/III SFC コントロ﻿ールモジ﻿ュ﻿ール サポ﻿ート

G7170B Agilent 1290 Infinity II MS フロ﻿ーモジ﻿ュレ﻿ータ﻿ー サポ﻿ート
LC/MSD は精製ワ﻿ークフ
ロ﻿ー内の分析検出器とし
て使用可能



5 サポ﻿ートする機器
Agilent LC﻿、SFC﻿、および CE 機器サポ﻿ート

OpenLab CDS の要件とサポ﻿ートする機器 70

製品番号 説明 互換性ステ﻿ートメント

G7180A InfinityLab アシストハブ サポ﻿ート

G7175 InfinityLab レベルセンシング サポ﻿ート

表 35: Agilent コンバインド LC システム

製品番号 システム名

G4286A 1120 Compact LC﻿、アイソクラテ﻿ィ﻿ック

G4286B 1220 Infinity アイソクラテ﻿ィ﻿ック LC﻿、マニ﻿ュアルインジ﻿ェクタ﻿、VWD﻿、
600 bar

G4286C 1220 Infinity LC システム VL 1

G4287A 1120 Compact LC﻿、オ﻿ーブンおよび ALS 付き アイソクラテ﻿ィ﻿ック

G4287B 1220 Infinity アイソクラテ﻿ィ﻿ック LC システム﻿、ALS﻿、VWD﻿、オ﻿ーブン﻿、
600 bar

G4287C 1220 Infinity LC システム VL 1

G4288A 1120 Compact LC﻿、グラジエント

G4288B 1220 Infinity グラジエント LC﻿、マニ﻿ュアルインジ﻿ェクタ﻿、VWD﻿、600 bar

G4288C 1220 Infinity LC システム VL﻿、グラジエント﻿、マニ﻿ュアルインジ ﻿ェクタ﻿、
VWD﻿、400 bar

G4289A 1120 Compact LC﻿、オ﻿ーブン付きグラジエント

G4289B 1220 Infinity グラジエント LC﻿、マニ﻿ュアルインジ﻿ェクタ﻿、VWD およびオ ﻿ーブ
ン﻿、600 bar

G4289C 1220 Infinity LC システム VL﻿、グラジエント﻿、マニ﻿ュアルインジ ﻿ェクタ﻿、
VWD﻿、400 bar

G4290A 1120 Compact LC﻿、オ﻿ーブンおよび ALS 付きグラジエント

G4290B 1220 Infinity グラジエント LC ﻿、ALS﻿、TCC﻿、VWD﻿、600 bar

G4290C 1220 Infinity LC システム VL﻿、グラジエント﻿、ALS﻿、TCC﻿、VWD﻿、400 bar

G4291B 1220 Infinity アイソクラテ﻿ィ﻿ック LC﻿、マニ﻿ュアルインジ﻿ェクタ﻿、VWD および
オ﻿ーブン﻿、600 bar

G4291C 1220 Infinity LC システム VL 1

G4292B 1220 Infinity アイソクラテ﻿ィ﻿ック LC システム﻿、ALS﻿、VWD﻿、600 bar

G4292C 1220 Infinity LC システム VL 1

G4293B 1220 Infinity グラジエント LC﻿、ALS﻿、VWD﻿、600 bar
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製品番号 システム名

G4293C 1220 Infinity LC システム VL﻿、グラジエント﻿、ALS﻿、VWD﻿、400 bar

G4294B 1220 Infinity グラジエント LC﻿、ALS﻿、TCC﻿、DAD﻿、600 bar

1 マニ﻿ュアルモジ﻿ュ﻿ール﻿、ドライバ﻿ーなし﻿。1200 LC 機器内でサポ﻿ート﻿。

注記 Agilent 1120 および 1220 Compact LC システムはフラクシ﻿ョンコレクシ﻿ョンで
はサポ﻿ートされていません﻿。

Agilent 2D-LC ソリ﻿ュ﻿ーシ﻿ョン
OpenLab CDS 3﻿.0 は﻿、2D-LC ソリ﻿ュ﻿ーシ﻿ョンをサポ﻿ートしています﻿。2D-LC
Software 1﻿.2 for Data Analysisは﻿、 OpenLab CDS で 2D-LC 測定﻿、メソ﻿ッド設
定﻿、デ﻿ータ解析﻿、カスタム計算﻿、レポ﻿ートをサポ﻿ートしています﻿。2D-LC シス
テムドライバ﻿ーを有効にするには﻿、別のライセンスが必要です﻿。

ag-textnode-version-id: 2974104843ag-textnode-base-id: 2974104843

Agilent 超臨界流体クロマトグラフ﻿ィ（﻿SFC﻿）モジ﻿ュ﻿ール

表 36: Agilent SFC モジ﻿ュ﻿ール

製品番号 モジ﻿ュ﻿ール名 互換性ステ﻿ートメント

G4301A 1260 Infinity II SFC コントロ﻿ールモジ﻿ュ﻿ール サポ﻿ート

G4302A 1260 Infinity SFC バイナリポンプ サポ﻿ート

G4303A 1260 Infinity SFC 標準オ﻿ートサンプラ サポ﻿ート

G4767A 1260 Infinity II SFC マルチサンプラ サポ﻿ート

G4782A 1260 Infinity II SFC バイナリポンプ サポ﻿ート

ag-textnode-version-id: 9007202229814667ag-textnode-base-id: 2975073675

キ﻿ャピラリ﻿ー電気泳動（﻿CE﻿）機器

OpenLab CDS は CE および CE/MSD 機器のコントロ﻿ールをサポ﻿ートしています﻿。

LC & CE ドライバ﻿ー 3﻿.5 と接続した OpenLab CDS v2﻿.7 から﻿、以下のワ﻿ークフ
ロ﻿ーがサポ﻿ートされます﻿。
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• 機器タイプ Agilent LC & LC/MS を使用して 7100 Agilent CE または CE/MSD
機器をコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン﻿。

• CE 固有のソフトコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンオプシ﻿ョンを使用して CE 機器へ接
続﻿、メソ ﻿ッドを作成﻿、分析を実行﻿。

• CE 分析デ ﻿ータを LC と同じ機能設定でレビ﻿ュ﻿ー﻿。
• LC と同じ機能設定の CE デ﻿ータからレポ﻿ートを作成﻿。
• キ﻿ャピラリ﻿ーゾ﻿ーン電気泳動（﻿CZE﻿）ワ﻿ークフロ﻿ー（﻿補正面積や CE 固有の

計算の有無を問わない﻿）﻿。
• デ﻿ータ解析ではさまざまなオプシ﻿ョンを使用したスケ﻿ールレスポンスが可

能﻿。
• 監査証跡が CE でサポ﻿ートされます﻿。
さらに﻿、ユ﻿ーザ﻿ーによるバイアル/シ﻿ーケンス上書きを含めた﻿、メソ﻿ッド開発の
自動化が利用できます﻿。

表 37: 構成可能な Agilent キ﻿ャピラリ ﻿ー電気泳動（﻿CE﻿）機器

製品番号 システム名 互換性ステ﻿ートメント

G7150A Agilent 7100 キ﻿ャピラリ﻿ー電気泳動システム サポ﻿ート

G7151A Agilent 7100 キ﻿ャピラリ﻿ー電気泳動システム（﻿DAD﻿） サポ﻿ート
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ag-textnode-version-id: 18014401483574283ag-textnode-base-id: 2974092299

Agilent LC/MS 機器サポ ﻿ート

ag-textnode-version-id: 18014401484530059ag-textnode-base-id: 2975048075

推奨されるフ﻿ァ﻿ームウ﻿ェア

ドライバ﻿ーパ﻿ッケ﻿ージに付属している最新のフ﻿ァ﻿ームウ﻿ェアインスト﻿ールパ﻿ッ
ケ﻿ージを必ず使用してください﻿。

注記 最新のフ﻿ァ﻿ームウ﻿ェア（﻿組み込みソフトウ﻿ェア - ESW﻿）は﻿、OpenLab CDS
3﻿.0 メデ﻿ィアの \Setup\Tools\Firmware\LCMS にコピ﻿ーされています﻿。
fw﻿.zip フ﻿ァイルをロ﻿ーカルドライブにコピ﻿ー﻿・解凍し﻿、適切な MS フ﻿ォルダ﻿ー
（﻿QCard または SmartCard﻿）を開きます﻿。QCard 機器の場合は﻿、該当するモデ
ル（﻿6160A﻿、6160B﻿、または 6170A﻿）のフ﻿ォルダ﻿ーを開き﻿、ESWInstaller﻿.exe を
実行して MS の ESW をア﻿ップグレ﻿ードします﻿。SmartCard 機器の場合は﻿、
AFUpdater﻿.exe を実行して MS フ﻿ァ﻿ームウ﻿ェアをア﻿ップグレ﻿ードします﻿。

ag-textnode-version-id: 63050397758230539ag-textnode-base-id: 2975043595

Agilent LC/MS モジ﻿ュ﻿ール

表 38: LC/MSD シングル四重極（ ﻿LC/SQ﻿）モジ﻿ュ﻿ール

製品番号 説明 互換性ステ﻿ートメント

612xA
612xB

LC/SQ フ﻿ァミリ﻿ー サポ﻿ートなし

613xB
G6135B

613x LC/SQ
6135 LC/SQ XT

サポ﻿ートなし
6125B および 6135B ア﻿ップグレ﻿ードキ﻿ッ
ト (﻿G4934C﻿) は現在提供されていません

G6120C
G6125C
G6130C
G6135C

MS モジ﻿ュ﻿ール
6125 LC/SQ
MS モジ﻿ュ﻿ール
6135 LC/SQ XT for OpenLab CDS

サポ﻿ート 1 ﻿、MBFC 利用不可﻿、
チ﻿ュ﻿ーニングには ESI または AJS に対応
したイオン源が必要
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製品番号 説明 互換性ステ﻿ートメント

G6150B MS モジ﻿ュ﻿ール サポ﻿ートなし﻿。ア﻿ップグレ﻿ード利用不
可﻿。

G6160A
G6160B

G6170A

6160 InfinityLab LC/MSD iQ
6160 InfinityLab Pro iQ 質量検出器

6170 InfinityLab Pro iQ Plus 質量検出
器

サポ﻿ート 1 ﻿、
LC モジ﻿ュ﻿ール G1364E/F﻿、G5664B﻿、
G7159B/G7158B﻿、G7166A を使用した
MBFC ワ﻿ークフロ﻿ーをサポ﻿ート﻿。
チ﻿ュ﻿ーニングには ESI または AJS イオン
源が必要﻿。 2

1 操作の継続性およびフ ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーはサポ﻿ートされていません ﻿。これらの機器の場合 ﻿、フ﻿ェイ
ルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードでは測定を開始しません﻿。システムが操作の継続に入 ﻿った場合には ﻿、実行中の
シ﻿ーケンスは中断されます﻿。

2 注記﻿：AJS イオン源は G6170A モデルでのみサポ﻿ートされます ﻿。

表 39: TOF LC/MS および Q‑TOF LC/MS モジ ﻿ュ﻿ール

製品番号 説明 互換性ステ﻿ートメント

G6230C 6230 Accurate Mass TOF LC/MS シス
テム

MHDA 併用でサポ﻿ート（﻿Qual および
Bioconfirm﻿） 1

以下との組み合わせではサポ﻿ートなし
• Infinity III FLD 検出器（﻿G7123B﻿）
• OpenLab CDS Data Analysis
• ECM 3﻿.x
• ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン セキ﻿ュリテ﻿ィフ﻿ァ

イルシステム (﻿AFS﻿)
• MBFC

G6549A

G6575A

6545XT AdvanceBio LC/Q-TOF

Revident LC/Q-TOF 2

G6230B
G6530C
G6546A
G6560C

6230 LC/TOF
6530 LC/Q-TOF
6546 LC/Q-TOF
6560 Ion Mobility LC/Q-TOF

サポ﻿ートなし

1 操作の継続性およびフ ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーはサポ﻿ートされていません ﻿。これらの機器の場合 ﻿、フ﻿ェイ
ルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードでは測定を開始しません﻿。システムが操作の継続に入 ﻿った場合には ﻿、実行中の
シ﻿ーケンスは中断されます﻿。

2 Revident LC/Q-TOF には 10 GHz デ﻿ータ収集モ﻿ードが搭載されています ﻿。これは Max Int ワ﻿ークフ
ロ﻿ーには使用できません﻿。
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表 40: Agilent LC/MS イオン源

製品番号 説明 互換性ステ﻿ートメント

G1947B
G1971B

APCI LC/MSD イオン源
APPI（﻿光イオン化 ﻿）

サポ﻿ート
チ﻿ュ﻿ーニングには ESI または AJS 機能イ
オン源が必要

G1948B ESI ソ﻿ース MS でサポ﻿ート

G1958B Agilent Jet Stream サポ﻿ート

G1978B マルチモ﻿ードイオン源 MS でサポ﻿ート

G1951A アナログ出力アクセサリ サポ﻿ートなし

G4240A チ﻿ップキ﻿ュ﻿ーブソ ﻿ース サポ﻿ートなし

LC/ (﻿Q-﻿)TOF イオン源

G1947B APCI
GC-APCI イオン源

サポ﻿ートなし

G1959A デ﻿ュアル AJS サポ﻿ート
オ﻿ートチ﻿ュ﻿ーニングにはデ﻿ュアルネブラ
イザ﻿ーが必要

G1971B APPI（﻿光イオン化 ﻿） サポ﻿ートなし

G1978B マルチモ﻿ードイオン源 サポ﻿ートなし

G1992A ナノスプレ﻿ー ESI G6549A と G6230C の場合にサポ﻿ート
（﻿質量キ﻿ャリブレ﻿ーシ﻿ョンとメソ﻿ッド実
行のみ﻿）

G3251B デ﻿ュアル ESI サポ﻿ート
オ﻿ートチ﻿ュ﻿ーニングにはデ﻿ュアルネブラ
イザ﻿ーが必要

G1948B ESI ソ﻿ース サポ﻿ート
質量キ﻿ャリブレ﻿ーシ﻿ョンとメソ﻿ッド実行
のみ
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ag-textnode-version-id: 27021600738335243ag-textnode-base-id: 2974112267

Agilent GC システムおよびサンプラサポ﻿ート

注記 OpenLab ソフトウ﻿ェアは﻿、ハ﻿ードウ﻿ェアサポ﻿ート期間を超過したレガシ﻿ー機器
のコントロ﻿ール機能を継続します﻿。ただし﻿、この機能はアクテ﻿ィブテストマト
リ﻿ックスの一部ではなくなり﻿、現在のプラ﻿ットフ﻿ォ﻿ームと同等レベルではサ
ポ﻿ートされません﻿。
レガシ﻿ー機器を継続使用することはできますが﻿、互換性や動作は保証されません﻿。

Agilent GC フ﻿ァ﻿ームウ﻿ェアの相互運用性
Agilent は﻿、ソフトウ﻿ェアリリ﻿ースと無関係に GC フ﻿ァ﻿ームウ﻿ェアの更新をしま
す﻿。すべての Agilent GC 機器ドライバ﻿ーリビジ﻿ョンは﻿、インスト﻿ール済み機器
ベ﻿ースへの下位互換性が確保されるように設計されています﻿。Agilent は﻿、最高
レベルのシステム機能を提供するために﻿、常に最新のモジ﻿ュ﻿ール フ﻿ァ﻿ームウ﻿ェ
アリビジ﻿ョンを使用することを推奨します﻿。
フ﻿ァ﻿ームウ﻿ェアのア﻿ップグレ﻿ードは必須ではありません﻿。フ﻿ァ﻿ームウ﻿ェアの
ア﻿ップグレ﻿ードは﻿、問題に遭遇した場合や﻿、GC にシステム機能を追加する場
合に行﻿ってください﻿。利用可能な最新のフ﻿ァ﻿ームウ﻿ェアについては﻿、https﻿://
www﻿.agilent﻿.com/en/support/gas-chromatography/gc-systems/gc-firmware-
update を確認してください﻿。

ag-textnode-version-id: 36028799993096715ag-textnode-base-id: 2974132747

Agilent GC システムサポ﻿ート

表 41: Agilent GC システムの互換性ステ﻿ートメント

製品番号 説明 互換性ステ﻿ートメント

G3950A
G3952A
G3953A

Intuvo 9000 GC システム サポ﻿ート

G3540A
G3542A
G3543A
G3545A

8890 シリ﻿ーズ GC システム サポ﻿ート

https://www.agilent.com/en/support/gas-chromatography/gc-systems/gc-firmware-update
https://www.agilent.com/en/support/gas-chromatography/gc-systems/gc-firmware-update
https://www.agilent.com/en/support/gas-chromatography/gc-systems/gc-firmware-update
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製品番号 説明 互換性ステ﻿ートメント

G2970A 8860 シリ﻿ーズ GC システム サポ﻿ート

G3440A
G3442A
G3443A
G3445A

7890A サポ﻿ート

G3440B
G3442B
G3443B
G3445B

7890B サポ﻿ート

G4350A
G4350B

7820A サポ﻿ート
RTL﻿、バ﻿ックフラ﻿ッシ﻿ュ転送﻿、および
イ﻿ージ﻿ーサンプルプレ﻿ップはサポ﻿ート
されていません

G6589AA
G6590AA

7820 VL サポ﻿ート
RTL﻿、バ﻿ックフラ﻿ッシ﻿ュ転送﻿、および
イ﻿ージ﻿ーサンプルプレ﻿ップはサポ﻿ート
されていません

G1530N
G1540N

6890N サポ﻿ート

G1530A
G1540A

6890A
6890Plus

EPC 以外の注入口および検出器はサ
ポ﻿ートなし

G2629A 6850 ハンドヘルドコントロ﻿ーラ サポ﻿ートなし

G2630A
G2630B

6850 サポ﻿ート

G3581A
G3582A

490 マイクロ GC
490 マイクロ GC アナライザ﻿ー

サポ﻿ート﻿、LAN のみ
新しい 4﻿.02 メインボ﻿ードが必要（﻿青色
の電源 LED または内部 USB コネクタ﻿）

G3588A 990 マイクロ GC システム サポ﻿ート

ag-textnode-version-id: 9007202228858891ag-textnode-base-id: 2974117899

Agilent GC オ﻿ートサンプラサポ﻿ート

表 42: 7693 GC オ﻿ートサンプラ

製品番号 説明 サポ﻿ートステ﻿ートメント

G3420A GC ALS コントロ﻿ーラ サポ﻿ート

G4513A インジ﻿ェクタ サポ﻿ート
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製品番号 説明 サポ﻿ートステ﻿ートメント

G4514A トレイ サポ﻿ート

G4515A バ﻿ーコ﻿ードリ﻿ーダ﻿ー/ミキサ﻿ー サポ﻿ート

G4516A 68xx 用外部コントロ﻿ーラ サポ﻿ート

G4517A 6890 Plus カ﻿ードア﻿ップグレ﻿ード サポ﻿ート

G4520A バ﻿ーコ﻿ードリ﻿ーダ﻿ー/ミキサ﻿ー付きトレ
イ

サポ﻿ート

G4521A 大容量シリンジキ﻿ャリア サポ﻿ート

G4522A 冷却アクセサリ サポ﻿ート

表 43: 7683A GC オ﻿ートサンプラ

製品番号 説明 サポ﻿ートステ﻿ートメント

G2613A
G2614A
G2615A

7683A インジ﻿ェクタ
トレイ
バ﻿ーコ﻿ードリ﻿ーダ﻿ー/ミキサ﻿ー

サポ﻿ート﻿、8860﻿、8890﻿、9000 GC とは
互換性なし

表 44: 7683B GC オ﻿ートサンプラ

製品番号 説明 サポ﻿ートステ﻿ートメント

G4516A
G2912A
G2913A
G2614A
G2615A

ALS コントロ﻿ーラボ﻿ード（﻿6890 Plus
GC 用﻿）
6890 用 ALS コントロ﻿ーラ
7683B インジ﻿ェクタ
トレイ
バ﻿ーコ﻿ードリ﻿ーダ﻿ー/ミキサ﻿ー

サポ﻿ート﻿、
8860 シリ﻿ーズ﻿、
8890 シリ﻿ーズ﻿、
Intuvo 9000 GC システムとは互換性な
し

表 45: サンプリングアクセサリ

製品番号 説明 サポ﻿ートステ﻿ートメント

G3535A GC ガス化装置 サポ﻿ート

G3541A GC サンプルセレクタ サポ﻿ート
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表 46: 7650 および G2880A GC オ﻿ートサンプラ

製品番号 説明 サポ﻿ートステ﻿ートメント

G4567A 7650A ALS インジ﻿ェクタ • GC ごとに 7650 1 台のみ
• フロントまたはバ ﻿ック注入口で操作
• 7890 には追加のハ﻿ードウ﻿ェアは不要
• 2 台目の 7693A オ﻿ートインジ﻿ェクタと一緒に取

り付けおよび操作可能 ﻿、7820A でのデ﻿ュアル注
入は不可

• 7693A 150 バイアルトレイとは互換性なし
• 6850 および 6890 GC とは互換性なし

G2880A インジ﻿ェクタ サポ﻿ート﻿、6850 GC の場合のみ

ag-textnode-version-id: 18014401483603595ag-textnode-base-id: 2974121611

Agilent ヘ﻿ッドスペ﻿ースサンプラサンポ﻿ート

表 47: 7697A ヘ﻿ッドスペ﻿ースサンプラ

製品番号 説明 サポ﻿ートステ﻿ートメント

G4556A 12 バイアル サポ﻿ート
PTV 注入口ではサポ﻿ートなし

G4557A 111 バイアル サポ﻿ート

G4561A 111 バイアル用バ﻿ーコ﻿ード
リ﻿ーダ﻿ー

サポ﻿ート

G4562A キ﻿ャリアガス EPC モジ﻿ュ﻿ー
ル

サポ﻿ート

G4565A 冷却プレ﻿ート/トレイアセン
ブリ

111 バイアルではサポ﻿ート（﻿G4557A﻿）
12 バイアルではサポ﻿ートなし

表 48: 8697 ヘ﻿ッドスペ﻿ースサンプラ

製品番号 説明 サポ﻿ートステ﻿ートメント

G4511A 8697 ヘ﻿ッドスペ﻿ース サポ﻿ート
GC タ﻿ッチスクリ﻿ーンによる機器コントロ﻿ール
（﻿8890﻿、8860﻿、Intuvo 9000 GC﻿）
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表 49: G1888 ヘ﻿ッドスペ﻿ース

製品番号 説明 サポ﻿ートステ﻿ートメント

G1888A 70 バイアル G1888 ヘ﻿ッドス
ペ﻿ース

サポ﻿ートされていません

ヘ﻿ッドスペ﻿ースドライバ﻿ーバ﻿ージ﻿ョン 4﻿.x をインスト﻿ールすると﻿、B﻿.01﻿.09 以前
のヘ﻿ッドスペ﻿ースドライバ﻿ーがアンインスト﻿ールされます﻿。G1888 と共に機器
をコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンすると﻿、G1888 ドライバ﻿ーがインスト﻿ールされておら
ず﻿、G1888 がコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンから除外されるというエラ﻿ーメ﻿ッセ﻿ージが
表示されます﻿。

ag-textnode-version-id: 54043198502571275ag-textnode-base-id: 2974125323

Agilent PAL サンプラサポ﻿ート

表 50: Agilent CTC PAL-3 オ﻿ートサンプラ（ ﻿Agilent GC 用﻿）

製品番号 説明 サポ﻿ートステ﻿ートメント

G7366A
G7367A
G7368A
G7370A

PAL3 LSI 85 オ﻿ートサンプラ
PAL3 RSI 85 オ﻿ートサンプラ
PAL3 RSI 120 オ﻿ートサンプラ
PAL3 RTC 120 オ﻿ートサンプラ

すべての GC プラ﻿ットフ﻿ォ﻿ームでサポ﻿ー
ト﻿。
追加のサンプラではサポ﻿ートなし

G7366B
G7367B
G7368B
G7370B

PAL3 シリ﻿ーズ II LSI 85
PAL3 シリ﻿ーズ II RSI 85
PAL3 シリ﻿ーズ II RSI 120
PAL3 シリ﻿ーズ II RTC 120

8890﻿、8860﻿、7890﻿、7820﻿、6890﻿、
6850 GC ではサポ﻿ート﻿。
追加のサンプラではサポ﻿ートなし

Agilent PAL-xt サンプラはサポ﻿ート対象外です﻿。ベストエフ﻿ォ﻿ートベ﻿ースでのみ
サポ﻿ートされます﻿。Agilent では﻿、これらのデバイスに対する不具合の修正﻿、機
能強化﻿、または積極的なサポ﻿ートは提供しません﻿。これらのデバイスは﻿、
OpenLab CDS 3﻿.0 のソフトウ﻿ェアで利用できる場合があります﻿。

表 51: Agilent PAL-xt サンプラ（ ﻿Agilent GC 用﻿）

製品番号 説明 サポ﻿ートステ﻿ートメント

G6500 液体およびヘ﻿ッドスペ﻿ース用 Combi-
PAL

8890﻿、8860﻿、7890﻿、7820﻿、6890﻿、
6850 GC ではサポ﻿ート
FW はドライバ﻿ー B﻿.01﻿.08﻿.1 以降を使
用して 2﻿.6﻿.8 へ移行可能
GC ALS とは互換性なし﻿。

G6501 Combi-PAL﻿、液体注入のみ

G6502 液体注入専用 GC-PAL
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製品番号 説明 サポ﻿ートステ﻿ートメント

G6509 Combi-PAL﻿、120 cm レ﻿ール﻿、液体注
入のみ

G6501B Agilent GC サンプラ 80 - レ﻿ールシステ
ム

8890﻿、8860﻿、7890﻿、7820﻿、6890﻿、
6850 GC システムではサポ﻿ート﻿。
FW 4﻿.3﻿.0 はドライバ﻿ー B﻿.01﻿.08﻿.1 以降
を使用
GC ALS とは互換性なし﻿。

G6502B Agilent GC インジ﻿ェクタ 80 - レ﻿ールシ
ステム

G6509B Agilent GC サンプラ 120 - レ﻿ールシス
テム

ag-textnode-version-id: 2974129035ag-textnode-base-id: 2974129035

Mini TD （﻿熱脱着装置﻿）

表 52: G2880A

製品番号 説明 サポ﻿ートステ﻿ートメント

7667A Mini TD （﻿熱脱着装置﻿） サポ﻿ート
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ag-textnode-version-id: 9007202228837515ag-textnode-base-id: 2974096523

Agilent GC/MS 機器サポ﻿ート

ag-textnode-version-id: 27021600780469899ag-textnode-base-id: 3016246923

推奨されるフ﻿ァ﻿ームウ﻿ェア

ドライバ﻿ーパ﻿ッケ﻿ージに付属している最新の MS フ﻿ァ﻿ームウ﻿ェアをインスト﻿ー
ルしてください﻿。
サポ﻿ートされる GC/MS フ﻿ァ﻿ームウ﻿ェアは﻿、OpenLab CDS のインスト﻿ール後の
Program Files (﻿x86﻿) > Agilent Technologies > OpenLab Acquisition > GCMS >
Firmware で確認できます﻿。適切な MS フ﻿ォルダ﻿ー（﻿5977 または 5975﻿）を開
き﻿、msupdate﻿.exe を実行して MS フ﻿ァ﻿ームウ﻿ェアをア﻿ップグレ﻿ードしてくださ
い﻿。
あるいは﻿、SmartCard 3﻿.3 と連携が可能な現フ﻿ァ﻿ームウ﻿ェアのア﻿ップデ﻿ート
ツ﻿ール（﻿FTP と Telnet の有効化不要﻿）が﻿、OpenLab CDS 3﻿.0 メデ﻿ィア上の
\Setup\Tools\Firmware\GCMS で利用できます﻿。このフ﻿ォルダ﻿ーをロ﻿ーカルド
ライブにコピ﻿ーし﻿、適切な MS フ﻿ォルダ﻿ー（﻿5975 または 5977﻿）を開き﻿、
MSUpdate2﻿.exe を実行して MS フ﻿ァ﻿ームウ﻿ェアをア﻿ップグレ﻿ードしてください﻿。

ag-textnode-version-id: 45035999248758027ag-textnode-base-id: 2975053067

GC/MS モジ﻿ュ﻿ール

表 53 Agilent GC/MS シングル四重極シリ﻿ーズモジ﻿ュ﻿ールの互換性ステ﻿ートメン
ト 82ページ   は﻿、Agilent GC/MS シングル四重極シリ﻿ーズモジ﻿ュ﻿ールと
OpenLab CDS 3﻿.0 との互換性をまとめたものです﻿。

表 53: Agilent GC/MS シングル四重極シリ﻿ーズモジ﻿ュ﻿ールの互換性ステ﻿ートメント

モデル番号 / シ
リ﻿ーズ

説明 互換性ステ﻿ートメント

5973 GC/MS フ﻿ァミリ﻿ー サポ﻿ートなし

5975A
5975B
5975C
5975E

MS システム サポ﻿ート 1

GC/MS ドライバ﻿ー A﻿.01﻿.02 を追加し
た CI

5975T 一体型 GC/MS サポ﻿ートなし
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モデル番号 / シ
リ﻿ーズ

説明 互換性ステ﻿ートメント

5977A
5977B
5977E

MS システム
サポ﻿ート 1

GC/MS ドライバ﻿ー A﻿.01﻿.02 を追加し
た CI

5977C MS システム サポ﻿ート 1

質量範囲（﻿0﻿.6-1091﻿）を拡張する場合
は GC/MS ドライバ﻿ーバ﻿ージ﻿ョン
1﻿.5 以降が必要

1 操作の継続性およびフ ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーはサポ﻿ートされていません ﻿。これらの機器の場合 ﻿、フ﻿ェイ
ルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードでは測定を開始しません﻿。システムが操作の継続に入 ﻿った場合には ﻿、実行中の
シ﻿ーケンスは中断されます﻿。

GC は GC/MS システムの一部としてサポ﻿ートされます - Agilent GC システムお
よびサンプラサポ﻿ート 76ページ  を参照してください﻿。
オ﻿ートサンプラ﻿、PAL サンプラおよびヘ﻿ッドスペ﻿ースは GC/MS システムの一
部としてサポ﻿ートされます - Agilent GC オ﻿ートサンプラサポ﻿ート 77ページ  ﻿、
Agilent ヘ﻿ッドスペ﻿ースサンプラサンポ﻿ート 79ページ  ﻿、または Agilent PAL サ
ンプラサポ﻿ート 80ページ   をそれぞれ参照してください﻿。
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ag-textnode-version-id: 27021600739262091ag-textnode-base-id: 2975039115

その他のサポ﻿ートする Agilent 機器

OpenLab CDS の最新リビジ﻿ョンと接続できるその他の Agilent 機器またはモ
ジ﻿ュ﻿ール﻿：

表 54: その他の Agilent モジ﻿ュ﻿ール

モデル番号 説明 サポ﻿ートステ﻿ートメント

35900E
35900E（﻿シリ﻿ーズ II﻿）

35900 A/D インタ﻿ーフ﻿ェイス サポ﻿ート

SS420x A/D コンバ﻿ータ サポ﻿ート
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ag-textnode-version-id: 72057597012958091ag-textnode-base-id: 2975030155

Agilent 以外の機器

OpenLab CDS は﻿、さまざまなベンダ﻿ーが提供する LC﻿、GC﻿、LC/MS﻿、および
GC/MS システムの機器コントロ﻿ールに包括的に対応しています﻿。
サポ﻿ートされる機器のリストは﻿、https﻿://www﻿.agilent﻿.com/en/support/
software-informatics/openlab-software-suite/chromatography-data-systems/
faq-what-instruments-are-supported-in-openlab-cds  から入手できます﻿。
www﻿.agilent﻿.com から﻿、「 ﻿FAQ﻿: What instruments are supported in OpenLab
CDS﻿? ﻿」を検索します﻿。

注記 Agilent 以外のドライバ﻿ーのサポ﻿ートマトリ﻿ックスは頻繁に変更される可能性が
あります﻿。
https﻿://agilent﻿.flexnetoperations﻿.com から PDF 形式で入手できる OpenLab CDS
Non-Agilent Compatibility Matrix  を確認してください - OpenLab Software >
OpenLab Add-ons からアクセスします﻿。

注記 必ず https﻿://agilent﻿.flexnetoperations﻿.com から入手できる最新の機器ドライ
バ﻿ーをダウンロ﻿ードして﻿、Agilent 以外の機器を制御してください﻿。

https://www.agilent.com/en/support/software-informatics/openlab-software-suite/chromatography-data-systems/faq-what-instruments-are-supported-in-openlab-cds
https://www.agilent.com/en/support/software-informatics/openlab-software-suite/chromatography-data-systems/faq-what-instruments-are-supported-in-openlab-cds
https://www.agilent.com/en/support/software-informatics/openlab-software-suite/chromatography-data-systems/faq-what-instruments-are-supported-in-openlab-cds
https://agilent.flexnetoperations.com
https://agilent.flexnetoperations.com
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ag-textnode-version-id: 27021600738367755ag-textnode-base-id: 2974144779

6 Agilent ソフトウ﻿ェアとの互換性

ag-textnode-version-id: 99079194776304907ag-textnode-base-id: 2974153995

OpenLab CDS システムの互換性

表 55: OpenLab CDS 3﻿.0 システムの互換性

コンポ﻿ーネント サポ﻿ートするリビジ﻿ョン コメント

OpenLab Basic Server 2﻿.8 FP01  1 サポ﻿ート 2 3 ﻿。
LC/(﻿Q-﻿)TOF または MassHunter デ﻿ータ解析で
はサポ﻿ートされていません

OpenLab Server 2﻿.8 FP01  1 サポ﻿ート 2 3

OpenLab ECM XT 2﻿.8 FP01  1 サポ﻿ート 2 3

OpenLab CDS 2﻿.6﻿、2﻿.7 ア﻿ップグレ﻿ード時はサポ﻿ート

2﻿.8 定常状態の使用でサポ﻿ート
CDS v2﻿.8 と CDS v3﻿.0 の混合コンフ﻿ィグレ﻿ー
シ﻿ョンは﻿、ア﻿ップグレ﻿ード中のみサポ﻿ートさ
れます﻿。

OpenLab ECM 3﻿.6 ECM でのCDS デ﻿ータの使用についての詳細
は﻿、ECM ドキ﻿ュメントに記載しています﻿。
一部の検索機能では 3﻿.6 Update 2 以降が必要
です﻿。

Shared Services サ﻿ー
バ﻿ー

3﻿.8 4

Framework 1﻿.9 による
OpenLab CDS と OpenLab ECM との組み合わせ
のみ﻿。
OpenLab CDS でコンテンツ管理ソリ﻿ュ﻿ーシ﻿ョ
ンを使用しない OpenLab Shared Services
Server のスタンドアロンの展開（﻿すなわち分
散ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン﻿）はサポ﻿ートされてい
ません﻿。

Agilent Framework 1﻿.9 4 Shared Services 3﻿.8﻿、Data Repository﻿、
Storage Abstraction﻿、Reverse Proxy﻿、Activity
log 検索インデ﻿ックス﻿、およびサ﻿ービスを含む

SLIMS 7﻿.2 5 サポ﻿ート
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1 v2﻿.8 with Feature Pack 01（﻿FP01﻿）
2 CDS 3﻿.0 を 2﻿.8 FP01 サ﻿ーバ﻿ーに接続する際には﻿、OpenLab CDS Server コンポ ﻿ーネントが必要で

す﻿。
3 クライアント PC から TLS 1﻿.2 接続を実施します（﻿Import Scheduler や Import Services など﻿） ﻿。

それぞれのクライアント OS では﻿、特に ﻿.Net Framework 2/3﻿.5 および ﻿.NET Framework >= 4﻿.5 の場
合に TLS 1﻿.2 接続が確立できるようにする必要があります﻿。

4 OLSS 3﻿.8 / FW 1﻿.9 は﻿、OpenLab Server 2﻿.8 Feature Pack 01 でインスト ﻿ールされます
5 最新版の互換性については ﻿、SLIMS / OpenLab 同期ドキ﻿ュメントをご確認ください ﻿。

注記 ネ﻿ットワ﻿ークワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン（﻿AIC 機能をクライアントにインスト﻿ール﻿）
では﻿、すべてのコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンですべてのアドオンがサポ﻿ートされると
は限りません﻿。詳細については﻿、アドオンソフトウ﻿ェアの製品ドキ﻿ュメントを
参照してください﻿。
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ag-textnode-version-id: 18014412778450443ag-textnode-base-id: 14268968459

デ﻿ータ解析アプリケ ﻿ーシ ﻿ョン

OpenLab CDS に﻿、外部デ﻿ータ解析アプリケ﻿ーシ﻿ョンをインスト﻿ールすると﻿、シ
ステムの拡張が可能です﻿。OpenLab CDS ベ﻿ースの自動化に組み込むことができ
ます（﻿分析の一部に含めることが可能﻿）﻿。

表 56: OpenLab CDS でテストされたデ ﻿ータ解析製品

DA アプリケ﻿ーシ﻿ョン リビジ﻿ョン サポ﻿ートス
テ﻿ートメント

コメント

BioConfirm MassHunter 14﻿.0 サポ﻿ート OpenLab CDS と ECM 3﻿.x の
組み合わせ﻿、Workstation
アドバンスドフ﻿ァイルシス
テム (﻿AFS﻿) ではサポ﻿ートさ
れていません﻿。

MassHunter Qualitative Analysis 14﻿.0 サポ﻿ート

MassHunter Quantitative Analysis n/a サポ﻿ートなし -

注記 Qual と BioConfirm は個﻿々に使用可能
両方のインスト﻿ールを推奨しますが﻿、必須ではありません﻿。MHDA コンポ﻿ーネ
ントが適切なロケ﻿ーシ﻿ョンにインスト﻿ールされていない場合﻿、一部の機能が制
限されることがあります﻿。
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ag-textnode-version-id: 99079194777304075ag-textnode-base-id: 2975153163

サポ﻿ートするコンテンツ管理コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン

表 57: OpenLab CDS で利用可能なコンテンツ管理コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン

コンテンツ管理 OpenLab Shared Services コメント

OpenLab Basic Server OpenLab サ﻿ーバ﻿ーに付属 LC/(﻿Q-﻿)TOF または MassHunter デ﻿ータ
解析ではサポ﻿ートされていません
任意のデ﻿ータシステムで最大 4 台の機
器をコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン可能

OpenLab Server OpenLab サ﻿ーバ﻿ーに付属 サポ﻿ート

OpenLab ECM XT OpenLab ECM XT に付属 サポ﻿ート

OpenLab ECM 3﻿.x OpenLab Shared Services
Server 3﻿.8

LC/(﻿Q-﻿)TOF または MassHunter デ﻿ータ
解析ではサポ﻿ートされていません
キ﻿ャパシテ﻿ィ要件についての詳細は﻿、
ECM 要件ガイドを参照してください﻿。

サポ﻿ートされるサ﻿ーバ﻿ーコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンについては﻿、OpenLab ECM XT/
OpenLab Server のマニ﻿ュアルを参照してください﻿。

複数製品が混在するコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン
OpenLab CDS と他の Agilent CDS 製品が混在する環境は﻿、ストレ﻿ージバ﻿ックエ
ンドとの互換性に従いサポ﻿ートされています﻿。

製品 リビジ﻿ョン サポ﻿ートステ﻿ートメント

OpenLab ChemStation LTS 01﻿.11 OpenLab Server﻿、ECM XT﻿、または
ECM 3﻿.x では﻿、OpenLab ChemStation
の互換性に従いサポ﻿ート

MassHunter LC/MS または GC/MS 測定 OpenLab Server﻿、ECM XT では﻿、
MassHunter の互換性に従いサポ﻿ート

混合環境の場合 – MassHunter とは﻿、MassHunter LC/MS 測定﻿、または
MassHunter GC/MS 測定﻿、および﻿、サポ﻿ートされるすべての MassHunter デ﻿ー
タ解析（﻿MassHunter Quantitative Analysis または MassHunter Qualitative
Analysis など﻿）を含むシステムを指します﻿。"CDS＋MassHunter DA" のリリ﻿ー
スにより﻿、一部のコンポ﻿ーネントは﻿、MassHunter 環境としても "OpenLab CDS
＋MHDA" 環境としても使用できます﻿。
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OpenLab Server/
ECM XT

OpenLab CDS と OpenLab ChemStation が﻿、同じ OpenLab Server/OpenLab
ECM XT に接続できる場合﻿、混合環境がサポ﻿ートされます﻿。
混合環境設計の詳細については﻿、Agilent のホワイトペ﻿ーパ﻿ー Mixed
Environment Support in OpenLab CDS を参照してください﻿。複数製品が混在
するコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンでサポ﻿ートされる OpenLab CDS バ﻿ージ﻿ョンの詳細
については﻿、Agilent の担当者に確認してください﻿。

OpenLab ECM OpenLab CDS は OpenLab ECM v3﻿.6 以降と組み合わせ Agilent OpenLab Shared
Services Server 経由でコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンすることで﻿、さまざまなデ﻿ータシ
ステムを含む環境で操作できます﻿。OpenLab ChemStation LTS は個別の Shared
Services サ﻿ーバ﻿ー経由で OpenLab ECM に接続できます﻿。
詳細については﻿、『Configuring OpenLab CDS with OpenLab ECM
(﻿CDS_v3﻿.0_configure-with-ECM_en﻿.pdf﻿, D0141678﻿)』を参照してください﻿。
コンテンツ管理ソリ﻿ュ﻿ーシ﻿ョンを使用しない OpenLab Shared Services Server
のスタンドアロンの展開は OpenLab CDS ではサポ﻿ートされていません﻿。

https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_configure-with-ECM_en.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_configure-with-ECM_en.pdf
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ag-textnode-version-id: 54043198503603595ag-textnode-base-id: 2975157643

互換性のあるライブラリとデ﻿ータベ﻿ース

以下に記載するライブラリとデ﻿ータベ﻿ースは﻿、バ﻿ージ﻿ョン 3﻿.0 の OpenLab CDS
と互換性があります﻿。

注記 分散環境の場合﻿、MS Search と NIST library のバ﻿ージ﻿ョンはすべてのクライア
ントおよび AIC で一致していなければなりません﻿。

NIST MS Search/ NIST Library

サポ﻿ート﻿：
• 3﻿.0 / NIST23

このライブラリは NIST MS Search に付属してきます﻿。

以下に対する下位互換性を確保
• 2﻿.4 / NIST20
• 2﻿.3 / NIST17
• 2﻿.3 / NIST17 Demo

適切な NIST 形式のライブラリを NIST MS Search で開いて﻿、名前検索などの基
本的な検索を実行できます﻿。
NIST MS Search および Demo Library は https﻿://chemdata﻿.nist﻿.gov/ からダウン
ロ﻿ードできます﻿。

Wiley/NIST MS Library

サポ﻿ートするリリ﻿ース﻿：
• W23/NIST23
• W12/NIST20
• W11/NIST17

https://chemdata.nist.gov/
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ag-textnode-version-id: 18014401483631755ag-textnode-base-id: 2974149771

サポ﻿ートする Agilent ソフトウ﻿ェアアドオン

Agilent アドオンソフトウ﻿ェアは OpenLab CDS コンポ﻿ーネントと共存できるよ
うにな﻿っています﻿。詳細については﻿、各製品情報を参照してください﻿。
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ag-textnode-version-id: 18014412820709259ag-textnode-base-id: 14311227275

7 付録

ag-textnode-version-id: 72057597012098571ag-textnode-base-id: 2974170635

フ﻿ァイアウ﻿ォ﻿ールの設定

OpenLab CDS があるネ﻿ットワ﻿ーク上でサ﻿ードパ﻿ーテ﻿ィ製のフ﻿ァイアウ﻿ォ﻿ールま
たはウ﻿ィルス対策ソフトを使用している場合﻿、このセクシ﻿ョンに記載される
フ﻿ァイアウ﻿ォ﻿ールポ﻿ートは﻿、OpenLab CDS のシステムコンポ﻿ーネント間の通信
を可能にするため他のアプリケ﻿ーシ﻿ョンで使用しないようにしてください﻿。コ
ンポ﻿ーネントの通信はこれらの通信チ﻿ャンネルに依存するため﻿、ワ﻿ークステ﻿ー
シ﻿ョンと同様にクライアント/サ﻿ーバ﻿ートポロジ﻿ーにも適用されます﻿。
ロ﻿ーカルポ﻿ートは内部通信に使用されます﻿。フ﻿ァイアウ﻿ォ﻿ールで開放する必要
はありません

以降の表で使用される用語
• ATS﻿：Audit Trail Service
• CertSvc﻿：Certificate Service
• CM﻿：OpenLab CDS v2﻿.7 以前のコンテンツ管理コンポ﻿ーネント
• DCS﻿：Data Collection Service
• DR﻿： Data Repository
• OLSS﻿：OpenLab Shared Services

注記 サ﻿ーバ﻿ーで開放する必要があるポ﻿ートは﻿、サ﻿ーバ﻿ーに接続する最も古いクライ
アントの OLSS/PL/FW バ﻿ージ﻿ョンによ﻿って決まります﻿。OpenLab CDS 2﻿.8 以降
を新規インスト﻿ールする場合に限り﻿、v2﻿.7 以前の列に記載されたポ﻿ートは不要
となり﻿、手動で閉じることができます﻿。
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注記 太字の番号は﻿、そのポ﻿ートがセキ﻿ュリテ﻿ィで保護されたシステムにおいて必要
であることを示します﻿。
太字のポ﻿ートが古いシステムの列に記載されている場合﻿、そのポ﻿ートは﻿、混在
システムで古いクライアント/サ﻿ーバ﻿ーとの下位互換性を確保するために必要です﻿。

ag-textnode-version-id: 117093593285813643ag-textnode-base-id: 2974180747

OpenLab Server / OpenLab ECM XT

注記 複数製品が混在する分散コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンの場合（﻿クライアントまたは
サ﻿ーバ﻿ー﻿）﻿、レガシ﻿ーバ﻿ージ﻿ョンで必要なポ﻿ートも開いて利用可能にする必要
があります﻿。OpenLab インスト﻿ーラの System Preparation Tool（﻿SPT﻿）がイン
スト﻿ール時にポ﻿ートを確認し﻿、v2﻿.6 を含めて適用するフ﻿ァイアウ﻿ォ﻿ールの規則
を設定し﻿、ア﻿ップグレ﻿ード時に混合モ﻿ードのコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンを可能にし
ます﻿。
サ﻿ーバ﻿ーで開放する必要のあるポ﻿ートは﻿、サ﻿ーバ﻿ーに接続する最も古いクライ
アントの OpenLab Shared Services（﻿Framework﻿）のバ﻿ージ﻿ョンによ﻿って決まり
ます﻿。

下記のクライアントソフトウ﻿ェアには﻿、v2﻿.6 以前のバ﻿ージ﻿ョンで指定された
ポ﻿ートが必要です﻿。
• MassHunter Acquisition LC/MS TOF/QTOF 11﻿.0﻿、12﻿.0﻿、12﻿.1
• MassHunter Acquisition LC/MS TQ 12﻿.0﻿、12﻿.1﻿、12﻿.2
• MassHunter GC/MS Acquisition 13﻿.0
• MassHunter Quantitative Analysis 11﻿.0﻿、12﻿.0﻿、12﻿.1
• MassHunter Qualitative Analysis 13﻿.0

表 58: OpenLab Server - 受信の規則

アプリケ﻿ー
シ﻿ョン

v2﻿.8 以降 v2﻿.7 ポ﻿ート v2﻿.6 以前 リモ﻿ート
システム

コメント/説明

ポ﻿ート

OpenLab
Reverse
Proxy﻿： YARP

HTTPS ﻿:443/ - - 1 - - 1 - Reverse Proxy

OLSS
Diagnostics

HTTPS 443 HTTPS 443 TCP 3424 クライア
ント﻿、
AIC﻿、サ﻿ー
バ﻿ー

診断ログの収集に使用
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アプリケ﻿ー
シ﻿ョン

v2﻿.8 以降 v2﻿.7 ポ﻿ート v2﻿.6 以前 リモ﻿ート
システム

コメント/説明

ポ﻿ート

Data Collection
Service 2

HTTPS ﻿:443/
openlab/
dcs

HTTPS

HTTP

﻿:443/
openlab/
dcs

6328

HTTPS

HTTP

52088

6328

任意
ChemStati
on
ECM XT
Server

DCS レガシ﻿ーポ﻿ート
（﻿ChemStation および
CDS 2﻿.4 またはそれ以前﻿）
ECM XT

DR PostgreSQL
Server

TCP 5432 TCP 5433 TCP 5433 DR サ﻿ービ
ス

Sample Scheduler クライ
アント またはコンフ ﻿ィグ
レ ﻿ーシ ﻿ョンで必要
デ﻿ータベ﻿ースポ﻿ートフ﻿ァ
イアウ﻿ォ﻿ールル﻿ールが DR
のインスト﻿ール時に適用
DR/PG に接続しているす
べての内部および外部ア
プリケ﻿ーシ﻿ョン + サ﻿ービ
スで使用﻿：DCS﻿、Audit
Trail Service﻿、Test
Services﻿、Sample
Scheduler Client など

OLSS Server ﻿:
OpenLab
Distributed
Cache Service -
スケ﻿ーラブル
トポロジ﻿ー 3

TCP 5701﻿、
5702﻿、
5703

- n/a - n/a OLSS サ﻿ー
バ﻿ー（﻿ス
ケ﻿ーラブ
ルトポロ
ジ﻿ーの
み﻿）

Shared Services
Instrument Status Caching
- スケ﻿ーラブルトポロジ﻿ー
のみ﻿。これらは他のクラ
スタ ﻿ーノ ﻿ードからの受信
トラフ ﻿ィ ﻿ックのみ可能に
してください ﻿。

OLSS Server TCP 6570 TCP 6570 TCP 6570 クライア
ント﻿、AIC

OpenLab License Flexera
Server

HTTPS -
WCF

6577 HTTPS -
WCF

6577 TCP -
WCF

6577 クライア
ント﻿、AIC

OpenLab Shared Services
WCF API

HTTPS 443
8084

HTTPS 443
8084

TCP 8084 クライア
ント﻿、AIC

ライセンス API

HTTP 8085 -
8099

HTTP 8085 -
8099

HTTP 8085 -
8099

クライア
ント﻿、AIC

OpenLab ライセンス表示
専用 Web UI﻿。デフ﻿ォルト
は 8090 です﻿。8090 が使
用中の場合は他のポ﻿ート
を使用できます﻿。

8096 8096 OpenLab ECM と併用

TCP 27000 -
27009

TCP 27000 -
27009

TCP 27000 -
27009

クライア
ント﻿、AIC

OpenLab License Server
(﻿Flexera﻿)



7 付録
フ﻿ァイアウ﻿ォ﻿ールの設定

OpenLab CDS の要件とサポ﻿ートする機器 96

アプリケ﻿ー
シ﻿ョン

v2﻿.8 以降 v2﻿.7 ポ﻿ート v2﻿.6 以前 リモ﻿ート
システム

コメント/説明

ポ﻿ート

OLSS Server﻿：
REST API

HTTP
HTTPS

6625 4

443
HTTP
HTTPS

6625 4

443
HTTP
HTTPS

6625
443

クライア
ント﻿、AIC

SSL 終了﻿：Shared
Services REST API﻿、ライ
センスサポ﻿ートサ﻿ービス
REST API

ライセンス HTTPS 7071 - n/a - n/a エンタ﻿ー
プライズ
(﻿スケ﻿ーラ
ブルトポ
ロジ﻿ー﻿)
ロ﻿ードバ
ランサ﻿ー
（﻿LB﻿）専
用

エンタ﻿ープライズ LB の
LIC2 バ﻿ックエンドサ﻿ービ
ス﻿。クライアント表示な
し﻿。呼び出し側が LB を介
してポ﻿ート 443 で https﻿://
lic2﻿.<customer-domain> を
設定します﻿。LB を介さず
にポ﻿ート 7071 を解放しな
いでください﻿。

Backup and
Restore

HTTP 8045
8046

HTTP 8045
8046

HTTP 8045
8046

サ﻿ー
バ﻿ー﻿、
WS/WS+

Backup Notification
Service
Backup Task Status Cache
Service

OpenSearch HTTPS 9200 - - 1 - - 1 Server﻿,
Search-
Server﻿,
WS/WS+

OpenSearch の REST API
が必要 ﻿: 検索サ﻿ーバ﻿ー を
利用するセキ﻿ュアな環境

冗長ライセン
ス

TCP 27009 - - 1 - - 1 受信サ﻿ー
バ﻿ー

サ﻿ーバ﻿ー間のライセンス
クラスタリングに必要﻿。

OpenLab
Forward Proxy

TCP 52081 - - 1 - - 1 プライベ﻿ートインタ﻿ー
フ﻿ェ﻿ースのみ

以下にリストされたポ ﻿ートは﻿、ア﻿ップグレ﻿ードシナリオ﻿、または OpenLab CDS 2﻿.7 またはそれ以前のバ ﻿ージ﻿ョンを使用し
ているアプリケ ﻿ーシ﻿ョンでのみ使用されます﻿。

コンテンツ管
理 PostgreSQL
Server

ア﻿ップグレ﻿ードの
み

TCP 5432 TCP 5432 Alfresco セキ ﻿ュリテ ﻿ィで保護され
た PostgreSQL システム
で必要
デ﻿ータベ﻿ースアクセス用

CM Server 5 - - 1 FTP 21 FTP 21 任意 オプシ﻿ョン - FTP サ﻿ービス
が OpenLab Server でオン
にな﻿っている場合のみ﻿。
デフ﻿ォルトではオフに
な﻿っています﻿。

OpenLab
Reverse Proxy
Apache HTTPD

- - 1 HTTP ﻿:80/ HTTP ﻿:80/ 任意 OpenLab Reverse Proxy

HTTPS ﻿:443/ HTTPS ﻿:443/ 任意
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アプリケ﻿ー
シ﻿ョン

v2﻿.8 以降 v2﻿.7 ポ﻿ート v2﻿.6 以前 リモ﻿ート
システム

コメント/説明

ポ﻿ート

Test Services
Central
Management
Service

- - 1 HTTPS ﻿:443/ HTTPS ﻿:443/ 任意 Central Management
Service は Test Services の
スケジ﻿ュ﻿ーリングと電子
メ﻿ール通知を管理﻿。

Test Services
Web Service
（﻿REST API お
よびウ﻿ェブサ
イト﻿）

バ﻿ージ﻿ョン 2﻿.8 以
降﻿、このル﻿ートは
廃止されます﻿。

HTTPS ﻿:443/
testservic
es/
﻿:443/
openlab/
ca/

HTTPS 9092 任意 以前は QualA でした﻿。コ
ンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンツ﻿ー
ルを使用してポ﻿ート番号
を変更できます﻿。

RabbitMQ
Server

TCP 4369 6

5671 6

15671 6

TCP 4369 6

5671 6

15671 6

TCP 4369
5671
15671

任意
サ﻿ー
バ﻿ー﻿、ク
ライアン
ト

Peer discovery サ﻿ービス﻿、
RabbitMQ ノ﻿ードおよび
CLI ツ﻿ールにより使用
AMQP ポ﻿ート﻿、HTTPS
RabbitMQ Management
UI﻿：HTTPS

CM Server 5 - - 1 HTTP 5701Foot
note﻿: Run
the
System
Preparatio
n Tool

TCP 5701 クラス
タ﻿ーサ﻿ー
バ﻿ー

ノ﻿ード間の OpenLab ス
ケ﻿ーラブルサ﻿ーバ﻿ー

OLSS Server - - 1 - - 1 HTTP 6624 クライア
ント﻿、
AIC﻿、その
他

V2﻿.6 までの Shared
Services REST API﻿、ライ
センスサポ﻿ートサ﻿ービス
REST API

CM Server 5 - - 1 HTTP ロ﻿ーカル
ホスト﻿：
8006

HTTP 8006 CM 用内
部

コンテンツ管理サ﻿ーバ﻿ー

HTTPS 8443 HTTPS 8443 CM およ
びイン
デ﻿ックス
サ﻿ーバ﻿ー

インデ﻿ックスサ﻿ービス用
OpenLab Server ウ﻿ェブサ
イトおよび REST API

CM Search
Service 7 5

- - 1 HTTPS 8983 HTTPS 8983 インデ﻿ッ
クスサ﻿ー
バ﻿ー

検索サ﻿ービス

CM Server 5 - - 1 HTTP ロ﻿ーカル
ホスト﻿：
9083

HTTP 9083 内部 OpenLab Server ウ﻿ェブサ
イトおよび REST API﻿、リ
バ﻿ースプロキシ経由のア
クセスのみ
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アプリケ﻿ー
シ﻿ョン

v2﻿.8 以降 v2﻿.7 ポ﻿ート v2﻿.6 以前 リモ﻿ート
システム

コメント/説明

ポ﻿ート

Reverse Proxy
Configuration
Service 8

- - 1 HTTP 12876 HTTP 12876 内部
（﻿ロ﻿ーカ
ルホスト
のみアク
セス可
能﻿）

インスト﻿ール後に無効
Reverse Proxy
Configuration Service が
REST API を提供してリ
バ﻿ースプロキシサ﻿ーバ﻿ー
を設定﻿。

Sample
Scheduler
Webserver﻿、
Orchestrator﻿、
DB-
Management

- - 1 HTTPS 443 HTTPS 52088 任意

DCS 9

CertSvc 10

ATS
OLSS Server

- - 1 11 HTTPS

HTTPS

﻿:443/
openlab/
dcs

/openlab/
certservic
e/

HTTPS

HTTPS

52088

52088

任意 古いクライアント/サ﻿ー
バ﻿ーとの下位互換性用に
必要
Audit Trail Service
Data Collection Service

Certificate Service﻿：
• 内部通信に必要
• 受信トラフ﻿ィ﻿ック用の

セキ﻿ュリテ﻿ィで保護さ
れたコンフ﻿ィグレ﻿ー
シ﻿ョンでは不要

1 不要﻿。
2 このポ﻿ートの「﻿プログラム﻿」プロパテ﻿ィを「﻿任意﻿」に設定
3 C﻿:\Program Files\OpenLab Distributed Cache\Hazelcast\lib\Hazelcast-{﻿version﻿}﻿.jar
4 2﻿.7 現在﻿、OpenLab インスト﻿ーラのみによ﻿って呼び出されます ﻿。
5 C﻿:\Program Files (﻿x86﻿)\Agilent Technologies\OpenLAB Data Store\tomcat\bin\tomcat8﻿.exe（ ﻿rev﻿.

2﻿.8 で非推奨﻿）
6 セキ﻿ュリテ﻿ィで保護されたシステムで﻿、RabbitMQ を使用する CDS 2﻿.7 対応アプリケ ﻿ーシ ﻿ョンに

必要﻿。
7 C﻿:\Program Files (﻿x86﻿)\Agilent Technologies\OpenLAB Data Store\java\bin\java﻿.exe
8 C﻿:\Program Files (﻿x86﻿)\Agilent Technologies\OpenLab Reverse Proxy Configuration

Service\ConfigurationService\Agilent﻿.OpenLab﻿.ReverseProxy﻿.ConfigurationService﻿.exe
9 C﻿:\Program Files\Agilent Technologies\OpenLab Data Collection

Server\Bin\DataCollectionService﻿.exe
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10 Windows フ﻿ァイアウ﻿ォ﻿ールでコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンされたプログラムはありません - 実行パス
は﻿： C﻿:\Program Files\Agilent Technologies\OpenLab Certificate
Service\Bin\Agilent﻿.OpenLab﻿.CertService﻿.CertServiceCore﻿.exe

11 セキ﻿ュリテ﻿ィで保護されたシステムで古いクライアント/サ﻿ーバ﻿ーとの下位互換性用に必要﻿。

表 59: OpenLab Server - 送信の規則

アプリケ﻿ーシ﻿ョン プロトコル ポ﻿ート リモ﻿ートシステム 説明

OLSS Server TCP 25 電子メ﻿ールサ﻿ー
バ﻿ー

電子メ﻿ールサ﻿ーバ﻿ーが別のポ﻿ートを使用する場合
や﻿、セキ﻿ュアポ﻿ートを使用する場合﻿、出力先ポ﻿ート
が異なります﻿。

OLSS Server TCP/UDP 53 DNS サ﻿ーバ﻿ー DNS

OLSS Server TCP/UDP 67
68

DHCP サ﻿ーバ﻿ー DHCP または BootP

OLSS Server TCP 137 - 139 NetBios WINS NetBios の場合/NT Share の場合は名前解決

OLSS Server TCP 389
636

オンプレミス
Active Directory

LDAP
LDAPS サ﻿ーバ﻿ー（﻿使用する場合のみ﻿）

OLSS Server TCP 445 NAS/Share サ﻿ー
バ﻿ー

サ﻿ーバ﻿ーメ﻿ッセ﻿ージブロ﻿ック（﻿SMB﻿）﻿。リモ﻿ート
NAS share のストレ﻿ージに使用﻿。

CM サ﻿ーバ﻿ー﻿、
OLSS

TCP
UDP

1433
1434

SQL Server MS SQL サ﻿ーバ﻿ーの使用時のみ﻿。設定変更が可能

CM サ﻿ーバ﻿ー﻿、
OLSS

TCP 1521 Oracle Server Oracle Server の使用時のみ﻿。設定変更が可能

OLSS Server TCP 3268 LDAP サ﻿ーバ﻿ー グロ﻿ーバルカタログ LDAP

OLSS Server TCP 3269 LDAP サ﻿ーバ﻿ー グロ﻿ーバルカタログ LDAP SSL

CM サ﻿ーバ﻿ー﻿、
OLSS

TCP 5432 PostgreSQL Server 外部 PostgreSQL Server の使用時のみ﻿。設定変更が
可能

CM サ﻿ーバ﻿ー﻿、
OLSS

TCP 5701﻿、
5702﻿、
5703

Hazelcast（﻿クラス
タ﻿ートポロジ﻿ーの
み﻿）

クラスタ﻿ートポロジ﻿ー内での各冗長ノ﻿ードの
Hazelcast インスタンスの通信用﻿。これらは互いに
通信する必要がありますが﻿、クラスタ﻿ー外では不要
です﻿。

Backup Notification
Service

HTTP 6624 OLSS API OLSS API を使用して電子メ﻿ール通知を送信﻿。

Backup Monitoring
Service

HTTP 8045
8046

Backup Notification
Service
Backup Task
Status Cache
Service

Backup Monitoring Service では﻿、HTTP 接続を使用
して定期的なバ﻿ックア﻿ップの状態を追跡し﻿、状態に
ついての通知を送信します﻿。
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アプリケ﻿ーシ﻿ョン プロトコル ポ﻿ート リモ﻿ートシステム 説明

Server﻿, Search-
Server﻿, WS/WS+

TCP 9200 OpenSearch OpenSearch の REST API

冗長ライセンス TCP 27009 その他の ECM XT
サ﻿ーバ﻿ー

サ﻿ーバ﻿ー間のライセンスクラスタリングに必要﻿。

ag-textnode-version-id: 27021600738422283ag-textnode-base-id: 2974199307

ECM XT アドオン

表 60: ECM XT アドオン﻿：受信の規則

アプリケ﻿ーシ﻿ョン プロトコル ポ﻿ート リモ﻿ートシステム 説明

Import Scheduler HTTP 9091 サ﻿ーバ﻿ー﻿、
Services for CM

Web UI および REST API 用 Import Scheduler 通信
ポ﻿ート

Import Scheduler HTTPS 9093 サ﻿ーバ﻿ー﻿、
Services for CM

Web UI および REST API 用 Import Scheduler 通信
ポ﻿ート

ag-textnode-version-id: 18014402703334411ag-textnode-base-id: 4193852427

ライセンス

表 61: Common Licensing Layer - 受信の規則

アプリケ﻿ーシ﻿ョン プロトコル ポ﻿ート リモ﻿ートシス
テム

説明

Agilent﻿.Licensing
REST API

HTTP
HTTPS

52080
52088

クライアント Agilent﻿.Licensing サ﻿ービスを提供するマシン

表 62: 共通ライセンスレイヤ﻿ー - 送信の規則

アプリケ﻿ーシ﻿ョン プロトコル ポ﻿ート リモ﻿ートシス
テム

説明

ライセンスサ﻿ーバ﻿ー HTTP
HTTPS

7070
7071

クライアント FNE ライセンスサ﻿ーバ﻿ーを提供するマシン
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注記 Agilent 電子ライセンス対応製品のオンラインアクテ﻿ィベ﻿ーシ﻿ョンを行う場合﻿、
https//*﻿.flexnetoperations﻿.com をホワイトリストに登録する必要があります﻿。

注記 CDS Client/AIC は直接 7071 に接続されません﻿。
スケ﻿ーラブルなトポロジ﻿ーでは﻿、すべての LIC2 呼び出し側は﻿、ポ﻿ート 443 で
https﻿://lic2﻿.<customer-domain> を使用します﻿。ロ﻿ードバランサ﻿ーがライセンス
バ﻿ックエンド（﻿HTTPS 7071﻿）に転送し﻿、ping による正常性チ﻿ェ﻿ックを実施し
ます﻿。

ag-textnode-version-id: 81064796266857099ag-textnode-base-id: 2974188171

OpenLab CDS AIC

表 63: OpenLab CDS AIC - 受信の規則

アプリケ﻿ー
シ﻿ョン

2﻿.8 以降 v2﻿.7 v2﻿.6 以前 リモ﻿ート
システム

コメント/説明

プロトコル ポ﻿ート プロトコル ポ﻿ート プロトコル ポ﻿ート

OLSS
Storage
Client

- - 1 - - 1 TCP 2886 ロ﻿ーカル
ホスト

レガシ ﻿ートラフ ﻿ィ ﻿ック
のみ ﻿。オ ﻿ープンポ ﻿ート
は不要
OpenLab Automation
Service（﻿作業領域﻿、バ﻿ッ
フ﻿ァされたア﻿ップロ﻿ー
ド﻿）

OLSS
Diagnostics

HTTPS
（﻿WCF﻿）

443 HTTPS
（﻿WCF﻿）

443 TCP（﻿WCF﻿）3424 クライア
ント﻿、
AIC﻿、サ﻿ー
バ﻿ー

トラブルシ﻿ュ﻿ーテ﻿ィング
ログの収集に使用

OLSS
Storage
Client

HTTPS 443 HTTPS 443 HTTP 6628 クライア
ント

リモ﻿ート作業領域 REST
API
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アプリケ﻿ー
シ﻿ョン

2﻿.8 以降 v2﻿.7 v2﻿.6 以前 リモ﻿ート
システム

コメント/説明

プロトコル ポ﻿ート プロトコル ポ﻿ート プロトコル ポ﻿ート

Test
Services
（﻿QualA﻿）
ウ﻿ェブサイ
トおよび
REST API

HTTPS ﻿:443/
testservic
es/
﻿:443/
openlab/
ca

HTTPS ﻿:443/
testservic
es/
﻿:443/
openlab/
ca

HTTPS 9092 任意 Test Services Web
Service がこのポ﻿ートで
REST API およびウ﻿ェブ
サイトを提供﻿。Test
Services コンフ﻿ィグレ﻿ー
シ﻿ョンツ﻿ールを使用して
ポ﻿ート番号を変更できま
す﻿。
2﻿.7 H1 以降﻿、Test
Services は Reverse
Proxy に登録され﻿、ポ﻿ー
ト 80 および 443 を使用
するようになりました﻿。

測定 WS

WS

HTTPS

﻿:443/
openlab/
Acqusition
Services

﻿:443/
openlab/
Acquisition
Services/
{﻿ID﻿}
443

WS

WS

HTTPS

﻿:443/
openlab/
Acqusition
Services

﻿:443/
openlab/
Acquisition
Services/
{﻿ID﻿}
443

TCP

HTTPS

HTTPS

9753

9753

443

クライア
ント

CDS 2﻿.5 以前のメ﻿ッセ﻿ー
ジ通信 2

CDS 2﻿.6 のメ﻿ッセ﻿ージ通
信 3

CDS 2﻿.7 以降のメ﻿ッセ﻿ー
ジング通信 4

Sample
Scheduler
Agent

HTTPS 443 HTTPS 443 HTTPS 52088 クライア
ント

CDS 2﻿.7 以降のメ﻿ッセ﻿ー
ジング通信 4

CDS デ﻿ータ
解析セ﻿ッ
シ﻿ョンホス
ト

TCP 51000 -
51099

- - 1 - - 1 localhost セ﻿ッシ﻿ョンホスト
（﻿Windows サ﻿ービス﻿）が
特定の DA API サ﻿ーバ﻿ー
プロセスに確立する TCP
接続

プロシキ転
送

TCP 52081 - - 1 - - 1 機器プラ
イベ﻿ート
LAN（﻿パ
ブリ﻿ック
LAN では
不要﻿）

フ﻿ォワ﻿ードプロキシ
（﻿FP﻿）サ﻿ービスは﻿、プラ
イベ﻿ート IP ネ﻿ットワ﻿ー
ク内のアプリケ﻿ーシ﻿ョン
やデバイス（﻿機器やス
マ﻿ートボ﻿ックス﻿）と﻿、
OpenLab サ﻿ービスが提供
されるパブリ﻿ック LAN
をつなぐ「﻿架け橋﻿」の役
割を果たします﻿。

1 不要﻿。
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2 リバ﻿ースプロキシがインスト﻿ールされておらず﻿、通信は TCP をベ﻿ースとしています﻿。
3 リバ﻿ースプロキシがインスト﻿ールされているが休止中のため﻿、9753 が直接使用されます﻿。
4 リバ﻿ースプロキシがインスト﻿ールされアクテ﻿ィブにな﻿っており﻿、すべての受信接続がプロキシを

経由します﻿。

表 64: OpenLab CDS AIC - 送信の規則

アプリケ﻿ーシ﻿ョン プロトコル ポ﻿ート リモ﻿ートシステム 説明

TCP/UDP 53 DNS サ﻿ーバ﻿ー DNS

TCP/UDP 67 ～ 68 DHCP サ﻿ーバ﻿ー DHCP または BootP

コンテンツ管理 HTTP
HTTPS

80
443

OpenLab Server
OpenLab Server のセキ﻿ュリテ﻿ィで保護されたウ﻿ェブ
サイトおよびセキ﻿ュリテ﻿ィで保護された REST API﻿。

OLSS Licensing API TCP 6570 OpenLab Server OpenLab License Server (﻿Flexera﻿)

Acquisition TCP 27000 -
27009

OpenLab Server OpenLab License Server (﻿Flexera﻿)

OLCF Data
Collection API﻿、
Data Collection
Agent

HTTPS
HTTP

443
6328

OpenLab Server Data Collection Service
HTTPS が利用できない場合はフ﻿ォ﻿ールバ﻿ック専用と
して 6328 を使用

Sample Scheduler HTTPS 443 OpenLab Server Sample Scheduler Orchestrator サ﻿ービスへの接続

ドライバ﻿ーが機器からの着信を待機できるポ﻿ートについては﻿、機器通信 105ペ
ージ   の機器の「﻿送信﻿」セクシ﻿ョンを参照してください﻿。AIC のフ﻿ァイア
ウ﻿ォ﻿ールがこのようなトラフ﻿ィ﻿ックを許可するよう設定されている必要があり
ます﻿。
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ag-textnode-version-id: 72057597012119819ag-textnode-base-id: 2974191883

OpenLab CDS クライアント

表 65: OpenLab CDS クライアント - 受信の規則

アプリケ﻿ー
シ﻿ョン

v2﻿.8 以降 v2﻿.7 v2﻿.6 以前 リモ﻿ートシ
ステム

コメント/説明

プロト
コル

ポ﻿ート プロト
コル

ポ﻿ート

OLSS
Storage
Client

TCP 2886 TCP 2886 TCP 2886 ロ﻿ーカルホ
スト

レガシ ﻿ートラフ ﻿ィ ﻿ック
のみ ﻿。オ ﻿ープンポ ﻿ート
は不要
OpenLab Automation
Service﻿：作業領域﻿、
バ﻿ッフ﻿ァされたア﻿ップ
ロ﻿ード

Test
Services

HTTPS 52088 HTTPS 9092 1 HTTPS 9092 任意

CDS デ﻿ータ
解析セ﻿ッ
シ﻿ョンホス
ト

TCP 51000
～ 51099

- - 2 - - 2 localhost セ﻿ッシ﻿ョンホスト
（﻿Windows サ﻿ービス﻿）
が特定の DA API サ﻿ー
バ﻿ープロセスに確立す
る TCP 接続

1 Test Services Web サ﻿ービスがポ﻿ート 9092 で REST API および Web サイトを提供﻿。ただし﻿、ツ﻿ー
ルが機能するためにフ﻿ァイアウ﻿ォ﻿ールでこのポ﻿ートを開く必要はありません﻿。ユ﻿ーザ﻿ーはロ﻿ーカル
システム（﻿クライアント﻿）の Web UI から https﻿://localhost﻿:9092/ を使用して REST API にアクセス
できます﻿。ただし﻿、リモ﻿ートアクセスが必要な場合は﻿、このポ﻿ートを開く必要があり﻿、ユ﻿ーザ﻿ーは
リモ﻿ートシステムから https﻿://<クライアントホスト名>﻿:9092/ にアクセスできます﻿。リバ﻿ースプロ
キシはクライアントシステムでは利用できません﻿。Test Services コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンツ﻿ールを使
用してポ﻿ート番号を変更できます﻿。

2 不要﻿。

表 66: OpenLab CDS クライアント - 送信の規則

アプリケ﻿ーシ﻿ョン プロトコル ポ﻿ート リモ﻿ートシステム 説明/コメント

TCP/UDP 53 DNS サ﻿ーバ﻿ー DNS

TCP/UDP 67
68

DHCP サ﻿ーバ﻿ー DHCP または BootP

TCP 80 OpenLab Server OpenLab Server ウ﻿ェブサイトおよび REST API
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アプリケ﻿ーシ﻿ョン プロトコル ポ﻿ート リモ﻿ートシステム 説明/コメント

OLSS Client API
HTTPS 443 OpenLab Server OpenLab Server のセキ﻿ュリテ﻿ィで保護されたウ﻿ェブ

サイトおよびセキ﻿ュリテ﻿ィで保護された REST API
（﻿HTTPS が使用される場合のみ﻿）
OpenLab Shared Services WCF API

OLSS Licensing API TCP 6570 OpenLab Server OpenLab License Server (﻿Flexera﻿)

コントロ﻿ールパネル TCP 8084 クライアント﻿、AIC ライセンス API（﻿WCF﻿）

HTTP 8090
8098
8099

OpenLab Server OpenLab ライセンス表示専用 Web UI（﻿Flexera﻿）﻿。
デフ﻿ォルトは 8090 です﻿。8090 が使用中の場合﻿、他
のポ﻿ートを使用できます﻿。

TCP 27000 -
27009

OpenLab Server OpenLab License Server (﻿Flexera﻿)

測定 TCP
HTTPS
HTTPS

9753
9753
443

AIC
AIC
AIC

CDS 2﻿.5 以前のメ﻿ッセ﻿ージング通信
CDS 2﻿.6 のメ﻿ッセ﻿ージング通信
CDS 2﻿.7 以降のメ﻿ッセ﻿ージング通信

OLCF Data
Collection API﻿、
Data Collection
Agent

HTTPS

HTTP

443

6328

OpenLab Server Data Collection Service﻿、

HTTPS が利用できない場合はフ﻿ォ﻿ールバ﻿ック専用と
して 6328 を使用

Sample Scheduler HTTPS

TCP

443

5432﻿、
5433

OpenLab Server﻿、
AIC
OpenLab Server

Sample Scheduler
Sample Scheduler クライアント / コンフ﻿ィグレ﻿ー
シ﻿ョン の OLDR 接続（﻿OLDR が有効およびコンフ﻿ィ
グレ﻿ーシ﻿ョンされている場合のみ﻿）

デ﻿ータ解析 API
（﻿"SessionHost"
Windows サ﻿ービ
ス﻿）

TCP 51000 -
51099

AIC﻿、ロ﻿ーカル DA REST API サ﻿ービスと DA サ﻿ーバ﻿ープロセス間の
通信のためのデ﻿ータ解析 API ブリ﻿ッジ

ag-textnode-version-id: 72057597012104971ag-textnode-base-id: 2974177035

機器通信

表 67: 機器﻿：受信の規則

プロトコル ポ﻿ート リモ﻿ートシステム 説明

TCP﻿、UDP 20 AIC﻿、
ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

FTP
GCMS SQ 597* および LC/MS SQ FW（﻿SC4 ベ﻿ースの
機器﻿）の FW 更新に使用する PC から開放する必要が
あります﻿。

TCP 21
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プロトコル ポ﻿ート リモ﻿ートシステム 説明

TCP 22 AIC﻿、
ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

SFTP - フ﻿ァ﻿ームウ﻿ェアのインスト﻿ールおよび
SmartCard のトレ﻿ース（﻿7200A GC-QTOF﻿、LC/MS
SQ など﻿、一部の機器用﻿）

TCP﻿、UDP
TCP

23 AIC﻿、
ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

Telnet 通信﻿、GC MSD および LC/MS SQ (﻿597*﻿) 用
機器通信﻿：LC﻿、CE

UDP 69 AIC﻿、
ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

TFTP﻿：レガシ﻿ー機器との通信に必要﻿、Jet Direct
Card

HTTP 80 AIC﻿、
ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

ウ﻿ェブサ﻿ーバ﻿ー（﻿9000 および 88x0 シリ﻿ーズ GC﻿、お
よび 5977﻿、5975 & 5973 MSD﻿）

TCP 111
1007
1024 - 1026

AIC﻿、
ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

LC/MS 機器通信
GC MSD 機器通信

TCP 2101 AIC﻿、
ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

ELSD 機器通信﻿： G4260B ELSD

TCP 2077 AIC﻿、
ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

LC/MS SQ 機器通信﻿、コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンフ﻿ァイ
ル経由で変更可能

専用/SunRPC
TCP

2883 - 2886
3068
3071

AIC﻿、
ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

GC MSD 機器コントロ﻿ール﻿：5975﻿、5973 MSD

TCP 4879 AIC﻿、
ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

機器通信﻿： Headspace

TCP 5813 AIC﻿、
ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

GC MSD フ﻿ァ﻿ームウ﻿ェアのインスト﻿ール﻿： ICMP/
Ping

ICMP/Ping n/a AIC﻿、
ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン
GCMS 機器

GC MSD 機器コントロ﻿ール﻿。
CDS 2﻿.x 機器が任意の 5975/5977 GCMS SQ 機器と通
信するには﻿、受信および送信の ICMP パケ﻿ットが
AIC/Workstation のフ﻿ァイアウ﻿ォ﻿ールでブロ﻿ックされ
ないようにしてください﻿。

TCP 5973 AIC﻿、
ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

GC MSD 機器コントロ﻿ール
専用/SunRPC/TCP

TCP 6002
6003

AIC﻿、
ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

LC/MS SQ 機器通信﻿、SC4 ベ﻿ースの LC/SQ
LC/SQ モデル G6160A﻿、G6160B﻿、G6170A

TCP 7972
7973

AIC﻿、
ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

GC MSD 機器コントロ﻿ール﻿： 597* MSD

TCP 8194 AIC﻿、
ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

PAL3﻿、デ﻿ータサブスクリプシ﻿ョン

TCP 9001
9002

AIC﻿、
ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

機器通信﻿：GC﻿、LC﻿、CE



7 付録
フ﻿ァイアウ﻿ォ﻿ールの設定

OpenLab CDS の要件とサポ﻿ートする機器 107

プロトコル ポ﻿ート リモ﻿ートシステム 説明

TCP 9100 AIC﻿、
ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

機器通信﻿：GC﻿、LC﻿、CE﻿、35900

TCP 9101
9110

AIC﻿、
ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

機器通信﻿：GC﻿、LC﻿、CE

TCP 9111 AIC﻿、
ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

GC 機器﻿：8697A

TCP 10000 - 10020 AIC﻿、
ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

GC 機器通信﻿：78xx﻿、88xx﻿、9000

TCP 30718
55055 - 55057

AIC﻿、
ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

Instrument Utilities

UDP 55065 AIC﻿、
ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

GC MSD 機器コントロ﻿ール

TCP 60000 AIC﻿、
ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

PAL XT 通信

TCP 61001 AIC﻿、
ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

Instrument Utilities

TCP 64000
64001

AIC﻿、
ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

PAL3 通信

TCP 64500 AIC﻿、
ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン

PAL3﻿、プレ﻿ーンソケ﻿ットプロトコル

表 68: 機器﻿：送信の規則

プロトコル ポ﻿ート リモ﻿ートシステム 説明

TCP/UDP 53 DNS サ﻿ーバ﻿ー DNS

TCP/UDP 67
68

DHCP サ﻿ーバ﻿ー DNS または BootP

TCP 7980 - 7983 AIC﻿、ワ﻿ークステ﻿ー
シ﻿ョン

GC MSD - Reverse Slick

HTTP 8080 ウ﻿ェブサ﻿ーバ﻿ー LC/MS SQ 通信

TCP 52081 AIC﻿、ワ﻿ークステ﻿ー
シ﻿ョン

InfinityLab Assist Hub
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ag-textnode-version-id: 36028799993148427ag-textnode-base-id: 2974184459

OpenLab ECM サ﻿ーバ﻿ー

表 69: OpenLab ECM Server - 受信の規則

アプリケ﻿ーシ﻿ョン プロトコル ポ﻿ート リモ﻿ートシステム 説明

TCP 80 クライアント OpenLab ECM サ﻿ーバ﻿ーウ﻿ェブサイトおよび REST
API がこのポ﻿ートで動作します﻿。設定変更が可能﻿。

TCP 443 クライアント OpenLab ECM サ﻿ーバ﻿ーのセキ﻿ュリテ﻿ィで保護され
たウ﻿ェブサイトおよび REST API がこのポ﻿ートで動
作します﻿。

Reverse Proxy
Configuration
Service 1

HTTP 12876 内部
ロ﻿ーカルホストの
みアクセス可能

Reverse Proxy Configuration Service が REST API を
提供してリバ﻿ースプロキシサ﻿ーバ﻿ーのコンフ﻿ィグ
レ﻿ーシ﻿ョンフ﻿ァイルを設定﻿。
これにより Apache HTTPD サ﻿ーバ﻿ーの httpd﻿.conf
フ﻿ァイルを変更﻿。

1 C﻿:\Program Files (﻿x86﻿)\Agilent Technologies\OpenLab Reverse Proxy Configuration
Service\ConfigurationService\Agilent﻿.OpenLab﻿.ReverseProxy﻿.ConfigurationService﻿.exe

表 70: OpenLab ECM Server - 送信の規則

プロトコル ポ﻿ート リモ﻿ートシステム 説明

TCP 25 電子メ﻿ールサ﻿ーバ﻿ー 電子メ﻿ールサ﻿ーバ﻿ーが別のポ﻿ートを使用する場合﻿、OpenLab
Control Panel で指定できます﻿。

TCP/UDP 53 DNS サ﻿ーバ﻿ー DNS

TCP/UDP 67
68

DHCP サ﻿ーバ﻿ー DHCP または BootP

UDP 161 SNMP サ﻿ーバ﻿ー Simple Network Management Protocol

TCP 389 LDAP サ﻿ーバ﻿ー LDAP

TCP 636 セキ﻿ュリテ﻿ィで保護さ
れた LDAP サ﻿ーバ﻿ー

セキ﻿ュリテ﻿ィで保護された LDAP

TCP 1433 SQL サ﻿ーバ﻿ー MS SQL サ﻿ーバ﻿ーの使用時のみ﻿。設定変更が可能﻿。

UDP 1434 SQL サ﻿ーバ﻿ー MS SQL サ﻿ーバ﻿ーの使用時のみ﻿。UDP

TCP 1521 Oracle Server Oracle Server の使用時のみ﻿。設定変更が可能﻿。

TCP 3268 LDAP サ﻿ーバ﻿ー グロ﻿ーバルカタログ LDAP

TCP 3269 LDAP サ﻿ーバ﻿ー グロ﻿ーバルカタログ LDAP SSL
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プロトコル ポ﻿ート リモ﻿ートシステム 説明

TCP 8211 ECM 通信サ﻿ービス 呼び出し側がサ﻿ービスの場合

TCP 18211 ECM 通信サ﻿ービス 呼び出し側が Forms Host の場合

ag-textnode-version-id: 36028799993159563ag-textnode-base-id: 2974195595

OpenLab ECM クライアント

表 71: OpenLab ECM クライアント - 受信の規則

プロトコル ポ﻿ート リモ﻿ートシステム 説明

TCP 1801 MSMQ ECM スケジ﻿ュ﻿ーラエ﻿ージ﻿ェントで使用さ
れる MSMQ メ﻿ッセ﻿ージ

表 72: OpenLab ECM クライアント - 送信の規則

プロトコル ポ﻿ート リモ﻿ートシステム 説明

TCP/UDP 53 DNS サ﻿ーバ﻿ー DNS

TCP/UDP 67
68

DHCP サ﻿ーバ﻿ー DHCP または BootP

UDP 161 SNMP Simple Network Management Protocol
（﻿SNMP﻿）

TCP 389 LDAP サ﻿ーバ﻿ー LDAP

TCP 636 セキ﻿ュリテ﻿ィで保護
された LDAP サ﻿ー
バ﻿ー

セキ﻿ュリテ﻿ィで保護された LDAP

ag-textnode-version-id: 9007202229984907ag-textnode-base-id: 2975243915

ダイナミ﻿ックポ﻿ート

ダイナミ﻿ックポ﻿ート﻿：クライアント間の一時的な通信に使用されます﻿。使用す
るポ﻿ートは﻿、使用するオペレ﻿ーテ﻿ィングシステムによ﻿って異な﻿っており﻿、設定
変更が可能です﻿。詳細については﻿、オペレ﻿ーテ﻿ィングシステムのドキ﻿ュメント
を参照してください﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007202230016267ag-textnode-base-id: 2975275275

8 営業およびサポ﻿ートのお問い合わせ先

お問い合わせ先
ソフトウ﻿ェアテクニカルサポ﻿ートの連絡先﻿：
https﻿://www﻿.chem-agilent﻿.com/contents﻿.php﻿?id=1004254

アジレントコミ﻿ュニテ﻿ィ
1 万人以上のユ﻿ーザ﻿ーが参加するアジレントコミ﻿ュニテ﻿ィで﻿、疑問が解消され
るかもしれません﻿。プラ﻿ットフ﻿ォ﻿ーム技術によ﻿って構成された﻿、厳選されたサ
ポ﻿ート資料をご覧ください﻿。同業者や協力者に質問することができます﻿。作業
に関連した新しいビデオやドキ﻿ュメント﻿、ツ﻿ール﻿、ウ﻿ェビナ﻿ーで通知を受けら
れます﻿。
https﻿://community﻿.agilent﻿.com/

https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1004254
https://community.agilent.com/
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